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絶倫ＣＥＯと予言婚!?


～男性経験ゼロなのに、ミステリアスな美形エリートに溺愛プロポーズされました～
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　東京じゅうの空が見渡せそうな最上階のスイートルームで、私は目を覚ました。起きたばかりでぼんやりとしていた頭の中がはっきりするにつれ、自分がこんなところにいるなんて信じられなかった。そして何よりも、昨日の自分が、まるで自分じゃないかのように思われた。

（私が、男の人とあんなことするなんて……）

　昨夜のことを思い出すと、あまりにいろんなことがたくさんありすぎて、いまだに状況が呑み込めない。

　でも、素肌に触れるシーツの感触は生々しく、身体には、まだ重く絡みつくような感覚が残っていて、下腹部に甘く疼くような鈍痛がする。それは確かに、男性に激しく求められた痕跡だった。目を閉じて、身体に意識を向ける。耳元で囁かれたときの吐息。初めて愛撫された、あの大きくて骨ばった手。優しいのに、執拗に責め立てる長い指。切なげな低いうめき声。そして、人を屈服させる力を持った、あの燃えるような瞳……。

「俺を受け入れろ、未令」

　その言葉を思い出すだけで、またお腹の奥の方がじんわりと熱を持った。それは鈍痛と混じり合うと、彼と繋がっていたときの感触が蘇った。

（初めてだったのに……）

　頭で理解できなくても、身体はしっかりと昨夜のことを記憶していて、そしてその感覚が決してイヤではなかった。むしろ、女性としての肉体が喜んでいて、心も満たされている。ただ私の中の「常識」とか、そういう部分が置いてけぼりを食っているだけだった。

「おはようございます、未令さん」

　声のする方に顔を向けると……ああ、やっぱり昨日のことはまるで嘘じゃなかったんだと、改めて目が覚める。

「おはようございます……星弌郎せいいちろうさん」



















波動？ 引き寄せ？ いきなりホテル!? 美形ＣＥＯとエンカウント！







　星弌郎さんと出会ったのは……そして、私の運命が変わっていったのは昨日のこと。

　何の変哲もない金曜日のお昼休みだった。職場の洗面所で歯を磨いていると、隣の部署の陽子さんから声をかけられた。

「未令ちゃん、今日の夜空いてる？」

「ふぇっ？」

　突然の誘いに、変な声が出てしまった。私は口をゆすいだ。

「合コンなんだけど、一人体調不良で来れなくなっちゃって。四対四で、丸の内のイタリアン」

「ごめんなさい、私合コンとか……そもそも男の人とかよく分からなくて」

　苦々しく笑う私を見て、陽子さんは驚いた表情を浮かべた。

「えっ、意外。未令ちゃん、普通に同期の鈴木君とか、部長とかとも話せてるじゃない」

「そういうのは大丈夫なんだけど、恋愛がらみってなると……」

　昼休みはそろそろ終わりかけていたけど、陽子さんは洗面所の壁にもたれ掛かって、興味深そうに私を見た。

「もしかして、忘れられない人がいるとか？　未令ちゃん可愛いのに、勿体ないよ」

「そういうわけじゃ……ずっと女子校育ちで、出会いもないっていうか……告白とかされたこともないし」

「まじかぁ。じゃあ男の人に興味もないの？　何かトラウマがあるとか」

　陽子さんは珍しい生き物を見るかのような目つきになった。

「興味ないことはないよ。ただ本っ当に私の人生に、男の人が登場しないんだよね。ただトラウマじゃないけど……子どものころ、占い師の人に、『三十三歳までに男に愛されないと一生独身で生きることになる』って言われたの。今年でもう三十二歳になるし……」

　そう言って俯く私の手を、陽子さんは励ますようにギュッと握った。

「そんな占い、絶対信じちゃだめ。よし、今日の合コンで、未令ちゃんの人生変えちゃおう！　参加決定ね」

「えっ、こ、困るよ！　今日メイクも服も適当だし……」

　慌てて陽子さんを制止しようとするも、彼女の中では決定してしまったようだ。

「これも運命よ。十八時にエントランスで集合ね。じゃ後で」

　ひとり洗面所に取り残された私は、鏡に映る姿を見て、ため息をついた。

　後ろで一つに結んだ髪に、地味な色のカーディガン。朝時間がなかったからメイクも薄くて、唇のところにあるホクロが、不満げに目立っていた。それ以外にはこれといった特徴もない、いつもの私……。

（こんなんじゃ、誰にも相手にされないよ……。運命、ねぇ……）
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　結局流されるままに合コンに参加したものの、予感は見事的中して、私は合コンで明らかに浮いていた。そして取り残されていた。

（か、会話が全然嚙み合わない……）

　お店は想像以上にお洒落な雰囲気で、普段の仕事着で来るようなところではなかった。相手の男の人たちも大企業に勤めていて、きちんとした経歴の持ち主が揃っている。でも、休日にフットサルするとか、お酒が好きかどうかとか、出身地の話とか、私の興味を惹くような話は全くなくて、女性陣は男の人の話をただ「うんうん」と聞いているばかりだったから、食事が運ばれるころには、私はすっかり飽きてしまっていた。

（早く家帰って動画とか観たいな……そういえば、今日は『オカルトちゃんねる』で宇宙人特集だったような……）

　私がこれまで恋愛と縁がなかったのは、出会いがないのもあったけど、普通の人の会話に全く興味がないというのも大きな原因だった。女子校にいたころ、自分の趣味に自由に耽っていたら、友達から「ヤバい」と言われたので、社会人になってからは隠すようにはしていた。でも、私の興味は常に一般社会からズレたもの、目には見えないもの、つまり空想とかオカルトとか、そういう類の世界に向けられていたのだった。

（仕事して、結婚して、家買って……みたいなロードマップ、全然思い浮かばないもんな。多分ここに座ってる他の人たちは、そういう将来を手に入れたくて、実務的な意味での伴侶を探してるんだろうけど。地球に巨大隕石が落ちてきたら全部なくなるのに）

　飲み物を追加注文するタイミングで、お手洗いに行った。戻るときに、このまま戻りたくないなぁとぼんやり考えていたら、店が広くて、元の席がどこか分からなくなってしまった。どうもこの辺りは個室エリアらしい。キョロキョロしていると、女性の泣き声が聞こえてきた。よくないとは思いつつも、女性の泣き方がかなり思いつめた様子だったので、つい足を止めて声のする方に顔を向けた。

「星弌郎さんの言ってること……全然分からないよ！」

　声が響いたかと思うと、綺麗な身なりの女性が個室から飛び出してきた。すぐさま彼女を追って、男性が出てきた。百八十センチはありそうな長身、仕立てのいいスーツ、端正な顔立ち。そして吸い込まれそうなくらい深く澄んだ瞳。出てきた女性も目を引くタイプだったけど、たぶんこの星弌郎さんという人は、佇まいからして、品のよさと美しさが段違いだった。さっき私の前に座っていた男性陣も平均以上のはずだったけど、彼らと比べても何から何まで、格が違って見えた。彼は、女性の肩にそっと手を置いて、振り向かせようとした。

「君は『宇宙の意志』を信じられないのか？」

（えっ……!?）

　明らかにまともそうな、むしろ普段お目にかかれないようなエリート風美男から、『オカルトちゃんねる』頻出ワードが出てきたことで、私はその人に釘付けになってしまった。この瞬間から、私の運命が動くことになるなんて、まだ思いもしなかった……。
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　突然目の前で起きた修羅場。ドラマのワンシーンのような状況に、私は身を潜めることもできず、ただ呆然と立ちすくんでいた。

「星弌郎さん、私のこと気に入らないからって、意味不明なこと言ってごまかさないでよ。もう、私のことは忘れて。お互い幸せになれないよ……！」

　そう言うと、女性は泣きながら男の手を振り払って、走り去ってしまった。

　男の人はため息をついて、髪をかきあげた。その様がうっとりするほど格好良くて、芸能人かモデルみたいだった。見惚れていると、しまった、彼と目が合ってしまった。

「あ……」

　盗み見をしていたみたいで決まりが悪い。しかしそれを非難するわけでもなく、男性は申し訳なさそうに会釈した。

「失礼。騒いでしまって……」

　彼が頭を上げると、そのまま雷にでも打たれたかのように、途中で動きが固まった。

「いえ、こちらこそ、す、すみません」

　私も慌てて頭を下げると、彼はつかつかと近寄ってきた。

「頭を上げてください、どうか」

　その深刻な声色に、私は恐る恐る顔を上げると、彼はハッと息を呑んだ。何か、重大なことに気付いたかのような表情だった。

「だ、大丈夫、ですか？」

　私が声を掛けると、彼は目をパチパチと瞬かせて、とにかく動揺していた。一瞬顔見知りかとも思ったけど、もちろん私の方ではこんな美男と面識はない。

「すみません、お邪魔しました……」

　再び頭を下げて戻ろうとすると慌てて声をかけられた。

「ま、待ってください。その……私は卜部星弌郎と申します。いきなりで、大変申し訳ないのですが……少しお話できませんか。変な勧誘とかではないです。この通り、たった今女性に振られたばかりの男です」

「え、ええっ？」

　変な勧誘ではないとは言うものの、この男性は怪しさで言えば十分だった。女性に振られた後で私に声をかけるのも不気味だし、「『宇宙の意志』を信じられないのか？」なんて……そんなことを言うのは「ヤバい奴」だ。

「お願いです。いきなりで不躾なことは重々承知しています。でも、これは私にとっては本当に大切なことなんです」

　そう言って彼は私の目線まで頭を下げた。長身の彼が動くと、仄かに甘い香りがした。香りを身に纏う男性が、こんなにセクシーなものなのかと私は混乱した。明らかにヤバい人なのに、丁寧な言葉遣いや優雅な身のこなし、そして何よりその美しさに、惹きつけられていた。それに、このまま合コンの席に戻って、退屈で、人と合わない居心地の悪さに煩わされるのは、もうイヤだった。

「えっと……そこまで仰るなら。ちょっと知人と来てるので、断りを入れてから……」

「ありがとうございます。もしよかったら、場所を変えませんか。ちょっとここだとさっきの『悪い波動』が残っているので……」

「は？」

　まただ。また『オカルトちゃんねる』の頻出ワード、「波動」。この人絶対スピリチュアル系の人だ。と言うか、初対面の人間の前で口走っちゃってる時点で、ナチュラルに「信じ込んでいる」。

「店の入り口でお待ちしていますね」

　僅かに口元を緩めて微笑む。それが優雅で甘い微笑みで、この人は明らかにおかしいと分かっているのに、私はドキドキしてしまった。

　陽子さんに（オカルティックな部分を端折って）事情を話すと、「ここは大丈夫だから行って来なよ！　チャンスだよ！」とあっさり送り出してくれた。

　お店を出ると、真っ黒な高級外車がスーッと目の前に止まった。助手席のドアが開いて、奥の運転席から卜部さんが顔を覗かせた。

「どうぞ、乗ってください」

（都心でこの車って……この人めちゃくちゃお金持ちなんじゃ）

　恐る恐る乗り込むと、車の中は卜部さんの香水の匂いがした。いや、香水というほどきつくはなかったけど、自然でありながら魅惑的な香りが漂っていた。

「私の行きつけのラウンジがあるから、そこに移動しましょう。皇居が一望できて、綺麗ですよ」

「皇居……」

　その言葉に私は先週の『オカルトちゃんねる』を思い出した。確か皇居の上空には龍神様が飛んでるとか、パワースポットとしてやっぱり強いとか、そんなことを配信していたのだ。当然そんなの心底信じてるわけじゃないけど……どこか卜部さんとかこの状況にノリ気になっている私がいた。

「いいですね、そこ、連れて行ってください」

　私が微笑むと、卜部さんは爽やかに笑って、シフトレバーに手をかけ、車を発進させた。

　夜の丸の内はキラキラと輝いていて、車の中から眺めているだけでも心がワクワクと浮き立つ。ふとバックミラーに映った自分を見て、男性と二人でこんなシチュエーションになったことがないことに気付いた。どうしよう……ノリでついて来ちゃったけど、大丈夫かな。

「唇、噛まない方がいいですよ」

　赤信号にさしかかって、卜部さんがこちらを見ていた。緊張するとすぐ前歯で唇を噛むクセが出る。

「そ、その……いきなりこんな素敵な車に乗せられて、緊張しちゃって」

「いきなり声をかけてしまって本当に失礼しました。でも、私もあまり女性と深く接したことがないので、緊張してます」

「えっ？　卜部さんが？」

　そういう風には全く思えないけど、恥ずかしそうにはにかむ卜部さんは嘘をついているように見えなかった。

「あ、す、すみません。私、鈴木未令っていいます。大手町の東日銀行で総務の仕事してて……」

「未令さん、改めてよろしく。私は、エヴァンズ・カーライル・コンサルティングの経営責任者を務めています。そして、今さっき許嫁に振られてしまったところです」

　卜部さんは冗談めかして笑いながら、一応、と言って片手で名刺をくれた。私は呆気に取られてしまった。エヴァンズ・カーライルと言ったら世界でも有数のコンサルティングファームで、この若さで経営責任者というのは、ずば抜けたエリートだ。とても私のようなフツーの会社員が話をできるような次元の人ではない。緊張が度を越して、ちょっと恐怖すら感じてしまった。しかし卜部さんは私のリアクションには頓着せず、話を続けた。

「着いたらじっくり話しますが……私は来月三十五歳になります。ただ、それまでに伴侶を見つけないことには、かなりまずいことになるのです。それなのに、今日許嫁に振られてしまった。それについて、是非とも貴女の助力が必要なのです」

「は、はぁ……」

　信号が青になって、車が発進した。卜部さんの言うことは謎めいていて、こんな状況、今日のお昼には想像もつかなかった。運命ってやつは、どう転ぶものか分からない。
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「わぁ、綺麗……！」

　三十三階からの夜景は、平坦な毎日を送っていた自分には眩しくて、新鮮な感動だった。でも、卜部さんはこのラウンジの常連みたいで、慣れた様子で席についた。

「ここのホテルは場所もいいし、『方角』も吉とされていますから」

　カクテルが運ばれて来て、卜部さんは優雅にグラスを持ち上げた。

「じゃあ……未令さんと出会えた奇跡に、乾杯」

「か、乾杯……」

　キザな言葉も卜部さんが言うと、すごく自然で……というより、どちらかというと、「方角も吉」とか「奇跡」という言葉遣いが、このリッチな雰囲気とミスマッチで面白かった。

（お金持ちって実際のところこんな感じなのかな……）

　何気なく紛れ込むスピリチュアルな言葉の数々に興味をそそられて、私はグラスに少し口をつけてから、意を決して聞いてみることにした。

「あ、あの……卜部さんってお仕事とか、すごく優秀な方だと思うんですけど……ちょっとその、オカルトとかスピリチュアル的な表現されること、多いですよね。なんか意外だなって」

　ぎこちなく聞いてみたけれど、卜部さんは真面目な顔になっていた。

「そう……ですね。お気付きになりましたか。実はそこが、未令さんに相談したい部分に関わってくるんです」

「というと……？」

　卜部さんはぐっとカクテルを飲み干してから、大きな手をテーブルの上に組んで、ゆっくり話し始めた。

「今から私が言うことは、突拍子もないし、はっきり言って頭がおかしいと思われるかもしれません。ですが、私にとって偽らざる重大問題であることは断っておきたい。それを前提に、話を聞いていただけると嬉しいです」

「は、はあ……」

　卜部さんの真剣な視線に、私は引き込まれるように、話を聞く姿勢をとっていた。

「私の生まれた家は、代々資産家でした。ただ、資産のある家というのはいろいろおかしな部分もあって、うちは一家の指針に対するアドバイザーとして、古くから占星術師をはじめ、占い師を大勢抱えていたんです」

「占い師さんが家にいた、ってことですか」

「簡単に言えばそういうことです。事業展開とか、家族の身の振り方とか、全てに占星術が影響していました」

　卜部さんは真面目な表情をしていたけど、口から出る言葉は確かに荒唐無稽というか、平凡な家庭に生まれた私には、フィクションの世界のことのようだった。

「私の母が私を身ごもったとき、ひどい難産で、予定日よりだいぶ長引いていた。兄や姉が生まれるときには祈祷師が一人つきましたが、私が生まれるときは何人もの祈祷師が連日祈り続けたそうです。そしてようやく生まれたとき、我が家の占星術師の中でも最も経歴が長い、言わば長みたいな人が、私にまつわる三つの予言をしたんです」

「よ、予言……」

「『三十五歳の誕生日までに生涯の伴侶と結婚できなければ、非業の死を遂げる』、最初の予言はそれでした」

「死……!?」

「はい。普通なら一笑に付されるところですが……私の家でその人物が言うことは重く受け止められました。なぜなら予言が外れたことが一度もないからです」

　卜部さんの語ることは、まるで大昔のおとぎ話で、私は呆気に取られていた。

「次の予言は『宇宙の意志を解する女でなければ、結ばれることは叶わない』でした。そして最後に……『その女性は唇に黒点を有している』、つまり唇にホクロがある女性だと言うことです」

「えっ！」

　私は思わず自分の唇に触れた。子どものころからずっと気になっていたホクロだったけど……。

「これまで、その予言にしたがって様々な女性を探しました。しかし、どの女性とも長続きしません。予言に抗ってみようとしても、必ず意にそぐわなかったり、不幸なことが起こったりします」

　そう言って卜部さんは目を伏せると、長い睫毛で目元に影ができて、陰鬱な面持ちになった。

「そ、そんな大変なことが……」

「先ほども言いましたが、あと一ヶ月で私は三十五歳になります。そこに来て、家族が連れてきた許嫁との関係にも亀裂が入ってしまった。予言に従うのであれば、『宇宙の意志』の話をしないといけないわけですが、その話をしたら先ほどのように……理解が得られなかったわけです。当然の反応だとは思うのですが」

　卜部さんは笑顔を浮かべてみせたけど、不安そうな表情は拭えていなかった。それが痛ましくて、私は言葉を探した。

「確かに一般の人はあんまり馴染みがないでしょうけど、宇宙意志ってスピリチュアル界隈とか、『オカルトちゃんねる』とかでよく取り上げられますよね。私、それ系の動画とかよく見るので……」

　適当に励ましたつもりだったけど、私の言葉に卜部さんは目を見開いていた。

「あ……えっと……」

「やはり、私の見込んだ通りのようですね」

　卜部さんは身を乗り出して、私の目を真っ直ぐ見据えた。

「何人もの女性と縁談にこじつけようとしましたが、未令さんほどはっきりと唇にホクロがしっかり見える女性は、これまで会ったことがありません。そして、貴女を見た瞬間……『この人だ』という声が聞こえたんです。許嫁は、家族が無理矢理に連れて来た人で、正直私も気が合わなかった。結婚してもうまくいかない気がして……。それに、宇宙の意志は……」

「宇宙の意志は、その人に最適なタイミングで最適なものを与える」

　私は単に『オカルトちゃんねる』の配信でよく言われているフレーズを口にしただけだった。

「その言葉は、我が家の家訓にもなっているものです。今、その言葉を私に言ってくれたのは……未令さん、やはり『運命的』なのです」

　そう言って、卜部さんはじっと私の瞳を見据えた。

「貴女は、私がようやく出会えた、予言に完全に一致する女性なのです」

　私はただ卜部さんに言われたことを呑み込むので精いっぱいだった。

（たまたま出会った素敵な人が、運命の相手だなんて……そんなことってある……？）

　気付くと、卜部さんに手を握られていた。この真剣な表情、でたらめを言っているということはないだろう。それに、宇宙の意志なんてものが本当にあるかどうかは別として……こんな話をしてくれる人が、今まで私の人生にいなかったのも確かだった。卜部さんは私が出会った中で一番カッコよくてお金持ちだけど、何よりも面白い。どこかで、この状況を楽しんでいる私がいた。

「失礼ですが、未令さんは現在お付き合いされている方などはいらっしゃいますか」

「い、いえ。彼氏とか、好きな人とかも、特にはいませんが……」

　卜部さんは私の手を握りながら、ニッコリと笑った。

「それは何より。もちろん、これまで話したことは、全て私側の事情です。初対面の未令さんにいきなりこんな話をぶつけても、普通なら気持ち悪がられて終わりだと思います。でも、少なくとも未令さんは私の話を受け入れるくらいの気持ちの準備があるのではないですか」

「じ、準備？」

「はい。少なくとも、私が出資している動画のチャンネルを見てくださっているようですし。あれは、予言の相手の探しの一環なんです。ああいうメッセージを受け取ってくれる人を探していたんですよ」

「えっ、『オカルトちゃんねる』って、そんな理由で配信されていたんですか」

　私は呆気にとられた。お金持ちはとんでもないことを考えつくものだ。

「そう、そして実際に私の前に現れた……未令さん。貴女は私にとって運命の人です。この出会いは奇跡なのです。私は貴女に結婚を申し込みます。納得してくださるように、精一杯努めるつもりです」

　生まれて初めての、異性からの告白、を通り越して、プロポーズを受けた瞬間、私の頭にまるで雷が落ちたような衝撃が走った。と、同時に、窓の外に本当に雷が光って、落ちた。

　卜部さんもその音にびっくりして、窓の外を見ると、大粒の雨が降り出していた。見る見るうちに天候は悪化していく。

「えっ、う、嘘……」

　立ち込める暗雲、鋭い雷鳴……雨が激しく降りしきる都心の夜景を見下ろしていると、人知の及ばない、何か私たちを支配しているような大きな歯車のようなものが天にあって、それがゆっくりと、だが確実に噛み合っていくような感覚に捉われた。

「未令さん。ご自宅まで電車を使って帰るご予定ですか？」

「えっ、あ、はい。家は千葉の方なので、電車で……」

　卜部さんは携帯を取り出した。そして私に画面を見せた。

「う、運転見合わせ!?　どうしよう、こんな悪天候じゃ帰れない……」

　時間はすでに午後十一時近くなっていた。雨はすぐに止みそうにもなかった。

「……私が生まれた日も、こんな天気だったそうです。未令さん」

　卜部さんの顔を見ると、落ち着いた表情の中に、燃えるようにはっきりとした意志を宿した瞳がキラリと輝いていた。

「は、はい」

「もう一度言います。私は貴女に求婚します。そのためには、貴女に私という人間を知ってもらわなければ。そして私は手段を選びません。この状況を利用しない手はないと考えています」

「え、えーっと……」

　卜部さんの言い方が難しくて、すぐに理解できず、目を泳がせたけど、かなりまずい状況になっている予感だけはハッキリと感じていた。

「このホテルの最上階の一室は、私の名義になっています。もし帰れないのであれば、今夜はそこで休まれるといい。ただし」

　卜部さんの口の端がニヤリと歪んだ。

「私もそこに一緒に泊まります」

　手はまだ握られたままだった。耳まで真っ赤になっているのが分かる。私はただ何か言おうとして口をパクパクさせるだけだった。

「私を知ってもらうには、一緒に過ごすのが一番だと思いますので」

「き、急にそんな……」

　展開の早さについていけず、私は言葉を濁した。しかし、今から帰ることもできないし、この辺りで私の所持金で泊まれるような場所なんてない。「ここのホテルは場所もいい」……。卜部さんの言葉が脳裏に蘇った。私には想像もつかない見えざる力が、私をこの状況に追い込んでいて、一つずつ私の選択肢がなくなっていく感じ。でも、そもそも私は何かを積極的に望んでいたわけじゃない……。

「いきなりのことですから、無理にとは言いません。でももし未令さんがここで帰ってしまったとしても、私は絶対に貴女を探し出します。何があっても」

　卜部さんの瞳がキラリと光った。その目は切実で、少し悲しそうでもあって……そうだ、この人は立派な人かもしれないけど、確かに一ヶ月後死んでしまうかもしれないという恐怖に怯えているのだ。これまで、人生に何か積極的に取り組んで来たかと言われると疑問な私だったけど、今ここで誘いを断ることは、大きな後悔を残してしまう気がした。それに、初めて男性と夜を過ごすのに、こんな素敵な人だったらラッキーじゃない！

「わ、分かりました。そこまで言うなら……とりあえず、行きましょう。その代わり、ここのお酒もご馳走してくれますか」

　私にしては大胆な決意の言葉だったけど、卜部さんはフッと笑って、私の耳元に口を寄せた。

「最初からそのつもりですよ。私と一緒なら、そういう心配は、この先一生不要です」

　あまりに斬新な口説き文句に、私は頭がクラクラした。卜部さんからはまた甘い香りがして、そのせいもあったのかもしれない。

「では、行きましょうか」

　卜部さんはエスコートするように、私の手を取った。私の手が僅かに震えているのを見て、卜部さんは苦笑した。

「怖い思いはさせませんから。それは誓います」

（も、もうとっくに怖い世界に入っちゃってると思うけど……別の意味で）
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　ホテルの部屋は、所謂スイートルームというやつだった。ネットやテレビでしか見たことのないような広さと豪華さ。そして何よりも、いきなり大きなベッドがある部屋に通されて、私は心臓がドキドキ高鳴るのを感じた。この歳まで男の人と夜を過ごす経験はなかったけど、まさかこんな形で……

「未令さん、とりあえずこちらの部屋をお使いください。専用のバスルームは右手奥です。私は隣の部屋にいます」

「えっ、あ、はい」

　実際見るのは初めてだったけど、こういうラグジュアリーホテルはそれぞれにお風呂がついているのだった。

（そ、そっか、別に何かするって言ってなかったもんね……とりあえずここを寝床にしてれば……）

　何も考えたくなくて、とりあえずカバンを部屋に置いた。シャワーを浴びる気にも眠る気にもなれず、ただカラカラになった喉をなんとかしたかった。

（飲み物はどこにあるんだろう……）

　そう思っていると、開け放ったままのドアをノックする音がした。顔を上げると星弌郎さんがいた。

「よかったら、少し話しませんか。何か飲みながら」

　私は身体を強張らせたが、ここで一人まんじりとしているのも居た堪れないだろうと思い、星弌郎さんに呼ばれるがままついていくことにした。

「ここのスイートにはバーカウンターがついてるんですよ」

　バーカウンターのある部屋には、間接照明だけが灯されていた。天井から床までガラス張りになった窓からは都心の夜景が一望できた。雷はおさまっていたけど、雨がしっとりと窓を濡らしていて、バーの大人っぽいロマンティックなムードをさらに盛り上げていた。

「今用意しますから」

　そう言うと卜部さんは自ら冷蔵庫を開いて、ジンジャエールを取り出した。ブランデーの瓶が手前に出ていて、私はその瓶のそばのソファに座った。

「卜部さん、カクテルも作れるんですね」

「星弌郎と呼んでください」

　微笑んでタンブラーを手に取る様もキマっていて、この人にできないことなんてないんじゃないか、という気さえした。

（バーとかも、憧れてはいたけどそんなに行ったことがないから……ドキドキする）

　グラスの中には皮が螺旋状に切られたレモンが収まっていて、そこに氷とブランデーとジンジャエールが注がれ、手早くステアされた。

「ホーセズ・ネックです。簡単なものですが」

　グラスを差し出され、私は何かを待つように、その中の炭酸の泡を見つめていた。顔を上げると、カウンター越しに星弌郎さんと目が合う。私は無意識に星弌郎さんが隣に来てくれるのを待っていることに気付いて、ハッと顔を赤らめた。星弌郎さんもそれに気付いて、少し目元が赤くなった。

「そばに行ってもいいですか」

　遠慮がちな彼の声に、小さく頷いた。星弌郎さんはグラスを持って私のすぐ隣に座った。あの甘い香りが濃くなっているような気がした。固まっている私に、星弌郎さんはグラスを持ち上げた。

「改めて……乾杯」

「か、乾杯」

　グラスを合わせる音が静かな部屋に響いて、星弌郎さんがお酒を飲み干す喉の音まで聞こえてくるようだった。二人きり……雨が私たちをあらゆる他の世界から隔離させて、この世にただ二人でいるかのような感覚になった。星弌郎さんはもうお酒をほとんど飲み干していた。

「誘っておいてなんですが……私は女性とそこまで深い仲になったことがないんです。お付き合いもそんなに。若いうちは予言なんて信じていませんでしたが、どうやっても結ばれなくて、次第に予言を信じるようになったんです」

　グラスの氷がカランと音を立てた。そんなにお酒に強くないのに私も釣られて飲み干した。緊張して、喉がとにかく乾いていた。

「どうやっても女性とうまくいかない、こんな私を誰が愛してくれるんだって、自暴自棄にもなったりして。でも最近は……せめて死ぬ前に、誰かを心から愛せたらって思っています」

「そんな……卜部、いえ、星弌郎さんは素敵な方ですよ。確かに、言ってることにちょっと付いていけない人もいるでしょうけど、そんなの人それぞれですし。それに、私も実は、昔占い師の人に言われたことがあって、それを半分信じちゃってるんです」

「どんなことですか？　差し支えなければ」

「『三十三歳までに男に愛されないと一生独身で生きることになる』って。私、今年三十三歳になるんです。街角の占い師さんに言われただけで、星弌郎さんと比べたら全然、大したことないんですけど、ずっと気になっていて……実際、男の人と一度もお付き合いしたこともないんです」

　こんなことを言うのは恥ずかしかったけど、チラッと星弌郎さんの方を見ると、熱っぽい瞳に捉えられて、私は目が離せなくなった。

「それは……随分寂しい思いをされたんじゃないですか。私も一人だったから、分かります」

「そう、ですね……それこそ学生のころとかは、恋人ができたらいいのにってずっと思ってましたけど、もう何も感じなくなっちゃったというか。二十代の終わりに両親を亡くしてからは、生活に追われてて、もうこのまま一人でもいいんじゃないかなとすら思ってました」

　照れ隠しのようにカラ笑いをすると、星弌郎さんは寂しげな声で言った。

「それは……大変でしたね。ただ、今のお話を聞いていると、未令さんの感覚が麻痺してしまったように思います。寂しさを感じる暇もなかったんじゃないですか」

　星弌郎さんの真っ直ぐな瞳と言葉が、私の中にスッと入ってきた。これまで、外界とはそれなりの距離と節度を持ってやってきたけど……何より自分のことも、どこか他人事のように見ていたけど、星弌郎さんはその存在全てで、私の心に直に触れてくる。言葉だけじゃなくて、語りかけてくる星弌郎さんそのものが、私を動かす。そんな感じがする。

「た、確かに……あんまり自分に向き合うってこと、してこなかったかも」

　星弌郎さんはただ穏やかに私を見つめていた。星弌郎さんを見つめていると、不思議と、普段は人に言わないようなことを打ち明けたくなってくる。

「それに、これまで男の人と話してて面白いなって思ったこと、一度もないです。今日だって、合コンだったのに、全然会話に入っていけなくて。でも、そこでちょうど星弌郎さんと出会って。すごくかっこよくて魅力的なのに、普通の人が言わないようなことばっかり言ってて……でも、だからこうやってついてきちゃったんです。無茶苦茶ですよね」

　私が笑うと、星弌郎さんもフッと口の端を上げた。

「そんなことを言うと、私も調子に乗りますよ。せっかく今、少し誘い方が強引すぎたかなって、反省していたのに」

　さっきより柔らかくなった星弌郎さんの声が、心地よく耳に響いた。お酒が回っていたせいもあるのか、私は少しガードを緩めて、身体を星弌郎さんの方に凭れかからせた。

「もっと聞きたいです。星弌郎さんのこと」

　そう言うと、星弌郎さんの手が私の肩に乗せられて、グッと抱き寄せられた。

「……！」

「全部打ち明けてもいいんですか。私の感情を」

　熱っぽい声に、私はこれまで経験したことのない身体の感覚……女性として、星弌郎さんのことを感じているのだと自覚した。星弌郎さんの火照った瞳が、私を捉えていて、彼の長い指が、私の唇をゆっくりとなぞった。

「んっ……」

　唇を触られただけで、ゾクゾクするような快感が走った。私が感じているのを見て、星弌郎さんも熱いため息をついた。

「可愛い反応をするんですね」

　星弌郎さんは愉しそうに笑った。見られてることを強く意識させられて、恥ずかしくなって俯くのを、星弌郎さんの手が邪魔する。顎を持ち上げられてじっと見つめてくるから、目を逸らそうとすると、唇を奪われた。

「んふっ……！」

　熱くて、でも柔らかいキス。感触を味わうように、星弌郎さんはゆっくりと私の唇を吸った。少しの間、雨の音だけが部屋に響いて、その間どんどん自分の頬が赤くなっていくのが分かった。ちゅっ……と音がして、唇が離れたころには、頬が紅潮しきって耳までジンジンしていた。星弌郎さんは大きな手のひらで私の頬を撫でた。

「未令さんが抵抗しないから、つい」

　星弌郎さんも目元を赤く染めていて、その目つきが妙に色っぽい。とにかく照れくさくて、私は顔を伏せた。

「イヤでしたか」

「そ、そういうわけじゃ……！」

　パッと顔を上げると、星弌郎さんは僅かに眉をひそめていた。綺麗な額に、少し悲しげな影が落ちていて、それを見ると胸がキュッと切なく締め付けられる。

「イヤじゃないんです……ただ、恥ずかしくって……。会ったばっかりの、しかもこんな地味な私に、星弌郎さんが触れてくれるのが……」

　星弌郎さんと私じゃ、本当なら出会うはずもない立場なのに、彼にとって私はふさわしいのか。その自信もないままに、自分が求められていることを意識すると、余計恥ずかしくなってしまうのだ。

「……未令さんは、私がどれだけ未令さんのことを求めていたか、お分かりにならないと思います」

「え……？」

　星弌郎さんは目を伏せて、ゆっくりと私の手を握った。

「今日初めて貴女を見たとき……私はずっと追い求めてきた女性が現れたと確信したんです。予言のことは確かにありますが……それとは別に、心から惹かれたんです。昔から、私の外見や肩書を重んじる女性は多くいました。でも、いきなり私自身に興味を持ってくれて、話を聞いてくださった女性は、未令さんだけだったんです」

「そ、そんな……」

　握られた手は、少しずつ力が込められていって、星弌郎さんの体温がじんわりと感じられる。

「私、まだ全然自分のこと話せていないし、星弌郎さんのこともまだよくは分からないです。でも、もっとよく知りたいと思ってます……」

「私もですよ。でも、きっと私は貴女が思っているよりもずっと、貴女に惹かれてしまっている。きっとこれが、一目惚れ、なんです」

　星弌郎さんの瞳は切実で、私はただそれに射止められていた。時間というものがなくなってしまったかのように、ただ私たちはお互いの存在を感じて、もっと近づきたいという気持ちが高まっていくのだった。

「……言葉だけでは、伝えられないな」

　星弌郎さんは再び私に口づけた。はじめは優しく触れるだけだったのがゆっくりと深いキスになっていく。星弌郎さんの口が僅かに開くと、熱く濡れた舌先が私の唇に触れた。それだけで私はビクッと肩を震わせてしまう。星弌郎さんの唇はさっき指でしたように私の唇をぬるりとなぞる。

「んっ……」

　濡れた唇の感触は身体がゾワッと浮くような感覚を呼び起こして、私は思わず星弌郎さんの腕を掴んだ。唇を重ねたまま、グッと抱き寄せられて、私たちはぴったりと身を重ねた。
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　唇が離れると、星弌郎さんは甘い吐息を漏らして、私に言った。

「未令、今すぐ貴女が欲しい」

　それはプロポーズ以上に、実感の伴った言葉だった。星弌郎さんの体温からは私のことを欲していることが直接感じられて、それに呼応するように、私の身体の一番奥で、熱いものが迸るような感覚が弾けた。

「はい……」

　星弌郎さんの指に擦るように唇を動かすと、星弌郎さんは僅かに呻いて、私の唇を奪った。

「んっ……ふっ……」

　すでに開かれていた唇の中に、すぐに彼が侵入して、舌を絡め取られるような激しいキスになった。私は自分がまるで自分でなくなったように、そのキスに必死に応えた。星弌郎さんは私の脚の間に腿を差し入れてきて、二人の身体の間には少しの隙間もなくなった。

（えっ……あ、こ、これって……）

　スマートな星弌郎さんには似つかわしくないほど、彼自身が興奮している。

（話に聞いたり想像したりしたことはあったけど、こんなに硬くて熱くなってるなんて……服越しなのに……）

　それがお腹の辺りに当たると、私のお腹の奥の方も変にひくつくような、甘苦しい感覚があって、どんどん淫らな気持ちになっていった。

「ベッドへ」

　星弌郎さんは短くそう言うと、私を両腕で抱きかかえた。

「きゃっ、だ、大丈夫ですよ、歩けます」

「ダメだ。これ以上自分を抑えられない」

　車を運転していたときのような涼しげな雰囲気とは一変して、星弌郎さんは余裕がなさそうだった。そのまま部屋のベッドに押し倒される。眉を僅かに顰めて、吐息が熱い星弌郎さんは、厳しそうなのに、でも辛そうな感じが、堪らなくセクシーだった。

　再び唇が重なって……指と指を絡めるように手を繋いで、私たちは言葉より先に身体で自分自身を相手に伝えようとしていた。星弌郎さんの熱い手が、私のブラウスのボタンを外していく。全て外し終えるや否や、首筋を吸われた。

「んっ……」

「綺麗だ、未令」

　耳元でそう囁かれると、ラウンジで囁かれたときよりずっと感度が上がっていて、思わず嬌声を上げてしまう。

「あんっ、は……っ」

「可愛らしいな。もっと啼けばいい」

　星弌郎さんはネクタイを緩めて、シャツを脱ぎ始めた。露わになった上体は、綺麗に鍛えられていて、白い肌と甘い香りが相俟って、匂い立つような色気を纏っていた。そして私の服を徐々に脱がしていって、覆い被るようにして胸の突起をゆっくり弄られた。

「んっ！　あ、あんっ」

　身じろぎすると押さえつけられて、耳たぶを舐められる。

「ひゃんっ、あっ」

「傷つけたくはない、できるだけ。でも、そんなに煽られると……俺もどうにかなりそうだ」

　優しく、ときに力を込めて胸を弄られて、私の全身は星弌郎さんに反応しきっていた。これまで男の人を知らなかったのに、今はもう欲しくて欲しくて堪らなくなっている。それが恥ずかしいはずなのに、どこか……気持ちよかった。

「ひゃっ、んうっ……んあっ」

　コリコリになった胸の先を舐められて、私はのけ反るほど感じてしまった。私を見下ろしている星弌郎さんは、楽しそうに笑っていた。肩で息をする私をゆっくりと眺めると、「待ってて」と言って頭を撫でて、ベッドを降りた。

　私は息を整えることに必死だったけど、チラリと星弌郎さんの方を見た。星弌郎さんが、自分のに……ゴムを嵌めていて、それはいいけれど、とにかくやっぱりすごく立派だったから、これからあれを受け入れるのかと思うと、身体がどうにかなってしまうんじゃないかとパニックになりそうだった。

「お待たせ」

　星弌郎さんが再び覆いかぶさって来て、私を強く抱きしめた。太ももに、星弌郎さんのが当たって、私は脚と脚の間がきゅんとなる。

「嫌だったら、言って」

　耳元で濡れた声がしたと思うと、星弌郎さんの長い指が、私の秘部にそっと触れた。

「ひゃんっ！」

　さっきより大きくのけ反るも、星弌郎さんの逞しい腕の中では、逃げ場がなかった。指の腹でゆっくり擦られると、甘くくすぐったい感覚がぞわぞわと全身に広がっていく。

「あんっ、やん……ふっ……」

「気持ちよさそう、こんなに濡らして……本当に初めてなの？」

　意地悪に微笑む星弌郎さんに、私は半分べそをかいたような声を上げた。

「ほんと、ですっ……こんなの……星弌郎さんじゃなきゃ、ならないっ……」

　私の言葉に、星弌郎さんはまた切なそうな、苦々しい顔になった。

「まったく……そんなこと言って、煽ってるのか？　力、抜いて」

　言われるがまま、はあ、と息を吐いて力を抜くと、熱く濡れたところに、星弌郎さんの指がぬるりと侵入ってきた。

「んっ！　んぁっ……！」

　指はゆっくりと私のナカを出入りして、馴染んだところで二本に増やされた。それが探るようにナカのいいところを擦ってくるので、どんどん蜜が溢れてくる。星弌郎さんの手を汚してしまっているのが分かって、とても恥ずかしい。

「やんっ、ああっ、あんっ」

　私が顔を背けるようにしても、すぐに星弌郎さんの唇が私の唇を捉えて、向き合わせられる。

「もっと気持ちよく、はしたなくなってしまえばいい」

「んぁっ、んんうっ！」

　奥を何度も刺激されて、私は簡単に果ててしまった。こんな深い快楽は、生まれて初めてだった。

「さて……ここまで来るともう止めて、と言われても無理だ。分かるな」

　快感にまだ身体が波打っているのに、星弌郎さんの言葉には力があって、私は無意識に小さく頷いていた。

「いい子だ。俺を受け入れろ、未令」

　そのときの星弌郎さんの瞳は、生まれながらの支配者の力を持っていた。私はそれに、ゾッとするくらい惚れ込んでしまって、全てを捧げてもいいような気になった。

「は、はい……」

　私の受諾の言葉が終わると、腰が引き寄せられて、熱くて重い圧が下腹部を貫いた。重みと痛みがじわじわと後から襲ってくる。

「うあっ……あぅっ」

「はぁっ、未令……」

　ため息交じりの星弌郎さんの声が苦しそうで、私は星弌郎さんが気持ちよくなってるんだと直感的に感じた。同時に涙が流れて、なぜかそれが止まらなくなった。

「未令……」

　涙を見た星弌郎さんは、私の頬にそっと口づけて、涙を舐めとった。そして再び私の唇のホクロにキスをした。

「動くぞ」

　奥まで収まっていた星弌郎さんのものが、ずるっと引き抜かれて、お腹がかき回されるような強い快感が引き起こされた。

「んあっ！」

　ギリギリまで引き抜かれて、再び挿入されると、今度は星弌郎さんの形やサイズがはっきり分かるほど締め付けてしまっていて、それがまた恥ずかしかった。

「キツい……未令、いやらしいんだな」

「ち、ちが、ほんとに、わた、あっ！　んんっ」

　ゆっくり腰を打ち付けられていると、だんだん痛みよりも快感の方が強くなってきて、私の声がだんだん甘くなっていくのが分かった。

「あんっ、あ、ああっ……星弌郎さ……んっ……」

　自分から彼を受け入れるように背中に手を回すと、星弌郎さんも一層切なそうな呻き声を上げて、何度も私の名前を呼んだ。

「未令……うっ……あっ……未令、未令……」

　そのうちふわふわするような快感が足先から波のように寄せて来て、律動に合わせて徐々にそれが強くなっていった。

「あ、あっ、星弌郎さん、わ、わた、私、あっ、あ……」

「未令、可愛い。イくところ、見せて」

「あ、ああああああああっ！」

　足の先から頭の先まで貫かれるような快感に、私はそのまま星弌郎さんの腕の中にぐったりと倒れ込んだ。汗だくで、息をするのがやっとだった。全身に力が入らなくなって、私は一気に眠気に襲われた。

「今日は……この辺で終わりにしてあげます……初めてですからね。好きですよ、未令さん」

（え……）

　薄れゆく意識の中で、優しく微笑む星弌郎さんの声が、耳にこだましていた。

（この辺でって……星弌郎さん、満足いってなかったの、かな……）
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　甘い香り。暖かい光。

　その感覚にくすぐられて、私は目を覚ました。

　ホテルの窓はカーテンが開けられていて、雨はすっかり止んで、洗われたような清々しい朝になっていた。

「おはようございます、未令さん」

　振り返ると、バスローブ姿の星弌郎さんが立っていた。逞しい胸元が露わになっていて、私は思わず掛かっていたシーツを顔の方まで引っ張った。

「おはようございます……星弌郎さん」

　自分もほとんど服を着ていないのに気付き、改めて昨夜のことがまざまざと思い出されて頭が沸騰しそうだった。

　星弌郎さんはタオルで濡れた髪を拭きながら、私の分のバスローブをベッドサイドに置いてくれた。

「よく眠れましたか。その、身体とか……おかしなところはないですか」

　ものすごくカッコいいのに、少し照れ臭そうに目を逸らしながら気遣ってくれるのが、何だか嬉しくなった。

「だ、だいじょぶです……すっかり眠っちゃいました」

　そう言った途端に、ぐぅーっとお腹の鳴る音がして、赤くなった顔が破裂するかと思った。

「ルームサービスを取りましょう。ところで、未令さんは、今週末、用事などありますか」

　星弌郎さんはルームサービスのメニュー表を取って渡してくれた。私はそれを受け取りながら、じっと星弌郎さんを見つめた。

「今日明日はお休みです。……あの、星弌郎さん」

「何でしょうか」

「あの……私たち、付き合うことになったんだったら……敬語じゃなくても大丈夫ですよ。私の方が一応年下ですし」

　星弌郎さんは目をパチパチとさせた。多分そう言ったのは、星弌郎さんと一晩だけの関係だと考えていると思われたくなかったからだったけど、なんだか星弌郎が遊びで私と一晩過ごしたんじゃないかと疑っている感じがして、私はやっぱり言わなければよかったかなと後悔した。でも、星弌郎さんはそんなことまるで気にしないようだった。

「確かに、そうですね。私があまりにも性急すぎましたから。それに、年齢なんてどうでもいいんです。昨日一緒になって、私にとって未令さんは運命の相手だと実感できましたから」

　星弌郎さんは私の隣に座って、私の髪にゆっくりと触れた。

「あんなに女性に必死になったことは、これまでありません。貴女でなければ……私はよっぽど取り乱したとき以外はいつもこの話し方なんです。昨夜、貴女を腕に抱いたとき、私が何て言ったか、忘れてしまいましたか」

「……！」

　ベッドの中では、星弌郎さんは私のことを「未令」って呼んで……それで私も、まるで自分の身体じゃなくなったみたいに乱れた。それを思い出すと、心臓の鼓動が耳鳴りのように響く。星弌郎さんも目を細めて、私の髪から頬に手を滑らせた。私がピクッと肩を震わせると、耐えきれなくなったように星弌郎さんは唇を重ねた。

「んっ……」

　最初はゆっくりだったけど、徐々に彼の熱い舌が私の唇のホクロに触れて、徐々にその舌を受け入れるように唇を開かされた。私の咥内の粘膜を舌で味わうように舐められて、身体の奥の方がじんわりと熱を持っていくのが分かった。

（朝からこんなキスされて……おかしくなっちゃうよ……）

　十分に唇を吸われて、やっと解放されたときには息が上がっていた。星弌郎さんはそんな私の様子を、目を細めて眺めていた。

「そんな潤んだ目で見つめられると、また無茶苦茶にしたくなってしまうな」

　星弌郎さんの大きな手が頬から首筋に移動して、私はぶるっと身体を震わせた。すると星弌郎さんが私の身体をぎゅっと抱きしめて、息をついた。

「いちいち可愛い反応をされると、私もおかしくなってしまうから……今はこれくらいで勘弁してください、未令さん」

「わ、分かりました……」

　そう言い終わるか終わらないかの間に、またお腹がぐうーっと鳴って、私は情けなくて吹き出してしまった。星弌郎さんも笑って、朝食にしましょうと言って電話をかけた。

　ダイニングに移動して、運ばれてきたアメリカンブレックファーストを食べながら、星弌郎さんは改まって私の方を向いた。

「未令さん、今日明日は、用事はないとおっしゃっていましたね」

「はい、のんびりしようかと……」

「お休みのところ大変申し訳ないのですが、明日、私の実家に来ていただけませんか。本当に未令さんが宜しければ、なのですが」

「えっ」

「家族がセッティングしてくれた許嫁と別れたことを報告しなければなりません。そして、貴女に出会ったことも」

　急とはいえ、でも確かにそうだ。星弌郎さんの実家はお家ぐるみで結婚相手を探しているに違いない。ご家族だって予言の実現を心配しているだろう。

「でも、いいんでしょうか、私のようなフツーの、一般の人間がそんなお家に……」

「そんな表面上のことは気にしません。問題は、前世からの因縁、宇宙の意志と導きですから」

　ニコッと爽やかに微笑む星弌郎さんだけど、どう考えても言っていることはおかしい。

（や、やっぱりちょっとスピリチュアルな感じの人なんだ……！）

「両親と、兄と姉が、未令さんとの出会いを祝福してくれると思います。とりあえず、私の家に来てからでも、結婚の件を考えていただけませんでしょうか」

　私は少し考えた。このまま流れに任せてしまっていいものだろうか……身体を許した翌日に、人生までこんな短期間に大きく動いてしまうなんて……私はふと窓の外を見た。太陽は大分上っていたが、月が出ていた。すると月のすぐ横に、キラリと光る星があった。見たこともない星だった。朝なのに星はキラキラ輝き続けて、私に何かを伝えているようだった。

「わ、分かりました……とりあえず、行くだけ行ってみます。でも、まだ結婚するって、決めたわけでは……」

　モゴモゴと呟く私に、星弌郎さんは優しく微笑みかけてくれた。

「それでも構いません。それに、もし未令さんが断ったとしても、私は未令さんのような女性と出会えたことを本当に嬉しく思っています」

「星弌郎さん……」

「それだけ、私はこれまで女性との縁がなかったということです。でも、愛し合うことの素晴らしさを貴女は教えてくれましたから」

　星弌郎さんの笑みはとても美しくて、純粋なものに見えたけど、やはりどこかとても寂しそうだった。三十四年間、死ぬことを前提に生きて来た人の表情だった。そんな境地を思うと、どうしても胸が締め付けられる気がしてしまう。

「行きましょう、星弌郎さんのお家へ」

　窓の外を見ると、月影は薄くなって、星はもう消えていた。太陽が燦々と輝いている。その光に隠れて見えないけれど、確かに天上に存在する運命の輪が、大きく動く音がした。
















ドライブデート！ （アブダクション？） 彼の家族とご対面!!







　星弌郎さんに車で送ってもらって、ワンルームの自宅に戻ると、一気に力が抜けた。

（何だか現実じゃないみたい……）

　自分の部屋は、さっきまでいたスイートルームの一室よりもずっと狭く感じられた。

（いきなり結婚だなんて……騙されてるんじゃないかなぁ。あのホテルでの出来事も、全部質の悪いイタズラとかドッキリだったりして。でもそれもあり得ないか……私みたいな一般人にドッキリしかけたって何にもならないもんなぁ……）

　なんて考えながらベッドに横たわる。ふと携帯を見ると、陽子さんからメッセージが入っていた。

『昨日の彼とはうまくいった？』

　初めから話すと収集がつかなくなりそうなので、ぼんやりと伝えることにした。

『うん。でもうまくいきすぎて、ちょっと不安かも』

　これまで一度も男性と付き合ったことのない私が、まさか一晩で星弌郎さんのような人と出会うこと自体、想像できないことだった。思いがけず一晩を過ごしてしまったけど、自分がそんなことをするなんて夢にも思わなかった。でも、まだ星弌郎さんの大きな手に触れられた感触が肌に残っていて、今でも思い出すと身体が熱くなる。

（お付き合いするってことになったんだよね……実感がわかないけど、でも星弌郎さんにキスされたり抱きしめられたりしたことは、ハッキリ思い出せる）

　星弌郎さんと過ごした時間は、どことなくピントが合っていないようなぼやけた日々の生活の中で、そこだけくっきりと鮮明に浮き出ているように感じられた。まるで日常がとりとめもない幻で、星弌郎さんといた時間だけが本当の現実みたいに。

　子どものころは、お付き合いをして、お互いの気持ちを十分に確かめ合ってから、肌を重ねるものだと思っていた。一年以上付き合って、結婚の前に親に付き合っている人を紹介してプロポーズがあって……。そんなぼんやりとした恋愛を夢見ていた。

　でも、現実はそう順序通りにいかない。結局ぼんやりとした恋愛はぼんやりと叶わないで、ぼんやりと日々が過ぎる。そして、ぼんやりとロマンチックな夢に浸っているわけにもいかない。親が死んで、一人ぼっちになって、ただ毎日をこなすことで手いっぱいで、目まぐるしさに心が置いてけぼりになるような感覚……

『寂しさを感じる暇もなかったんじゃないですか』

　ふと、星弌郎さんに言われた言葉がよぎった。あのときの星弌郎さんの寂しげな声。熱のこもった、炎が宿ったような瞳。そして、唇が触れた感触。

　気付いたら、涙が一筋こぼれていた。

（そういえば、人に身体を触れられたのって、どのくらいぶりだっけ……）

　自分が何で泣いているのかも分からないまま、とりあえず涙を拭うと、また陽子さんから連続でメッセージが来た。

『それってきっと、これまでの未令ちゃんが変わる予兆だよ！』

『もし未令ちゃん自身が相手に惹かれてるなら、全然アリだと思う』

『危ないと思ったら引き返せばいいんだから』

　私は枕元に置いてあった鏡を見た。昨日、陽子さんと話していたときと全く変わらない私。いつもこの鏡の前で、ホクロを除去するレーザー手術しようかな、とか考えていたのに、これがあるから、星弌郎さんと出会って、見染められて、一晩を過ごして、星弌郎さんの実家に行くことになって……。

　見た目上では変わらないけど、確かに何かが変わっている。状況、運命、星弌郎さんなら「宇宙からの使命」とか言うかもしれない。そう思って私は笑った。そう、星弌郎さんは確かにかっこよくて、お金持ちで、夜の姿も素敵だったけれど……私の心に本当に触れてくれた人だった。面白いと感じる心や、寂しいと感じる心。それを一晩のうちに思い出させてくれた。

（そんな人って、滅多に会えないよね）

　私は再び陽子さんに返信をした。

『ありがとう。もっと相手のこと知りたいし、このまま付き合ってみる』

『いいね！　三十三歳の呪いなんか、フッとばしちゃえ！』

　陽子さんらしい返信に、いくらか心が和んだ。

（そういえば、男に愛されなかったら一生独身って……もう「愛された」ってことになるのかな？）

　これまで漠然と占いの言葉を受け止めていたけど、厳密に何をもってして「愛される」になるのだろう。

　滅多に見つからなかったとはいえ、たまたま私が条件に一致したから、星弌郎さんは私のことを抱いたと考えると、私は星弌郎さんの命を救うために抱かれたのだろうか。

（それって、愛情なのかな……）

　星弌郎さんが私のことを好きだとして、それは自分が助かるからだろうか。星弌郎さんは確かに「好きですよ」と言ったけど、それは単なる愛撫の一種、ムードが盛り上がって言っちゃっただけかもしれなかった。

　そう思ったとき、鏡に映っていた自分の顔が、ひどくつまらなさそうな表情になっていて、私は少しギョッとした。

（なんでこんなこと考えちゃったんだろう……。あんなにドキドキして、付き合うのだって嬉しいはずなのに、星弌郎さんを信頼できてないってことだとしたら、それってすごく悲しいことだな……）

　私は頭を振って、お風呂に入ることにした。人に愛されるなんてことが久しぶり過ぎて、どうやって受け止めたらいいのか分からなくなっていたのだった。
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　翌朝。約束の時間通りに、星弌郎さんが私の家のチャイムを押した。

「おはようございます、未令さん。今日はありがとうございます」

　星弌郎さんは今日もスーツ姿だったけど、ジャケットを脱いでいて、ネクタイも外していた。胸元がはだけていて、美しい裁断のシャツが鍛えられた上半身のラインをはっきり見せていて、私は改めて星弌郎さんの色っぽさに見惚れてしまった。

　車に乗り込むと、星弌郎さんはナビをセットした。

「すみません、ちょっと遠いのですが、ドライブだと思って楽しんでください」

「ドライブ好きなので大丈夫ですけど……」

　ナビが山梨県の方にセットされたのが気になって、私は思わず画面を見つめてしまった。

「大体一時間半くらいで着きますから」

「え、えっと……」

「すみません、言ってませんでしたね。私自身は仕事の都合で東京に住んでいますが、私の実家は、富士山の麓にあるんです」

「あ、なるほど！　さすが霊峰富士……！」

　思わず変な相槌を打ってしまったけど、星弌郎さんは満足そうに笑っていた。

「そうなんです。卜部家の男子は全員、十五歳になると参詣と鍛錬を兼ねて自宅から山頂まで登らされます。じゃあ、行きましょうか」

　何気なく凄まじい一言と共に、車は発進した。

（や、やっぱりとんでもなくヤバい家なんじゃないだろうか……！）

　星弌郎さんが気を利かせて、いいムードの音楽をかけてくれたにも関わらず、私は卜部家のことがあれこれと気になって仕方なかった。

（プロポーズされてるんだから、聞く権利はあるよね！）

「あ、あの、星弌郎さんのお家って……所謂宗教とか、そういうのの本家的な感じなんですか？」

　星弌郎さんは一瞬私の方を見て、その後噴き出した。

「ッハハハハ、ああ、確かに、すみません。私の説明が非常に悪かったですね。うちは確かに変なしきたりが多いですが、外部に布教するようなことはやっていません。単純に、内輪のルールです」

「えっ？　そうなんですか？」

「はい。私にまつわる予言がイレギュラーなだけで、例えば私の父は普通に恋愛結婚をしています。代々一家で様々な事業に手を出すうちに、不確定要素も多く出てきてしまったので、いつの間にか占星術や祈祷師の力を借りるようになったのです。迷信深い、まあ単に古臭い家だと思ってくれれば構いません」

「そうなんだ……」

「私も基本的にお正月とお盆にそういう実家に帰るくらいで、何かしきたり的なことはしていません。ちょっとスピリチュアル的なことを言うかもしれませんが、大体普通のビジネスマンと同じ生活ですよ」

「普通のビジネスマン……」

　外資コンサルのＣＥＯという時点で、全く普通ではない気はしたけど、星弌郎さんはそのまま話を続けた。

「だから、もし未令さんが私のプロポーズを受け入れてくださったとしても、未令さんは何か変な儀式に強制参加とか、しきたりに則らなくてはとか、そういう決まりは全くありません」

「なるほど……」

　思っていたより自由な感じであるらしく、少しホッとしていると、星弌郎さんが口を開いた。

「今度は私が質問をしてもいいですか」

「は、はい」

「未令さんはご両親を亡くされたと仰ってましたが、他にご親族の方はいらっしゃらないのですか」

「はい。私は一人っ子で、茨城に叔母が住んでいますが、それこそたまに挨拶に行くくらいで……結婚なんてそもそも考えたことなかったですけど、考えてみれば、自分の気持ち次第で決められちゃうことですね」

「そうですか……」

　私は何気なく言ったけれど、星弌郎さんは私の言葉になぜか少し寂しそうに微笑むだけだった。

（どうしたんだろう、星弌郎さんからしたら悪い条件じゃないと思うけど……まあ、私もまだ結婚するって決めたわけじゃないし……）

　でも、星弌郎さんの寂しげな表情は、「非業の死を遂げる」という予言を思い出させて、どうしても「何とかしてあげた方がいいんじゃないか」という、もどかしいような気持ちになるのだった。

（だからこうして一緒に居るわけだけど。何だかんだ、もう身体の関係はあるわけだし……でも星弌郎さんって、普段は紳士的すぎて隙がないから、どうやって打ち解けたらいいかな……）

　もやもやと考えながらも、車は進んでいく。何とはなしに携帯をいじっていると、動画アプリに通知が来ていた。

「あっ」

「どうしました？」

　星弌郎さんがハンドルを握りながら私の顔を見る。私はふざけて、ちょっと深刻な面持ちで申し出た。

「あの……もしよかったら、『オカルトちゃんねる』観てもいいですか。星弌郎さんと出会った日の回、見逃しちゃってて」

　星弌郎さんは一瞬目をパチクリさせると、表情を和らげて笑った。

「勿論ですよ。カーナビで流せますから。それに、宇宙人について、未令さんの見解を聞かせてください」

「えっ、星弌郎さん、この回観たんですか？」

「私は出資者ですから。ちなみに……宇宙人は存在します」

「ええっ！　まさか星弌郎さん、宇宙人と会ったことあるんですか!?」

　私の質問の答えの代わりに、星弌郎さんは含みのある笑みを浮かべた。

「まだ家に着くまで、時間はたっぷりありますから。どうやら楽しいドライブになりそうですね」

　高速道路を走っている間、私は星弌郎さんがＵＦＯに連れ去られたときの話を興味津々で聞いていた。しかし、これからもっと信じがたいことが自分の身に降りかかるとは……やっぱり運命というのは、どう転ぶか分からないのだった。
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　高速道路を降りて、一般道をしばらく走ると、窓から見える景色はだいぶ自然が多くなって来た。広くてまっすぐな道に出ると、道路脇は木々が連なっていて、林のようなところにさしかかった。

「私ずっと東京に住んでいるから、こういう景色ちょっとワクワクしちゃいます」

「そうですか？　土地ばかりで何もないところですよ。父たちのいる本館まであと十分くらいで着きますから」

「ほ、本館！　さすが……。というか、もしかして、もうこの道って……」

「はい、もうここは卜部家の敷地です」

「!!」

　正面を見ると、木々に挟まれた道路に大きな黒い壁のようなものが立ちふさがっていた。車はスピードを落とすこともなく、その壁に向かって進んで行く。と、壁は中心でスッと二つに分かれて、扉のように開いていった。

「ここが正門です。車じゃないと開かないので不便ですよ」

　そのまま通り過ぎると、また扉は閉まって元の壁のような姿に戻って行った。

「すごい……お屋敷もさぞ立派なんでしょうね……」

「見えて来ましたよ」

　緩やかに坂になっている道を進むと、広い庭に出た。庭の先には西洋の邸宅みたいに、車寄せが続いていて、そこにはクリーム色の壁と黒い屋根……チェッカークッキーのような色合いの奇妙な大邸宅がそびえ建っていた。

（な、何て言うんだろう、この感じ……純和風でもないし、完全な洋風でもないし、折衷？　明治時代の建物みたいな？　いやでも上の方とか塔みたいのがあって、ちょっとアラベスクっぽい装飾もあるし……何階建てなのかも外からじゃ分からない……いろんな建築様式が入り混じってるな……）

　この豪邸の独特な様式美は、しかし凶々しい印象はなく、なぜか懐かしい感じさえ抱かせた。近付いてくる家をまじまじと見ているうちに、車は建物の前に停められた。

「長い道のりお疲れ様でした。着きましたよ」

　シートベルトを外すと、ドアが外側から開いた。

「ようこそ、卜部家へ。鈴木未令様」

　ドアを開けてくれたのは、本や漫画に出てくるような、まさに執事といった風貌の、モノクルをかけた老紳士だった。

「星弌郎様からお聞きしております。私、卜部家の執事をしております佐野と申します。どうぞお見知り置きを」

「は、はじめまして、鈴木です。どうぞよろしく……」

　緊張気味に挨拶をする私を、佐野さんはニコニコと微笑んで暖かく歓迎してくれた。

「星弌郎様、よかったですねぇ。こんな素晴らしいお嬢様が見つかって」

「佐野、着いたばかりなんだ。話はいいから、車を頼むよ。父上はどこに？」

　星弌郎さんは少し照れたように、ぶっきらぼうに佐野さんに車のキーを渡した。

「は、はあ。それがその……寝室にお籠りになったままでして。奥様がお側にいらっしゃいます」

　佐野さんの表情が一瞬曇ったので、私はまずいときに来てしまったのかな、と一瞬嫌な予感がした。

「そうか。分かった。とりあえず父に挨拶をする。あとで来てくれ」

「かしこまりました」

　佐野さんが車に乗り込むと、星弌郎さんは私の顔を覗き込んで、すまなそうな顔をした。

「少し前から、父の調子がおかしいことがあったんですが……今日もあまりよくないかもしれない。もしかして、失礼があるかもしれませんが、それは気にしないでください」

「は、はい」

　私はゴクリと唾を飲み込んだ。こちらがプロポーズをされている側なのに、何だか試験を受けるような気分だ。

「緊張してるんですか？」

　星弌郎さんはふいに私の顎に手をかけて、唇にそっと触れた。また歯で唇を噛む癖が出ていて、私は唇をほどいた。

「緊張してます。こんな大きなお家、見るのも初めてで」

「審査を受けているのは私の方です。私が、私の家族や育った環境も含めて、未令さんに相応しいかどうか。未令さんが決めてください」

「は、はぁ……」

　まだ緊張が抜けない私の反応に、星弌郎さんは一瞬周りを見回した。それから星弌郎さんのあの甘い香りがふわっと漂ったかと思うと……キスをされた。

「んっ……！」

　唇が触れて、ちゅっと音を立てて離れた。

「せ、星弌郎さん……！」

「全ては……私が未令さんのことを真剣に想っているということを、少しでも伝えるためにしていることです」

　星弌郎さんの瞳が陽炎のように揺れて、甘い微笑みに私は心が蕩けそうになった。

「私の家族に報告をして、それからまたゆっくり二人で過ごしましょう」

「は、はい……」

（何だか星弌郎さんのペースにうまく乗せられちゃってるよなぁ）

　そう思いつつも、星弌郎さんに愛情を示されると気持ちが揺らめくのだった。
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　大きな玄関の扉を開けると、中はホールのようになっていて、正面に上階に続く立派な階段が続いていた。柱は見事な装飾の施された木材、床は大理石で、暗褐色のカーペットがひかれていた。壁には人物画や、経文のようなものを記した書がたくさんかかっている。けど大きな窓もたくさんあり、外からの光がたくさん入るようになっていて、心が澄んでいくような清浄な厳かさに満ちていた。

（それに、どこからかいい匂いがするな……お香かな）

「しばらく階段が続きますから、気を付けて」

　正面の階段を上って……それも四階分くらいは上っただろうか。外から見るよりこの家はとても広くて大きい気がした。

「せ、星弌郎さん……このおうち、何階建てなんですか」

　息を切らせている私を見て、星弌郎さんはにこやかに笑った。

「そうですね、日によって違うんですよ。でも父の部屋はもうすぐです」

「ひ、日によって……？」

　星弌郎さん流のジョークかと思ったけど、階段を上り終わった後も、同じような廊下をぐるぐると歩いて、どこをどう歩いてきたのかさっぱり分からなかった。

　何回目かの角を曲がると、フッと明かりが暗くなって、目の前にとても大きな観音開きの扉が現れた。

「ここが父の部屋です。元気だといいんですが……」

　星弌郎さんは手に持っていたジャケットに袖を通して、シャツの首元のボタンを改めた。

「父上、星弌郎です。ただいま帰りました」

　厳めしい獅子のドアノッカーを鳴らすと、中からガチャリとドアが開いた。

「まあ、星弌郎さん、お帰りなさい」

　出てきたのは、私と同い年くらいの、和服を着た美しい女性だった。

「義母上、ただいま帰りました」

（えっ、この人がお母さん……!?）

　星弌郎さんのお母さんは、きまり悪そうにドアのところに立っているばかりだったので、星弌郎さんが中に入ろうとした。

「父上は、また体調が優れないのですか」

「え、ええ。鏡太郎様は、ちょっとした音なんかにも、すごく敏感に反応なさるから、今はそっとしておかれた方がいいんじゃないかしら……」

　そう言って星弌郎さんのお母さんは不安げな表情を浮かべていたけれど、星弌郎さんはそれに構うこともなく、中に入っていった。私も星弌郎さんのお母さんに一礼して、慌てて後をついていく。

「あ、あの、お邪魔します……」

　中に入ると、宴会場のように広い和室の奥に、キングサイズ……いや、それ以上に大きな天蓋付きのベッドが据え付けられている。部屋の中央の一番奥にベッドがあって、その横からベッドを取り囲むようにして壁に等間隔に蝋燭が灯っているのが、まるで生贄の儀式のようで、何だか不吉な感じがした。ベッドには、とても長身の男性が横たわっていた。

「父上。星弌郎です。お分かりになりますか」

　星弌郎さんのお父さんは、立派な白髪と口ひげをたくわえて厳しい顔つきをしていたけれど、瞳は宙を彷徨っていて、意識がないように見えた。

　星弌郎さんは私の手を取って、ベッドサイドの椅子に私を座らせた。

「父上。遂に予言から解放されるときが来ました。この方こそ、私の生涯の伴侶だと思います。鈴木未令さんです」

「あ、あの、はじめまして。鈴木未令です。えっと……」

　私がまごついていると、星弌郎さんのお父さんは瞳をぐるりと私の方に向けて、布団からヌッと肉が削げ落ちて骨ばった手を出した。

「卜部鏡太郎きょうたろうだ」

　私は慌てて手を差し出すと、力強い握手を受けた。でも、その手に暖かさはほとんどなくて、彫刻と握手をしているような感触だった。

「父上！　お加減はいかがですか」

「悪い。とても、悪いが……お前が見つけたのはその方か。ふむ、好相だな」

　星弌郎さんのお父さん……鏡太郎さんは、横になっていても表情や目つきに威厳があって、私は恐縮してしまった。

「せ、星弌郎さんとは、まだお会いしたばかりで、その……」

　そう口にしているうちにも、再び鏡太郎さんの視線は宙を漂い始めて、星弌郎さんはお父さんの手を取って、ギュッと握った。

「父上、もう私は大丈夫です。安心してほしい。だから、父上もしっかりなさってください」

「何かが、何かがおかしい……きっと儂が道を、違えて……」

　鏡太郎さんは首を横に振り始めて、だんだんとその動きが激しくなっていった。

「落ち着いてください、父上。今医者を……」

　星弌郎さんがお父さんをベッドに押さえつけようとすると、その手をお母さんが掴んだ。

「ほら、申しましたでしょう。鏡太郎様は今お加減が悪いのです。星弌郎さんも、そちらのお嬢様も、お引き取りくださいな」

　その言葉に、星弌郎さんはゆっくり身を引いて、私の肩に触れた。

「失礼しました。また後で、義母上ともお話をさせてください」

「ええ。応接間で待っていらして。すぐ行きますから」

　星弌郎さんは目礼して部屋を出て行こうとしたので、私も同じように出ていこうとした。そのとき。




『未令さん　たすけて』




　後ろから、星弌郎さんのお母さんとも違う、知らない女性の声がした。部屋を見回しても、私と星弌郎さんのお母さん以外誰もいない。

（今の……気のせいかな……）

　もう一度ベッドの方を見ると、鏡太郎さんはたくさんの薬を飲んでいた。オブラートに包まれた薬は赤みがかっていて、妙に毒々しい。星弌郎さんのお母さんにコップの水を持ってもらって、顎を上げてごくりと飲み干す。ただ、じっと目だけが、私の方を見つめていた。まるで何かを伝えたいみたいに……。





＊　　　　　　　＊　　　　　　　＊






「さあ、お茶ですよ。お疲れになったでしょう」

　応接室では、佐野さんが紅茶を淹れて待っていてくれた。陽の光が差し込む洋式の応接室は、鏡太郎さんが寝ていた部屋の陰気で奇妙な雰囲気とは一変して、ヨーロッパのホテルのように豪華で華やかだった。ふかふかのクッションがついている椅子に案内されて、星弌郎さんは向かいに座った。その表情は少し暗かった。

「星弌郎さん、お父さんのこと……具合は心配ですけど、お目にかかれてよかったです。ご挨拶できたし……」

　私がそう言うと、星弌郎さんは無理に笑顔を作って見せた。

「ああ、そうですね。未令さんのことはきっと気に入ってくれていると思います。父は初対面の人のことを褒めることはまず稀ですから」

「よ、よかった……」

　こっちは緊張していたので全くそんな気はしなかったけれど、「恋人」のお父さんに気に入ってもらえたのならやはり嬉しい。

「父が寝たきりになったのは、この五年くらいのことです。それまではかくしゃくとして、武道の稽古や滝行などに精を出していた、虫歯一つない健康体だったのですが……最初は息切れ程度だったのがどんどん悪化して、原因不明なんです」

　星弌郎さんは小さく溜息をついて、紅茶に口をつけた。

「そういえば、星弌郎さんのお母さんにきちんと挨拶ができなかったけど……すごく若くて綺麗な方でビックリしちゃいました」

「俺たちの、実の母親ではないからな」

　突然ぶっきらぼうな答えが返ってきて、声がした方を見ると、星弌郎さんにそっくりだけど、もっと怖そうな雰囲気の男性がドアのところに立っていた。

「兄さん。義母上に挨拶してから別館に伺おうと思っていたのに、来てくれたんですか」

　星弌郎さんが立ち上がったので、私も慌てて立ち上がった。

「あんな女を『母上』と呼ぶんじゃない、星弌郎」

（この人が星弌郎さんのお兄さん……！　顔立ちは瓜二つだけど、むしろ雰囲気はお父さんに似てる……）

　星弌郎さんのお兄さんは、眉間にしわを寄せて、不機嫌そうにジロリと私を睨みつけた。

「今日は、私が結婚を申し込んだ方を紹介しに帰ったんです。未令さん、こちらが私の兄の洋弌郎よういちろうです」

「は、はじめまして。鈴木未令です」

　洋弌郎さんは私の顔をまじまじと見て、唇のホクロに気付くと、星弌郎さんの方に向き直った。

「なるほど……。星弌郎、『あの女』が決めた婚約者はどうした」

「婚約者の方とは反りが合いませんでした。それに、義母上が決めたとは初耳です。私はてっきり、父上と兄さんが決めてくれたものかと」

　洋弌郎さんの言葉に、星弌郎さんは怪訝な顔つきをしていた。

「あの女は父上が動けないことをいいことに、この家の中のことを勝手に取り仕切っている。今回あの女が選んだ女とお前が別れた後に分かったことだが、俺や術師が選んだ婚約者候補なんてまるで無視して、いかにもうまくいかなさそうな相手をお前の元に送り込んでたんだ」

「なんですって？　どうしてそんな……」

　星弌郎さんの言葉を遮るように、佐野さんが大きな咳払いをした。ドアが開いて、星弌郎さんたちの……義理のお母さんが応接室に入ってきた。

「あらまあ、みなさんお揃いで」

　星弌郎さんのお母さんはニコニコしていたけれど、洋弌郎さんはお母さんが入ってくるなりフイッと顔を背けてしまった。それも意に介さず、お母さんはにこやかに私の方に近寄ってきた。明るいところで見ると一層派手な着物に、顔にはしっかりしたお化粧を施していて、星弌郎さんやこの家に入ったときの香りとは違う、いかにも香水といった強い香りが漂ってきた。

「こちらが星弌郎さんの仰ってた、鈴木未令さん？」

「は、はい。はじめまして」

「こちらこそ、はじめまして。私は卜部芳子よしこです。きっと、星弌郎さんとあまり年齢が違わないから驚かれていると思いますけど、私は星弌郎さんのお父様の、いわば後妻にあたりますの。未令さん、どうぞ星弌郎さんをお願いしますわね」

「あ、いや、その……」

　芳子さんの口調や振る舞いがあまりに上流階級然としていて、うまく言葉を返せずに口をモゴモゴさせていると、星弌郎さんが間に入ってくれた。

「義母上、未令さんからはまだお答えをいただいていません。今日はとりあえず、私の家族にプロポーズしたことを報告するのと、未令さんに私のことを知ってもらおうと思いお連れしました」

「あら、そうでしたの。でも星弌郎さん、難しいことですけど、残された時間はあまりありませんから……なるべく早いところ、未令さんのお気持ちを射止めてくださいませね。でなければ、私も鏡太郎様も心配で……」

　星弌郎さんは少し複雑な表情を浮かべて、ぽつりと聞いた。

「きちんと医者たちには見せているのですか」

　すると、にこやかに微笑んでいた芳子さんも少し眉をひそめて目を伏せた。

「それが、鏡太郎様はお医者様を嫌って……お医者様の姿を見るなり暴れるなんてことが多いんです。さっきはまだ大人しい方だったのですよ。ですから私も困ってしまって……」

「そうですか……」

　そう言って、星弌郎さんは口元に手を当てて考え込んだ。芳子さんはまた私の方に向き直って、手を取った。

「星弌郎さんから事情はお聞きになっていると思いますけれど……私たちは歓迎しますわ。きっとあなたこそ予言にぴったりの女性ですもの」

「ど、どうも……」

　私も握手を返しながら、どうしても芳子さんの態度が慣れないのと、薬品のような香水の匂いがきつくて、ただ微笑みを浮かべるばかりだった。

　それから芳子さんはまた鏡太郎さんのところに戻ると言ってすぐに応接室を出て行ってしまった。私は佐野さんが淹れ直してくれた紅茶を飲みながら、黙りこくっている星弌郎さんにおずおずと話しかけた。

「お父さん、心配ですね」

「気を遣わせてしまってすみません。父は現在の卜部家の当主なので、やはり父の具合が悪いとこの家の雰囲気も少し暗くなってしまいますね」

　星弌郎さんはまた笑って見せてくれたけど、部外者の私も何だか不安になってしまった。

（鏡太郎さんの謎の病……義理のお母さん……まるでドラマの世界みたい。それに、何だか星弌郎さんのお兄さんの口ぶりにも含みがあったし……）

　私の考えに沿うように、星弌郎さんは窓際で外を眺めている洋弌郎さんに声をかけた。

「兄さんは義母上のことをよく思っていないようだね」

「少なくとも、あの女がカウンセラーという立場を超えて父上に取り入るようになってから、何もかもおかしくなった。昔の父上は我が強くて気丈だったが、母上が死んだとき……お前も覚えているだろう。目も当てられないくらい父上は滅入ってしまった。そのとき医者からカウンセリングを勧められて来たのがあの女だが……」

「確かに、あんなにも母さんを愛していた父上が、どうしてカウンセラーと結婚することにしたのか、あの二人に何があったのかは、私たちにも知らされていないね。父上の独断だった」

「あの女の経歴を洗ったが、カウンセラーになる前の記録が一切見つからないのも怪しい。そして現在、あの女の手配で卜部家の医者や占星術師らと距離を置いているのは確かだ。つまり、父上を周囲の人間から遠ざけている」

　洋弌郎さんは腕を組んで、壁に寄り掛かった。そして、私の方をジロリと睨んだ。

「つまり、この家に近寄る女には警戒をした方がいいということだ」

「に、兄さん……！」

　星弌郎さんは一瞬私の方を見て、洋弌郎さんの隣に立った。

「兄さんがいろいろと家のために考えているのは結構だが、未令さんのことまで悪く言うのはやめてほしい」

「確かにお前が焦る気持ちも分かる。ただ、慌てて人選を誤るなと言いたい。この家の跡取りは今のところ俺になっているし、お前はお前の事業をやればいいと考えているが、それでもどこから綻びが出るか分からんのだ」

　洋弌郎さんの厳しい口調に、私は身を縮こませていた。

（そりゃそうだよね……。私だって、まだどうするか決められてないのに、こんなお金持ちのお屋敷に連れてこられて、その家の内情も複雑そうで……どうしたらいいか分からないよ。こんな状態じゃ、洋弌郎さんが警戒するのも仕方ないよね……）

　居たたまれなさを感じていると、肩にポンと星弌郎さんの大きな手が乗せられた。

「私は私の直感を信じます。打算で決めた選択の方が、災いを招くというものですから」

　星弌郎さんは、はっきりした、澄んだ口調でそう言い切ると、私に向かって優しく微笑んだ。私は星弌郎さんのその気持ちが嬉しくもあったけれど、洋弌郎さんの考えることも尤もだと思ったし、何より、私自身の気持ちを試されているような気がしていた。

「……星弌郎さんがそう仰ってくれるのは嬉しいです。でも、やっぱり資産家のお宅にいきなり来て信用してくださいというのも難しいと思いますし、私の方もまだ星弌郎さんのプロポーズを受けるかどうかをハッキリと決めたわけではないんです。私の人生のことですから……」

「……未令さん」

　少し力が抜けた星弌郎さんの手を、私はギュッと握った。

「まだ日にちはありますし、それまでに星弌郎さんと、自分と向き合って、決めたいと思っています」

　なるべく誠意をもって、洋弌郎さんにそう告げるも、洋弌郎さんの表情は変わらなかった。

「どうあれ、俺は起こったことを重視する。卜部の家に予知の能力を司る人間はいるが、俺の役割は現実に目を向けることだけだ」

　洋弌郎さんはそう言うと、ドアの方に歩いて行った。

「未令さん。すまないが、少し兄と話してきたいので、お待ちいただけますか。ゆっくりくつろいでいてください」

「あ、はい。ここで待ってます」

　星弌郎さんは握っていた私の手に軽く口づけて、洋弌郎さんの後を追った。

（ふぅ、偉そうなこと言っちゃったけど、実際どうしたらいいかは分からないんだよなぁ……）

「未令様。お待ちいただく間、焼きたてのパイはいかがですか」

　顔を上げると、ニコニコした佐野さんがテーブルの上に焼きたてのアップルパイをおいてくれていた。

「わぁ！　ありがとうございます」

「お客様をお迎えするのは久しぶりですので、私も嬉しいのですよ。さあ、紅茶もどうぞ」

　佐野さんは紅茶を注ぎながら、私と二人きりになったタイミングを見計らったように声をかけてきた。

「未令様、少し……お話をさせていただいてもよろしいですか」

「は、はい。ぜひ」

　佐野さんはポットを置くと、モノクルを外して胸ポケットに入れた。

「ありがとうございます。星弌郎様は……今でこそ、この屋敷に戻られることも増えましたが、以前はほとんどお帰りにならなかったのです。この家の方針、特にご自身が受けた『予言』のこともあって、占星術などを重んじる卜部家のやり方に非常に反発しておられました。独り立ちされてからは、卜部家の言うことは何一つお聞きになりませんでした」

「そうだったんですね……」

　星弌郎さんもそのようなことは言っていたけど、そこまで強く反発していたとは知らなかった。

「佐野さんは、きっとこのお家のいろんなことを知っているんですね」

「ええ、お仕えしてもう五十年以上になります。旦那様が当主になられたころからです。洋弌郎様はあのように仰っておりますが、芳子様は旦那様の選ばれた大切な奥方様だと思い、お仕えしております」

（佐野さんは本当にプロの執事なんだ……。でも、そしたら芳子さんと鏡太郎さんの内情を知っていたとしても、誰にも言わない可能性があるよね。それはちょっと考えすぎかな……）

　佐野さんは少し言葉を切ってから、再び話し始めた。

「話が逸れました。鏡太郎様はここ数年でお身体が思わしくなくなって、星弌郎様は少しずつお帰りになる機会が増えました。その度に、鏡太郎様から予言を打ち破るための相手を探すようにと強く命ぜられていらしたようです」

（それで『オカルトちゃんねる』に出資を……いや、きっと多方面で真剣に探していたんだろうけども……）

「星弌郎様は少しずつ卜部家のしきたりを受け入れるようになり、自分からお相手を探すようにもなっていらしたのです。私なぞの気持ちをお伝えするのもおこがましいとは思いますが、未令様にいらしていただいて、本当に嬉しく存じます。星弌郎様が自分の未来に希望を見出したということでもありますから」

　私は紅茶に口をつけた。紅茶の香りは、さっきの香水の匂いを打ち消して、星弌郎さんの腕の中を思わせるような暖かさだった。

（そう言われると、私も嬉しいけど……でも、どうしても引っかかるところがあるんだよなぁ……）

　紅茶とケーキをいただきながら、私はただぼんやりと窓の外の広い庭を見つめるばかりだった。
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　星弌郎さんを待っている間、応接室から窓の外を眺めていると、庭には真っ白い着物を着た人や紫色のローブを羽織った人などが何人か歩いていた。私は興味がわいて、そばに控えている佐野さんに聞いてみた。

「あの、外を歩いている着物やローブの人たちって、もしかしてこのお家の専属の占いの人ですか？」

　佐野さんは慇懃に頷いた。

「仰る通りです。大雑把に、紫が占星術師、白は祈祷師ですが、他にも特別な役職を持った方々がお仕えしております。この家には通常の使用人と同じくらい、そうしたアドバイザーが住み込みで勤務しております」

「そうなんですね。聞いてはいたけどやっぱりすごい……」

「星弌郎様の姉君にあたられる涙るい様は、特別な才能をお持ちで、外からもご依頼が来るほどです。そうした能力を高めることでも、卜部家は大きな力を持つようになっていったのです」

「星弌郎さんのお姉さんが……そういえば、まだお会いしてないな……」

「ちょうど出雲にご出張中でして、明後日にはお戻りになるかと」

　佐野さんがそう言った瞬間、まるで示し合わせたかのように、応接室をノックする音がした。そして鈴を鳴らすような美しい声がドアの向こうから響いてきた。

「佐野、私です。お邪魔してもよろしいかしら」

　佐野さんはドアの方まで飛ぶように急いで、扉を開けた。

「おお、これは！　涙様！　お早いお戻りで」

　ドアから入ってきたのは、金糸の入った見事な帯に、上品な光沢のある白銀の着物を纏った、雪のように色が白い女性だった。星弌郎さんのお母さんの着物も高そうだったけれど、全体的にもっと落ち着いた、静かな雰囲気の女性だった。杖をついていて、佐野さんが手を取っているところからして、もしかしたら目が不自由なのかもしれない。私は慌てて立ち上がった。

「どうぞお座りになって。アップルパイを召し上がっていたのですね。どうぞそのまま。この家のアップルパイは温かいうちが一番美味しいのです」

　明らかに私の方は見ていないのに、さっきからこの部屋にいたかのような話しぶりに、私は驚かされた。多分この人が、星弌郎さんのお姉さんだ。私は慌ててお辞儀をした。

「私は鈴木未令といいます。今日は星弌郎さんの……」

「承知しております。私は、星弌郎の姉の卜部涙です。さぁ、どうぞおかけになって。私は貴方とお話がしたくて、帰宅を早めたのです」

　顔を合わせて話しているだけで、こちらの背筋がしゃんとなってしまうくらい、この人には特別な存在感があった。私はおずおずと腰掛けると、またも面談を受けるような気分で向き合った。

「緊張なさっているのね。無理もありません。でも星弌郎が一方的に来いとせがんで、無理やり結婚の話まで持ちかけているのですから、未令さんはそんなに恐縮することはないのですよ。私のことも、どうぞ涙とお呼びください」

　涙さんは椅子に座るとくつろいだように目を閉じた。佐野さんが紅茶を淹れるのも、全て見えているようにカップを受け取っていた。

「いろんなことがあって気持ちの整理がついていないのですね。それも、無理のないことです」

「え、えっと……」

　涙さんはまるで何もかも見透かしているようで、私は俯いて言葉を詰まらせた。確かにこの家に来てからだけでもいろんなことがあったけど、涙さんの言い方は、ちょっと気遣いができる人というのとは全く違う。

（佐野さんが言ってた、涙さんの特別な才能って、まさか……）

「もしかしたら未令さんは、私のことを千里眼か予知能力者かとお思いかもしれないわね」

　私はビックリして顔を上げた。まさにそう思った瞬間にそれを言い当てられたからだ。涙さんは目を瞑ったままニッコリと微笑んだ。

「私は視力を完全に失っています。ですので、目が見える方と感覚の使い方が違うだけですよ。あとは、お聞きになっていると思いますけど、我が家は昔ながらのやり方で未来を予想することに長けています。兄の洋弌郎が卜部家の実務を、私がその『予想」の伝統を継いでいます。その関係で、私は『先読み』が癖になっているところがあるんです。だから、全て当たることはなくても、大方の予想というのはできるのですよ」

「な、なるほど……」

「ですから、未令さんがこの卜部家に戸惑っていらっしゃることは大体予想がついても、星弌郎のことをどう思っているかまでは分かりません。それをどうしても直接伺いたくて、戻ったのです」

　涙さんはそこで言葉を切って紅茶のカップを口にした。私はその間、自分が星弌郎さんのことをどう思っているか、一生懸命整理しようとした。それは、ただ涙さんに尋ねられているから、ということを超えて、これから決めなければいけない結論に密接にかかわる大切なことだった。

「星弌郎さんと知り合ったのは昨日ですが、これまでにない出会いだと思っています。星弌郎さんと一緒にいると、何ていうか……生き生きした自分になれるんです。だから、星弌郎さんとお付き合いすると決めましたし、プロポーズのことも前向きに考えています」

　私がそう言い終わると、涙さんはホッとしたような表情を見せた。

「弟の星弌郎は、家を出ていたこともあって、直接卜部家のことを担うということはしていません。悪い言い方をすれば、放蕩息子なんです」

「私からしたら、雲の上の人ですけど……」

　思わず口を挟むと、涙さんは朗らかに笑った。

「雲の上、ですか。それは意外な評価ですが……星弌郎は素行がいい息子とは言えません。外資の会社の経営というのは、卜部家からしたら遊びのようなものなのです」

　涙さんはそこで言葉を切ると、瞼を開いて、まるで私の姿が見えているように、目を合わせて話し始めた。

「ただ、未令さん、これだけは覚えておいてほしいのです。素行が悪いとはいえ、私たちの大切な家族であることには変わりません。そして星弌郎に課せられた予言を避けるために、三十四年間多くの人間が多大な努力を重ねました。ですが、適切な女性は見つからず、何度占いをし直しても予言は覆りませんでした。予言の期日まで一ヶ月となり、そこで現れたのが、未令さん、貴方だったのです。私たちにとって、未令さんは漆黒の宇宙の中でようやく見つけた、唯一の星なのです。それは、雲の上の存在より遥かに出会う確率が低いのです」

（私が星弌郎さんに出会うより、星弌郎さんが私に出会う方が難しい……なんだか、変な感じだけど……確かに努力を尽くしてもずっと見つからなかった人たちからしたら、それはそうなのかもしれない……）

「未令さんは決して星弌郎に引けを感じることはありません。いきなりこんな家に連れてこられて、大方の人は戸惑うでしょうし、未令さんもそうだと思います。でも……」

「で、でも？」

　涙さんは言葉を探すように宙を仰いだ。

「未令さんの手を、お借りしてもよろしいですか」

「手、ですか？」

「ええ、私の手の上に、左手を乗せていただけますか」

　差し出された両手の上に左手を乗せると、涙さんの暖かい手がそっと包みこんだ。

「未令さんが星弌郎のことを気に入ってくださっているのは事実だと思います。星弌郎に対する信頼も感じられます。ただ、心懸かりなことがあって……それはこの家のことだけではないのではありませんか」

　涙さんのその言葉に、私はハッとした。自分でも気付かないようにしていた、何か暗いところにある扉がフッと見えたような気がしたのだった。私の手を握りながら、涙さんはなおも続けた。

「一ヶ月で答えを出さなければならないと真面目に考えてくださっている。でも、結婚に対して尻込みする気持ちがあって……それは卜部家が奇妙だから、という以上の何かがある……というように感じます」

「その、何かって……」

　涙さんは再び瞳を閉じて、私の手をそっと放した。

「その何かは……もっと星弌郎のことを知っていくうちに、見えてくるかもしれませんね」

「えっ……」

　判然としない答えに、私はなおも尋ねようとした。そのとき、涙さんがすっとドアの方を向いた。ドアが開いて、星弌郎さんが戻ってきた。

「未令さん、お待たせしてすみません……ああ、姉さん。ここにいたんですか」

　星弌郎さんは驚いた様子で、私のこと紹介しようとしたけれど、涙さんはすっと立ち上がって、杖を持った。

「もう行きますよ。短い間でしたけど、お会いできてよかったわ」

「私もお話できて、よかったです」

　涙さんはゆっくりと私の方に歩み寄って、そっと手を取った。

「未令さん。自分の中の『声』を信じて」

　確信に満ちたような涙さんの言葉を、呑み込むように私は頷いた。

「星弌郎、未令さんのこと、大切になさいね。何かあったらいつでも連絡なさい」

「分かりました」

　涙さんよりずっと背の高い星弌郎さんにもビシッと言いのけて、星弌郎さんがかしこまっているのにも、涙さんという人の人格の高さが表れていた。

「では、私はこれで」

　涙さんの颯爽とした後姿を見つめながら、私は、さっき尋ねようとしたことの答えを涙さんが最後に伝えてくれたのだと、そしてやはり涙さんは私の考えていることが分かるのだと、驚嘆の気持ちすら感じるのだった。
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「それでは未令様、どうぞまたいらしてくださいまし」

　執事の佐野さんに見送られ、私と星弌郎さんは卜部邸を後にした。

　来たときと同じように星弌郎さんが運転をしてくれたけど、星弌郎さんの表情は少し浮かない様子だった。

「星弌郎さん……大丈夫ですか」

「こちらこそ、あまり未令さんのことを歓迎できなくて申し訳ないと思っています。気分を害されませんでしたか」

　星弌郎さんはすまなそうに私の方を見たので、私は慌てて首を振った。

「いえ、確かにお父様の様子は心配ですけど、お姉さんの涙さんには、励ましていただいた気がしてます」

「姉さんが……あの人は不思議な人ですが、いつも相手のことを考えて話をする思い遣りのある人ですから、未令さんにも何か思うところがあったのかもしれませんね。僕には厳しいんですけど」

　星弌郎さんは表情を和らげたけど、また少し心配そうな表情を浮かべた。

「ただ、兄が未令さんにひどいことを言ってしまって、すみません。兄は元々責任感が強いのですが、最近どうも疑心暗鬼になりすぎてしまっていて……」

「お兄さんの洋弌郎さんが卜部家の跡継ぎってことですよね。元々星弌郎さんには許嫁さんがいたわけだし、いきなり知らない女が家に来たら、それは心配にもなりますよ」

「……あの後二人で話してみたのですが、未令さんのことをよく思っていないというよりは、卜部家が変化してしまうのが不安なようでした。父の様子も含め、養母に対し強い不信感を持っています。ずっとうちに尽くしてくれている佐野まで疑うようになっていて……『あの女に取り込まれているかもしれないから気をつけろ』とまで忠告を受けました」

　星弌郎さんは眉根に皺を寄せていた。

「これは、卜部家の内部の話で、未令さんには直接関係のないことですから、気になさらないでくださいね」

「でも……もし結婚するんだったら、お兄さんの洋弌郎さんにも純粋に祝福してほしいって思ってるんじゃないんですか」

「えっ！」

　私が結婚のことを自分から口にしたせいか、星弌郎さんは頬を赤くして驚いた。星弌郎さんが赤くなっているのを見て、こっちも頬が熱くなってきてしまった。

「あ、いえ、わ、私とってことに限らず、結婚ってなったら、家族に認められたいって思うかなって……あ、で、でも候補者は今は私なわけですけど……」

　口ごもる私に、星弌郎さんはにっこりと微笑みかけた。

「未令さんは、優しい方ですね。勿論、兄に認められたいとは思う気持ちもありますが……でも、私は誰に何を言われても、未令さんと一緒に居たいと思っていますよ」

　そう言って星弌郎さんは運転のためにまた正面を向いたけど、私はその言葉が胸の奥にじんわりと広がっていくような気がした。

（星弌郎さん……そんなに想ってくれているんだ……。でもなんでだろう、なんだか、実感がわかない……）
















クリスタルみたいな超高級タワーマンションで……







　陽はすっかり傾いて、車は高速を東京方面に下りようとしていた。私は高速を出たらどこか適当なところで降ろしてもらおうと思っていたのだけれど、高速を降りた最初の信号で車が停まると、星弌郎さんから話を切り出した。

「よろしかったら、これから、私の家に来ませんか」

　星弌郎さんは甘い微笑みを浮かべていて、私の目をじっと見据えた。

「えっ！　あ、う、嬉しいです……」

　二つ返事で答えてしまったけど、私はハッと我に返った。

「あっ、けど、もう夜になっちゃうし……明日は会社だし……」

「泊っていけばいい」

「！」

　間髪入れず星弌郎さんが答えたのに、私はさらにドキッとしてしまった。

（星弌郎さん、もしかして最初からそのつもりだったのかな……）

　なんだか甘い予感に、私は一緒に過ごした夜のことを思い出してしまう。

「必要なものは何でも揃えますし、私の家の方が未令さんの職場に近いし、何なら朝は車で会社までお送りしても構いません」

「そ、そんな……いいんですか」

　戸惑い気味の私に、星弌郎さんはぐっと身を寄せて、耳元で囁いた。

「未令さんと……少しでも一緒に居たいんですよ」

「……！」

　突然接近されて、心臓の鼓動が耳元で聞こえる。星弌郎さんはゆっくりと身体を離すと、真剣な表情でじっと私を見つめている。その瞳が強く熱っぽさを帯びていて、私は自分の鼓動に押されるように、その情熱に飛び込んでしまいたい気持ちになった。

「じ、じゃあ……お言葉に甘えて……」

「よかった。決まりですね」

　信号が青になって、車が走り出した。私は星弌郎さんとまた夜を過ごすことに、緊張しながらも内心とても嬉しくて、待ち遠しくなってしまっていた。
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　星弌郎さんの家は、東京タワーの近くの超高層マンションだった。まるでホテルみたいな内装のマンションで、駐車場からエレベーターに乗って、お家のある最上階まで行くのにも私はいちいち胸を高鳴らせていた。

（星弌郎さんは毎日ここで生活してるんだ……涙さんは引けを感じなくていいって言ってくれたけど、こんな素敵なところに住んでいる星弌郎さんはやっぱりすごい……）

「さあ、着きました。自分の家だと思って、くつろいでください」

　リビングに通されると、壁が大きな窓になっていて、夕暮れの東京が一望できた。街に灯りがつきはじめていて、でも空がまだうっすらと菫色に明るさを残しているのが、都会の美しさを際立たせていた。

「わぁっ、素敵……！」

「この時間の眺めが一番綺麗だと思います。夜になると空の色はあまり分からなくなってしまいますから……ゆっくりしていてください、私は夕食の準備をしますね」

　リビングはダイニングとつながっていて、グレーを基調としたダイニングテーブルの上にはピカピカの果物が置かれていた。その奥が広いオープンキッチンになっていて、星弌郎さんは壁にかかっていたエプロンを手に取った。

「えっ、星弌郎さんがお食事を作るんですか？」

「ええ、実は私は食べ物の禁忌が多くて、自炊することが多いんです。未令さんにも食べていただきたくて」

　ギャルソンエプロンを身に纏って腰が引き締まった星弌郎さんはやっぱりスマートで、実はあまり自炊をしない私は、自分がちょっと恥ずかしくなってしまった。

「わ、私もお手伝いできることがあれば……そんなに料理得意じゃないんですけど、野菜の皮むきくらいなら……」

「いいんですよ、未令さんはおもてなしされる側ですから。食べられないものとかはありますか？」

「基本的に何でも好きです！　でも、そんな至れり尽くせりでなんか悪いなって……」

　所在なく星弌郎さんの方を見つめていると、星弌郎さんはキッチンのカウンターに飲み物を置いてくれた。私がカウンターに座ると、星弌郎さんは手を止めて、私の手にそっと触れた。

「私と一緒に暮らすことになっても、そういう心配はしなくていいってことを分かってほしくて、作ろうと思ったんです。もし未令さんが結婚を決意してくれたとして、出会って間もありませんから、しばらくは未令さんの生活に大きな変化は齎したくないと考えています。こっちが無理に巻き込んでいるところが大きいですから、可能なところはできるだけ未令さんに負担をかけたくないんです」

「星弌郎さん……」

　星弌郎さんの手は大きくて暖かくて、私は僅かに自分の心がほぐれるのが分かった。

（まだちょっとお互い他人行儀なところがある気がするけど……星弌郎さんは少しでも私に歩み寄ろうとしてくれてるんだ……）

　私は星弌郎さんの手に自分の手をさらに重ねて、微笑んだ。

「じゃあ、お夕飯楽しみにしてます。その代わり、食後の片付けは私の担当ってことで」

　星弌郎さんも私の言葉に頬を緩めた。

「分かりました。腕によりをかけますよ」

　星弌郎さんが料理をしている間、私たちはいろんなことを話した。星弌郎さんがナッツアレルギーだとか、トマトは大丈夫だけどトマトジュースがダメだとか、料理は何でも作るのが好きだけどお菓子作りは苦手だとか……そういう他愛もない話が、私の中にどんどん星弌郎さんという人の存在を確かなものにしていった。

（車とかお家とか、星弌郎さんの外側を見ていると雲の上の人って思っちゃいがちだけど、実際話して接していると、等身大の星弌郎さんが見えてきて、安心するな……）

　そう思ったとき、私の中に「安心」という言葉が引っ掛かった。

（安心……人と一緒にいて安心する、か……）

　私はなぜかその考えにとらわれて、しばらく黙り込んでしまった。

「未令さん？」

「あ、すみません、なんかボーっとしてしまって……」

（何だろう、この間から変なことが気にかかるな……）

「いいんですよ。あんまり気を遣わないでください。とりあえず前菜とスープができましたから、食べてください。ダイニングに運びますから……」
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「わ！　このスープすごく美味しい！」

「それは……ウミガメのスープですよ」

　星弌郎さんはニヤリと意味深な笑みを浮かべた。『ウミガメのスープ』という名前で出されたスープが、本当は人肉のスープだったというエピソードを思い出して、私は一瞬スプーンを置いてしまった。

「えっ……！　本当のウミガメですか!?」

　私のリアクションを見て、星弌郎さんは声をあげて楽しそうに笑った。

「ウソです。勿論人間のスープでもないですよ。スッポンスープです」

「スッポン!?　高級食材じゃないですか、すごい！」

「どんどん召し上がってくださいね」

　それから魚のマリネやスペアリブとか、次々に料理が出てきて、私がスープとサラダを平らげる前に、星弌郎さんもダイニングテーブルについた。

「未令さんに気に入っていただけて、嬉しいですよ。ずっと独身で料理を作ってきましたが、その甲斐がありました」

　星弌郎さんは私が食べているのを眺めて嬉しそうにしていて、私もつられて笑ってしまった。

「すごく美味しいです。それに、人が作ってくれた手料理を食べるのなんて久しぶりで」

　何気なくそう言うと、星弌郎さんは少し寂し気な表情をした。

「変なこと言ってすみません、気にしないで……」

「未令さんは……ご両親を亡くされてからずっとお一人で過ごされていたんですか」

「え、ええ。友人はいますけど、まあ基本的には一人で……でも、何とかやってこれてるんで、大丈夫ですよ」

　星弌郎さんに妙に気を遣わせたくなくて、私は曖昧な笑みを浮かべた。でも星弌郎さんがじっと私の目を見つめていて、私の言葉がまるで宙に浮いて寄る辺なく漂っているような感じがして、私はもう一度心の中で自分の言葉を反芻した。

（大丈夫……だよね）

「そ、それより、このお肉もすごく美味しいです！　もう一つ、頂きますね」

　食事の話題に戻すと、星弌郎さんの表情もまた柔らかくなって、私はまた少しホッとしていた。それは、星弌郎さんの存在を感じている安心感とは、また少し違った安堵だった。
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「ふー、お腹いっぱいになりました！　ごちそうさまでした」

「お気に召していただけて何よりです。ああ、食器はそのままで大丈夫ですよ」

　星弌郎さんは立ち上がって、食器を片付け始めた。

「で、でも、片付けは私がするって……」

　私も立とうとすると、星弌郎さんはリビングの方に目を向けた。

「未令さんはあっちのソファに座ってくつろいでいてください」

「で、でも……」

「未令さん、私は気にしないのですが、この小皿だけでも一枚数万円はします」

「す、数万円っ！」

　ギョッとして肩を震わせると、星弌郎さんはちょっとイジワルに片方の口角を上げた。

「もし未令さんがうっかり手を滑らせて、気に病むようなことがあったら……それは私も本意ではないので。未令さんは先にソファに行っててください」

「は、はい……！　待ってます」

　星弌郎さんの言い方に、ちょっと強制力があるように感じて、私はちょっとドキッしてしまった。

（星弌郎さんと普通に話すのは楽しいけど、やっぱりいざとなると緊張しちゃう……緊張？　違うな……なんかこう、ふとした瞬間に「男の人」だって意識しちゃうんだよね……当たり前だけど……）

　ソファは夜景が見渡せる窓の前に置かれていて、ゆうに五人は座れそうな大きさだった。座ってみると身体が沈み込んで、黒い上質な生地も手触りが気持ちいい。

（普段星弌郎さんはここで一人で過ごしてるんだ……すごく贅沢）

　広いリビングを見渡すと、一つの壁に棚が据えられていて、といってもそこにはテレビモニターが置かれているくらいだった。リビングの隅に螺旋階段があって、星弌郎さんの家はマンションの最上階の上二フロアを占めているのが分かった。

　棚に目を戻すと、上段の隅に、写真立てがぽつんと置かれていた。なんとなく気になって、私は席を立った。

　写真立てには三人の子どもと厳めしい男性、そして何とも優美な表情を浮かべた女性が写っていた。背格好から、男性は星弌郎さんのお父さん、鏡太郎さんだと分かった。病床に臥せていた現在とは違い、髪も髭も黒々としていて、表情に生気がみなぎっていた。何年も前の写真なのだろう。手前側に写っている三人の子どもは、洋弌郎さん、涙さん、そして一番小さい男の子が星弌郎さんなのだと思われた。幼い星弌郎さんは少し緊張したような面持ちだったけど、今と同じ力強い瞳をこちらに投げかけていた。そして星弌郎さんにそっと力を与えるように、肩に手を添えている女性。星弌郎さんと目がそっくりだったけれど、雰囲気は涙さんのような不思議なオーラを湛えていた。

（この人……星弌郎さんたちの実のお母さん）

　私は直感的にそう感じた。これは昔の家族写真なのだ。




『未令さん』




　私は名前を呼ばれたような気がして振り返った。しかし、星弌郎さんはこちらに背を向けたままで、私を呼んだ様子もなかった。妙な感じがして、また写真を見る。写真の五人はみんなカメラの方を見て写っていたけど、星弌郎さんたちのお母さんだけ、写真を見ている人がいることが分かっているような、まるで写真の中で生きていて、私を見つめ返しているような感じがした。少し気味が悪くなって、またソファに戻った。

　広くてモダンなリビングに、ソファとテーブル、テレビと写真立て。やっぱり私には少し寂しく映った。

（星弌郎さん、若いころは反抗的だったって聞いたけど、やっぱり家族思いなんだ……それでもこんな大きなお家で一人、寂しくないのかな）

　ソファに凭れてぼんやり夜景を見ていると、心の中に穴が開いて、それがどんどん大きくなっていくような感覚に陥った。

「未令さん」

「わ！」

　また突然名前を呼ばれてビックリしてしまったけど、今度は星弌郎さんがソファの横に立っていた。

「お待たせしました。紅茶を淹れたので、どうぞ」

「あ、ありがとうございます……」

　星弌郎さんは手前のローテーブルにティーカップを置くと、私の隣に座って、こちらに身体を向けた。

「どうしたんですか、何か考えごとでも？」

　星弌郎さんは私のすぐ横にいて、膝が、私のスカートから出ている膝に触れそうな距離だった。チラリと星弌郎さんを見ると、星弌郎さんは心地よさそうな微笑みを浮かべていた。白い肌にすらりと通った鼻筋、くっきりとした唇。長いまつ毛の奥の濡れた瞳。改めて星弌郎さんの存在そのものをすぐそばに感じる。写真のことはなんだか口にしづらくて、私は曖昧に答えた。

「その……星弌郎さんのことを考えてました……」

「私のこと？　どんなことを考えていたんですか」

　星弌郎さんの声は、心なしかさっきよりも低くて、その響きにそっと鼓膜を撫でられるような気がした。ドキドキして、肩が自然とこわばってしまう。それをごまかすようにカップを手にして、紅茶に口をつけた。

「こんな広いお家に、一人で寂しくないのかなって……」

　私の言葉に、星弌郎さんはふと視線を窓の外にやった。

「普段は意識しませんが……たまにふと、何もかもを持て余してしまうような気持ちになります。そういうときは、ある空想に耽るんです」

「空想？」

「この部屋に、私が想い焦がれている女性がいて、その人と二人きりで、ソファで夜景を見たり、ゆっくりお茶を飲んでくつろいだり……すぐそばにそんな女性がいることを想像するんです。でも、今、それが現実になって……目の前にそんな女性が現れて、どうしたらいいか考えてるところです」

　星弌郎さんの手が、私の肩にそっと触れて、肩にかかった髪をさらりと撫でた。星弌郎さんの瞳が私の視線を捉える。じっと見つめ合っていると、私は息をするのを忘れてしまいそうなくらいだった。

「触れてもいいですか」

「は、はい……」

　抑制した声のトーンとは裏腹に、肩に置かれた星弌郎さんの手はすごく熱くて、その手がグッと私を引き寄せた。

「きゃっ……」

　さっきまで紅茶の香りがしていたのに、星弌郎さんの胸に顔を寄せると、星弌郎さんの甘い香りに包まれる。星弌郎さんの胸は広くて、シャツ越しにも逞しいのが分かって、そこに抱き寄せられていると身体だけじゃなくて心まで温まってくるような気がする。

「イヤじゃないですか」

「イヤじゃないです……」

　その気持ちを示すために、星弌郎さんの腕を私からもギュッと抱き寄せた。星弌郎さんの腕が一瞬ビクッとなったのが面白くて、私は顔を上げた。星弌郎さんは少し照れたように眉の端を下げていた。私はおずおずと聞いてみた。

「星弌郎さんも緊張してるんですか」

「そりゃ……してますよ」

「私の方が緊張するのは分かりますけど……」

　そう言いかけると、星弌郎さんは両腕で私をぎゅっと抱きすくめた。身体が密着して、お互いの体温を感じる。星弌郎さんの目が細められて、熱っぽい視線が私の心の隅々まで眺めるように、投げかけられている。

「未令さんの前ではなるべく紳士的に振舞おうと思っていますが、それでも……自分が抑えられなくなったり、嫌われたりしないかと心配になったりしますよ」

「そんな……星弌郎さんはいつもすごくカッコいいですよ。私、全然釣り合ってなくて、恥ずかしいくらい。スマートに振る舞えないし、料理も得意じゃないし……」

　私は俯き加減に、星弌郎さんの胸元に頭を預けた。星弌郎さんの鼓動がゆっくり聞こえてくる。星弌郎さんは傍目からは余裕がある風にしか見えないから、星弌郎さんが緊張しているなんて不思議な感じがした。

「未令さんは……ご自身のことを分かってないんですよ」

「えっ……」

　顔を上げると、スッと顎を取られて、そのまま唇を奪われてしまう。

「んっ……」

　突然のキスに、身体を固くしていると、星弌郎さんは私の腰に手をまわして、より強く唇を重ねた。少しずつ唇が触れる角度が変わって、ゆっくりと舌がねじ込まれる。星弌郎さんの舌の先を歯に感じて、そっと受け入れるように口を開くと、ぬるりとした熱い舌が咥内に侵入してきて、私の上顎をじっくりと舐った。

「っ、ふっ……」

　星弌郎さんの舌に私の舌が絡められる。舌を強く吸われると、抱きしめられているのに身体が上に引っ張られるようなゾクゾク感が走る。

「舌、吸われるの弱いんですね」

　耳元で囁かれると、身体がビクンと反応してしまって、それを抑え込まれるようにさらに強く抱きしめられる。

「感じている姿も可愛いですよ」

　そう言って星弌郎さんは再び私の唇を貪った。簡単に解きほどけないくらいの力で抱きしめられながら、執拗に舌を絡められていると、男性に求められているという実感が身体の奥底から湧いてくる。

「あっ……あふっ……」

　不意に唇を離されるとはしたない声が出てしまう。私の紅潮した頬を星弌郎さんは両手で包み込むと、額をコツンと付けて上目遣いでニッコリ微笑んだ。

「一緒にお風呂に入りませんか」

「え、ええっ！」

　ただでさえ真っ赤になっているであろう頬が、さらに熱くなる。

「そ、そんな、恥ずかしい……」

「一昨日の夜、私の下であんなに乱れたのに？」

　星弌郎さんが試すような、艶っぽい表情をした。

「……ッ！」

（そんなこと言うなんてズルいよ……！）

　私は目を合わせていられずポフッと星弌郎さんの胸に顔を押し付けた。

「その……お布団の中とお風呂はまた別な感じがして……」

　モゴモゴ言うと、星弌郎さんは私の後頭部をゆっくりと撫で始めた。

「あの夜のこと……あれから私が何度思い返したと思います？　ふとしたときに、未令さんの肌の感触、喘ぐ声……そういうのをいちいち思い出しているんですよ。……軽蔑しますか」

「け、軽蔑なんて……！　で、でもやっぱり恥ずかしいです。私が、そんな……」

　私が顔を上げると、それを待ち構えていたように星弌郎さんの手が、私の頬に触れて、親指が唇の表面をそっと撫でた。

「だから未令さんは分かっていないというんです。私が……未令さんのことをどれだけ求めているか」

　星弌郎さんの瞳は熱っぽくてとろんとしていて、いつもの凛々しい顔つきからは想像もできないくらい色っぽかった。星弌郎さんは観察するように私をまじまじと眺めていて、私はごくりと唾を飲み込んだ。頬だけではなくて、身体も熱くなっている。

「……ほら、また唇を噛んでる」

　すると星弌郎さんはテーブルの上のカップを取って、紅茶を口に含むと、そのまま私にキスをした。

「んうっ……」

　少し冷めた紅茶がつるりと私の口の中に入ってきて、それはさっき私が飲んだものより少し渋い味がしたけれど、飲み込んでいくにしたがって星弌郎さんの舌がまた咥内をぬるぬると愛撫した。紅茶より熱い唾液と吐息が入り交じって、私は星弌郎さんの中にある強い情熱をそのキスの仕方から感じ取らされた。

「っ……はぁ……」

　僅かに口の端から紅茶が零れ落ちて、星弌郎さんはそれを舌先でペロッと舐めてくれた。そして誘うような目つきで、私の手を取って立ち上がった。

「さ、行きましょうか。お湯を張ってありますから」

　星弌郎さんの思惑通りに、私は手を引かれるまま浴室に連れていかれるのだった。
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　洗面所には大きな丸い鏡がはめられていて、洗面台は大理石、隅に透明な水晶の結晶が置いてあった。

（すごく綺麗……オシャレアイテムなのかスピリチュアルなグッズなのか分からないけど）

「一通りアメニティは用意してますから、これらを使ってください」

　星弌郎さんから渡されたバスケットの中には、メイク落としや美容液まであった。

「スキンケア用品なんかは急いで取り寄せたものですから……足りないものがあったら言ってくださいね」

「全然！　私がいつも使ってるのよりランクが高いものばかりなのでビックリしてます……！　でも、いつも置いてるわけじゃないんですね」

「ですから……何度も言った通り、女性関係はそんなに得意ではないんです。女性ものの化粧品を常備しているほど、プレイボーイではないですよ」

　星弌郎さんは少し困ったような表情をしていて、私はそれが愛おしく思えた。

「ごめんなさい。でも、私のために用意してくれて、ありがとうございます」

　私はバスケットを洗面台に置いて、星弌郎さんに凭れかかった。星弌郎さんは一瞬固まったようで、またそれが面白くて私はギュッと抱きしめてみた。星弌郎さんの筋肉がピクリと反応するのが分かった。

「……星弌郎さんって、自分から来るときはカッコいいのに、私から触れるとちょっとビックリしますよね」

「だ、だから……女性には慣れてないと言ったでしょう。こう……自分からアクションを起こすのは、イメージしてればできますが……女性がどうリアクションをしてくるかまでは……」

「そんなにイメトレしてたんですか」

　私がじっと見上げると、星弌郎さんは顔を真っ赤にして、パッと身を離した。

「……独身の男なんてそんなものですよ」

　星弌郎さんは背を向けて服を脱ぎ始めた。

（そんなものなのかなぁ……）

　星弌郎さんの上半身は綺麗に鍛えられていて、ベッドで見たときよりもずっとくっきりと筋肉の稜線が浮かびあがって見えた。どんどん脱いでいくので、私はどうしたらいいか分からず俯いていた。

（こ、こんな明るいところで直視できないよ……）

「未令さん、何してるんですか」

「えっ？」

　気付くと星弌郎さんはバスタオルを腰に巻いて、入浴準備万端だった。

「お風呂に入るんですよ。服のまま入るつもりですか」

「あ、えっと、そ、そうですよね……」

　分かってはいるけど、星弌郎さんの目の前で脱ぐのはどうしても照れくさくて、ブラウスのボタンを外すフリなんかをしていると、星弌郎さんがグイッと腕を引っ張って、すぐ目の前に立たせられた。星弌郎さんの骨ばった指が、胸元のボタンをすらすらと外していくのに、私は慌ててその手を抑えた。

「ち、ちょっと！」

　反射的に声が出てしまったけど、星弌郎さんはわざと澄ました顔で構わずボタンを外し続けた。

「自分で脱ぐのは躊躇われるのかなと思いまして」

　ボタンが全て外されると同時に、ぐっと腰を抱き寄せられて、スカートのボタンとジッパーを下される。スカートは何の抵抗もなく床に滑り落ちた。

「や、やだっ、恥ずかしい……」

　私はまた星弌郎さんの胸に顔を埋めようとするけれど、星弌郎さんの素肌の感触にもいちいちドキドキしてしまって、首を横に振ることしかできなかった。

「大人しくしてください。下着が外せませんから……」

　星弌郎さんの大きな腕に抱きかかえられる形で、ブラの背中のホックを外されてしまう。そしてそのままお腹の方に手が回った瞬間、私は耐えられずバッとしゃがみこんでしまった。

「や、も、もう、自分で脱げますから！　星弌郎さんは先にお風呂に入っててください……」

「少しいじめすぎてしまいましたね。タオルはそこの棚にありますから」

　星弌郎さんが擦りガラスのお風呂のドアの向こうに消えたのを横目で確認すると、私はのろのろと外れかけたブラやストッキングやショーツを脱いで畳んで、タオルを身体に巻き付けてお風呂に入った。

「わ……！」

　お風呂の中は外国のホテルみたいに大きなバスタブとは別に、ガラス張りのシャワー室があった。全面白いタイル張りで、青い蔦模様の入ったタイルが壁そのものを縁取るようにはめ込まれていた。その模様はバスタブの縁も彩っていたけれど、今は湯船をいっぱいに満たしている細かな泡で所々しか見えなくなっていた。

　バブルバスからは、星弌郎さんの顔と長い腕と足先が見えていて、髪が濡れてオールバックになった星弌郎さんがこちらを向いた。

「未令さんが遅いから、シャワーは済ませてしまいました」

　星弌郎さんは気持ちよさそうにお風呂に浸かっていて、私は星弌郎さんが眺めている前で、ガラスのシャワー室で身体を洗うよう仕向けられていることに気が付いた。

（そのままお湯に入るのは躊躇われるし……でも見られながら身体を洗うなんて……）

　星弌郎さんはそんな私の逡巡を読み取ったように、甘くて少し悪そうな笑みを浮かべながら、腕をこちらに伸ばして手招きをした。

「お風呂の中で洗ってあげますよ。髪も身体も、全身」

「ええっ！」

「泡の中なら裸は見えませんから。どうぞ入ってください」

　裸を堂々と晒してシャワーを浴びる勇気のない私は、手招きに応じてそっと泡風呂の中に身体を浸した。バスタブは星弌郎さんと私が入ってもまだ余裕がある。向かい合わせに座ると、星弌郎さんはグッと近づいて、私の両脇を持ち上げて胸元に引き寄せた。

「きゃ！」

　浴槽の水がザブンと音を立てて波立った。気付くと、私は星弌郎さんの脚の間に座らせられていて、お腹には星弌郎さんの腕が回って後ろから抱きしめられていた。星弌郎さんの唇が私の耳のそばに近付いて、そっと囁かれる。

「こうしないと洗えないでしょう。もうたくさん触れあったのに、まだ恥ずかしがるんですか」

　バスタブの中ではお互いの肌がしっとりとしていて、耳元で響く声も濡れたように艶っぽかった。星弌郎さんが囁く言葉に反応するように、私は身をよじらせてしまう。

「そんなにすぐ慣れないです……」

　そう言った途端、星弌郎さんの手が私の太ももをゆっくりと撫で上げた。

「ひゃんっ！」

　思わず声をあげると、星弌郎さんが私の頬にチュッとキスをして、こめかみや耳たぶにも唇が落とされた。

「慣れてほしいと思いますけど、可愛い反応をいつまでも楽しんでいたい気もしますね」

　最後に唇にキスをされて、粘膜が絡み合う音が浴室に響くのが、いやらしい気持ちになってしまう。

「んっ……今日、星弌郎さんちょっとイジワルです」

「私の家に来たのが運の尽きでしたね」

　星弌郎さんは目を細めて、満足げに微笑みながら、お湯の中の私のバスタオルに手をかける。隠れた肌を探り当てるようにゆっくりとタオルをほどいていく。タオルをはがされる感覚もくずぐったくて、私は星弌郎さんの腕の中で身じろぎしてしまったけど、その様子を星弌郎さんは笑みを浮かべながら観察するようにじっと見ていた。星弌郎さんの腕の中で一方的にやわやわと刺激を与えられるなんて、やっぱり星弌郎さんはちょっと楽しんでいるのだ。

（でも、なんかこういう風に攻められるのは悪くないかも……）

「未令さんの肌は柔らかくて肌理が細かいから、優しく洗わないとダメですね」

「ほ、ほんとに洗うんですか……？」

　私が身構えると、星弌郎さんはやれやれ、といった表情を浮かべて唇に触れた。

「また緊張して唇噛んでますよ。じゃあ、まず髪を洗って、少しリラックスしましょうか」

「それでお願いします……」

　ゆだねるように少し俯くと、暖かいシャワーが優しく降り注いだ。シャンプーはネロリのいい香りで、星弌郎さんの指からちょうどいい圧がかかっていて、頭皮も気分もゆるゆるともみほぐされていく。

「いかがですか」

「マッサージされてるみたいで気持ちいいです」

　そのまま優しくトリートメントもしてもらって、すっかり緊張がほぐれた。最後に髪を流してもらう。

「未令さんは割と身体が凝ってますね。首や肩も張っていましたよ」

「そうなんです。自宅だとシャワーで済ませちゃうことも多くて」

「それはいけませんね。じゃあ、引き続きマッサージを受ける感覚でいてください」

「あ……」

　星弌郎さんは両手で石鹸を泡立てて、そのまま私の太ももの下に手を入れて足をグイッと引き上げた。

「わ、あ！　く、くすぐったいです」

「身体の下の方からほぐしていきますから。これはマッサージなので、リラックスして」

　星弌郎さんがゆっくりと深呼吸をしたので、私も合わせて深呼吸をした。星弌郎さんの手が私の足の裏を握って、足首からふくらはぎの方に片方の手を滑らせていく。星弌郎さんは身体が大きいから、私は彼の腕と脚の中にすっぽり収まってしまうのだ。その中で身体を洗ってもらうのは、もちろんドキドキもあったけど、不思議と安心感も覚えるのだった。

「なんだか、ようやくリラックスしてきました」

「それはよかった。腕も張ってますから、楽な方に伸ばしていてくださいね」

　言われるがまま腕をお湯の中に投げ出していると、星弌郎さんの手と泡がするすると肌の上を滑っていく。腕をほぐしてもらった後は、次は背中も凝りをほぐす様に背骨と筋肉に沿って優しく洗ってくれる。

「でも、なんか私やってもらってばっかりで、星弌郎さんに甘えっぱなしですね」

　私がそう言うと、星弌郎さんは洗う手を止めた。そして私の顎をそっと上げると、顔を覗き込んだ。星弌郎さんの目はキラキラしていて、いつ見ても印象的だったけれど、そこにはいつも誠実で真剣な眼差しがあった。

「未令さん、私は未令さんのことを求めています。だから、未令さんは私に対してワガママなくらいでいいんですよ」

「わ、ワガママ……？」

　イマイチピンと来なくて、問いかけるように星弌郎さんの瞳を見つめていると、おでこにキスをされた。

「つまり、未令さんは私に甘えていいんです」

「！」

（甘えていい……そういえば、そんな感覚も忘れちゃってた……）

「そんな驚いた顔をしないでくださいよ。私はずっと未令さんにそうして欲しいと思ってるんです」

　目をぱちくりさせている私の目の前に、星弌郎さんは右手の小指を差し出した。

「私と約束してください。未令さんは気兼ねなく私に甘えること。いいですね」

「は、はい……」

　半ば星弌郎さんの語気に押されるようにして私も小指を差し出して、星弌郎さんの指に絡めた。お互いの手は濡れていたけど、かたく指切りをする。

（指切りをしたのなんていつぶりかな……小学生？　幼稚園のころ……？）

　一瞬、とても懐かしいような感覚に陥る。星弌郎さんは私が過去に忘れ去ってしまったものを一つずつ思い起こさせてくれるような気がした。
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　泡風呂の中で星弌郎さんと指切りをして、どちらともなく微笑み合うと、星弌郎さんは再び私を後ろからギュッと抱きしめた。

「じゃあ心置きなく、私も未令さんを求めることにしますか」

「へっ？」

　次の瞬間、星弌郎さんの石鹸を持つ手がするっと私のお腹に這ったかと思うと、もう片方の手のひらが胸をふわっと包み込んだ。

「ひゃっ！」

「まだ全身洗い終わってませんから」

　胸を手でさすられていくうちに、やわやわと揉みしだかれて、その手つきに反応してしまう。

「んっ……あっ……な、なんか変な感じ、しますっ……」

「変な感じ？　気持ちいいんじゃないんですか？」

　胸の先を指先でフニフニといじられると、くすぐったい奥に甘い快感が走った。

「んんっ……」

　お腹にあてられた手がくるくると円を描きながら少しずつ下がっていって、石鹸で洗われているのか、石鹸越しに愛撫されているのか分からなくなってしまう。胸とお腹に同時に刺激を与えられて、どんどん身体の感度が上がってくる。

「ふあぁっ……んあっ、ひゃっ……」

　快感を与えてくれる手から逃れるように身を動かしても、星弌郎さんの身体にすっぽりと包まれていて、その中で動くと星弌郎さんの肌と擦れ合ってしまって余計に自分の身体が感じやすくなっているのが分かる。

「胸の先、すごく固くなってる。感じている姿……とても可愛いですよ」

　首筋にキスが落とされ、その唇の間から出た舌先が耳の後ろまで這って耳を強く吸われると、堪らず大きな声が出てしまう。

「んっっ！」

　のけ反る私をさらに抱きしめて、星弌郎さんは熱いため息を漏らした。うっとりした瞳で、蕩けた顔の私を見つめている。頬に手があてがわれて、深い口づけを受ける。ねっとりと濃厚な接吻をして、キスをしたまま、星弌郎さんの手が下腹部の方に下がっていく。私はハッと息を吸って、頭を振った。

「や……も、もう……！」

「全身洗ってあげるって言ったでしょう？」

　星弌郎さんは蒸気した頬にニヤリと口角を上げ、愉悦に浸るように、羞恥に満ちた私の表情を観察していた。見つめながら星弌郎さんの手は徐々に下がっていって、私の太ももの間に指が滑り込んだ。

「やんっ……！」

　星弌郎さんの指の腹が私の秘部に擦れると、その部分から甘くすぐったい痺れがじわじわと下半身に広がった。

「んんんんうっ！」

「未令さんのここ……トロトロになってる。やらしい」

　星弌郎さんの囁きが、直接鼓膜を撫でるような感じがして、頭がクラクラしてきてしまう。星弌郎さんの指が上下に動くたびに、そこがひくついてしまう。

「ひんっ、あっ、やっ……」

「ここも、すごく固くなってる……」

　ひくつく部分の上の方の突起を優しく指で触れられると、電流が走るような快感が走った。

「ひゃっ、ああっ!!」

　これまでで一番大きな声を上げてしまって、私は顔を背けた。かつて経験したことのないような快感で、私は一瞬自分の身体に何が起こったのか分からないくらいだった。

「ここ、気持ちいいんですね。じっくり愛撫したから……ぷっくり勃っちゃってる」

　星弌郎さんは甘苦しいようなため息をついた。その部分をゆっくり撫でられて与えられる快感に、頭の中がチカチカするような気がした。

「やっ、ああっ、あんっ！　ひゃあんっ！」

　湯船の中にいることも忘れて、私は脚をばたつかせ、ひたすら喘いでいた。このときの私は自分の中で何かのタガが外れてしまっていたのだと思う。自分が女性の身体で、男性である星弌郎さんに快感を与えられているという実感だけが知覚できる全てだった。

「どんどんぬるぬるになってきて……未令さん、欲しがってるんですね」

　ひくひくしている場所に指をぐっと当てられると、下腹部の奥がキュウッと締め付けられるようになった。その感覚は甘くてもどかしくて、星弌郎さんの言う通り、女としての身体が「欲しがっている」んだろう。

　星弌郎さんも息遣いがだんだん荒くなってきて、表情も少し切なげになっていた。

「未令さんの顔、真っ赤になっちゃいましたね……。のぼせたらいけませんので、そろそろ出ましょうか」

「えっ、わ、わっ！」

　私を抱き抱えると、星弌郎さんが立ち上がって、ザブンとお湯が溢れる。私は慌てて胸元を手で隠した。星弌郎さんはそれを見て、またニヤリと笑った。

「あとでじっくり見てあげますから」

「う、うう……し、シャワー浴びてきますから！　星弌郎さんは先に出ててくださいっ」

　星弌郎さんはまたやれやれ、という表情になって、そっと下ろしてくれた。私はバスタオルを引っ掴んでシャワールームに飛び込んで思い切り蛇口をひねった。身体中が火照って敏感になっていて、シャワーのお湯が当たるのも少しくすぐったいくらい。脚の間がとろりと濡れているのが凄く恥ずかしい。こんな風に身体が反応するなんて……。
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　シャワーから出ると、バスローブをまとった星弌郎さんが、大きなバスタオルを持って、身体を包み込んでくれた。

「わっ！」

「未令さん、あったかい」　

　タオル越しに後ろから抱きしめられて、身体を拭いてもらうと、ドライヤーで髪まで乾かしてくれた。甘えてもいいと言ってくれたから、なすがままにされていたけれど、星弌郎さんに身をゆだねていると、とても気持ちがいい。部屋着代わりのサラサラのガウンを素肌の上に着せられて、ゆったりとくつろいだ気分になる。

「寝室は二階です。階段なので気を付けて」

　星弌郎さんに手を取られて、さっきリビングで見た螺旋階段を上がる。二階は間接照明だけがついていて、いくつかお部屋があるようだったけど、そのまま寝室に通された。ホテルのようにシンプルでオシャレで、インテリアが黒やグレーで統一されているのに、星弌郎さんのこだわりが感じられた。そして、いつも星弌郎さんが纏っている甘い香りが立ち込めていた。

「このお部屋の香り、すごく不思議ですね。甘いけど、くどくなくて落ち着くような……星弌郎さんに抱きしめられるといつもこの香りがする」

　星弌郎さんは大きな黒いベッドに腰掛けると、私の手を引いて膝の上に座らせた。お風呂上がりの星弌郎さんは暖かくて、薄いガウン越しに肌が触れ合っているのが少しくすぐったい。

「これは、私が個人的に作っているお香なんですよ。どうも香水とかルームフレグランスよりも、こういった香りの方が合ってるみたいなので」

「いつも炊きしめたお香の香りがしてるなんて、平安貴族みたい」

「どうしても、古臭い慣習が抜けないんですよね」

　星弌郎さんは冗談めかして破顔して、視線を部屋の隅に向けた。釣られて私もそちらを見る。

「わ！　大きな、水晶……!?」

　部屋の隅には、さっき洗面所で見たサイズとは比較にならない、一メートル以上の高さのあるドーム状の岩が置かれていて、その断面は紫色の水晶の洞窟のように見えた。私は思わず立ち上がってすぐそばで中を覗き込んだ。部屋の照明が暗いせいもあってか、断面の手前側の結晶は白や紫色に輝いていたけど、奥の方は真っ暗になっていて果てなく結晶が続いているように見えた。

「こんな大きなアメジストの原石、初めて見ました……！　高さも大きいですけど、こんな奥行きがあるもの、画像とかテレビでも見たことないです！」

　私は立ったり座ったりして四方八方から自然の作り出したこの神秘の結晶を眺めていた。

「生まれたときの『予言』もあって、魔除けとして私が赤ん坊のときに発掘してきたそうです。実家を出てこの家に引っ越したときも送り付けられてきて……当時はまだ実の母が生きていたので」

「実のお母さん……」

　私が振り返ると星弌郎さんは苦笑した。

「すみません、余計な話でしたね。この家に人を入れるのは未令さんが初めてで、もちろん寝室にも……指摘されると変なところがたくさんあるから」

「変じゃないですよ！　パワーストーンとか、私も好きですから。こんな大きな原石はなかなか置いてあるおうちないでしょうけど」

　私は星弌郎さんの隣に座った。そっと凭れ掛かると、肩を抱き寄せてくれた。

「あの、星弌郎さんのお母さんの話ですけど……もうちょっと聞いてもいいですか。思い出とか」

　星弌郎さんは私の顔を見て、さらに困ったように笑った。

「こんなタイミングでする話でもないですが……」

「でも、なんとなく星弌郎さんにとっては大切なことなんじゃないかなって。それに、他のご家族は紹介してもらったのに、実のお母さんについては何も聞いてないです」

　私はちょっと勇気を出して、自分から星弌郎さんにギュッと抱きついて、星弌郎さんの目を見つめた。星弌郎さんは困った顔から一気に目をパチパチさせて、少し頬を赤くした。

「そうですね、ただ、急に言われても……」

「話してくれるまでぎゅーってし続けますから」

　私の固い決意を受けて、星弌郎さんは少し思案した後に語り始めた。

「母は私が十歳のとき、病気で亡くなったのですが……元気だったころだから、私が小学校に入る前くらいでしょうか。実際にうちに来たから分かると思いますが、あの屋敷は非常に複雑な造りになっていて、実は私も行ったことがない場所というのがあるのです」

「開かずの間ですか!?」

　つい大好きな怪談話を思い出して、私はさらに身を乗り出して聞いていた。

「子どもの私は、あの家で兄とかくれんぼをしていました。隠れるのなら、行ったことがない部屋に行ってみようと思いました。書庫や客間や物置なんかは珍しくもなかったんですが、その日、普段は見たことのない階段を見つけたんです。それは地下に続いていて、他の階段と違って見たことのない、真っ白な石でできていました」

「そこを下りたんですか」

「それが、下りようとした瞬間に母に見つかって、ひどく怒られました。そこは絶対に入ってはいけない場所なのだと。そのとき以来、私はその階段を見たことがありません。記憶を辿って、あったはずの場所に行っても、その階段は見つからないのです」

　学校の七不思議のような話に、私はすっかり惹きつけられてしまった。こういう話は本やネットでは見たことあったけど、実体験を聞くのは初めてだったのだ。

（やっぱり、あのお屋敷には何かがあるんだ……）

「お母さんは、なぜそんなに怒ったんでしょう……」

「本当は『かくれんぼ』自体、縁起が悪いのでやらないようにと厳しく言われていたのです。卜部家では神隠しのようなことは実際に起こると信じられていますから。母は普段優しくて、食器を壊したり服を汚したりしても全く怒らない人だったのですが、そのときだけはきつく叱られて、兄にもその火の粉が飛んで、二人で何時間も板の間で正座させられた記憶があります……。母について一番強烈だったのはその思い出です。とりあえず、今回はこのくらいにしておきましょうか」

　不思議な話にすっかり気を取られていた私を、星弌郎さんは一気にベッドに押し倒した。

「きゃっ」

「こんなにくっついて、おあずけを受けてる身にもなってください、まったく。今夜はたっぷり気持ちよくしてあげますから」

　星弌郎さんは甘い溜息を洩らすと、その唇で私の唇を塞いだ。

「んっ……」

　唇と唇が触れると、星弌郎さんはその感触を楽しむように何度も音を立てて唇をついばんだ。ちゅっ、ちゅっ、と音が立つ度に、ゾクゾクしてしまって、私は身体を震わせる。

「キスで感じてるんですか？　身体が敏感なんですね」

　星弌郎さんはニヤリと笑うと、私の唇を優しく噛んでから、舌で舐めた。

「あうぅ……」

　そのまま唇は私の首筋まで這っていって、耳の下の辺りを吸われる。普段人が触れないような場所に星弌郎さんの濡れた唇が触れていて、私はどんどん身体が刺激に敏感になっていくのを感じていた。くすぐったくて身じろぎすると、ガウンの中に手を入れられる。

「ひゃんっ」

「可愛い声」

　星弌郎さんは私の耳元で囁いて、片手でガウンをはだけさせた。胸が露わになって、外気に触れた肌がピクンと震える。それを見るのが楽しいかのように、星弌郎さんは私の表情や胸元を眺めていた。星弌郎さんの視線が露出した肌に落とされていると、まるでその部分が愛撫されているかのように反応して、身体の奥に甘い疼きが生まれていっていた。さっきまで吸われていた首筋に星弌郎さんの大きな手が添えられて、そこから鎖骨、デコルテをゆっくり撫でると、手のひらが胸をそっと包み込んだ。

「んっ」

「未令さんの肌、すべすべで気持ちいい」

　星弌郎さんの両手が私の胸のふくらみをゆっくりと撫でる。見つめられながら触れられると、いつもは意識しなかった身体の隅々が、女の身体なのだと分からせられる。目の前にいる星弌郎さんの体つきとは全然違っていて、そしてその人が私の身体を愛おし気に触れている。優しく触れているけど、目つきから激しく求めているのが強く伝わってきて、私がこの人を興奮させているのかと思うと恥ずかしいのに、同時に満たされるような気持ちになった。

「んっ、はぁ……」

　胸を手のひらでゆっくりと撫でられ続けて、私は甘い溜息を漏らしてしまった。もっと求めてほしいと思っている自分がいて、星弌郎さんはそんな私の気持ちを分かっているように、薄っすらと微笑んでいた。分かっているのに、強い刺激をくれない。星弌郎さんは普段は優しいけれど、たまにちょっぴり支配的になるときがあって、私は実はそんな星弌郎さんの姿をもっと見たいと思っている節があった。それは今みたいに、星弌郎さんが昂っていて、私を思いのままにできるときに現れる。私はそんな星弌郎さんに、されるがままにしてほしいと思ってしまうのだった。これは密かな私のワガママだった。

「んうっ……」

　私が身じろいで胸を動かすと、星弌郎さんはさらに口角を上げて、甘く囁いた。

「おあずけにされる気分はどうですか」

「んっ……せ、星弌郎さん、イジワル……」

「さっき未令さんが抱き着いてきたときだって、胸とか太ももとか押し当ててきて、イジワルだなって思いましたよ」

　星弌郎さんは眉を上げて、さも愉しそうに私を見下ろしていた。その視線はゾクゾクするくらい蠱惑的で、私は言い返せなくて口をつぐんでしまう。

「でもこうやって、だんだん蕩けていく未令さんの表情を見ているのも、いい気分ですね。私の下で、もっと乱れてほしい」

　言葉が終わるや否や、星弌郎さんは私の胸の突起に舌を這わせた。

「ひゃっ……！　んっ、あっ、ああっ……！」

　そこだけ触れられていなかったのに、急に生暖かい粘膜に包まれて、胸の先がチリチリするくらい反応していた。

「んっ、やあっ……」

　声を我慢しようとしても、舌で舐られて指で転がされて、手のひらで揉みしだかれて、まるで貪られるような愛撫に、恥ずかしいくらいの嬌声が漏れてしまう。両胸を星弌郎さんの思うままにされて、私は頭がぼうっとしてきてしまった。星弌郎さんの手がするっと下に伸びて、ガウンを剥ぎ取られる。

「あっ……」

　星弌郎さんは私の片足を持ち上げると、膝を肩に乗せて、内腿にキスをした。

「ひゃっ、あっ、く、くすぐった……」

　唇が脚の付け根に近付くにつれ、下腹部の奥の方がキュンキュンと疼いてしまう。もう片方の太もももゆっくりと撫で上げられて、腰が浮くような快感が下半身をゾワゾワと支配していく。脚の間にはガウンの裾が残っていたけれど、星弌郎さんに見下されて愛撫されていると、その部分がどんどん反応してくる。さっきお風呂で触られたときの感覚が蘇って、気持ちは恥ずかしいのに、身体そのものがまた触れてほしいと求めているようだった。

　私を見下ろしながら、愛おしそうに私の足にチュッと口づける星弌郎さんは、流し目がとても色っぽくて、自分の身体なのにまるで映画のワンシーンのようにロマンティックだった。そのまま足の指までキスされて、私の身体の隅から隅まで星弌郎さんのものだと刻印されているような気分になる。僅かに開いた口からうっとりと溜息が出て、星弌郎さんも深く興奮しているのが見て取れた。太ももを這う手はどんどん脚の付け根の方に向かっていて、鼠径部に指が差し掛かると、私はビクッと身体を浮かせてしまった。

「んっ……！」

「未令さんの肌……しっとりしていて暖かくて柔らかくて、ずっと触れていたくなる」

　星弌郎さんは深い溜息をつくと、起き上がって自分のガウンを脱ぎ捨てた。鍛えられた上半身が間接照明に照らされて、綺麗な鎖骨と、緩やかな稜線を描いた胸板がオレンジがかった陰影の中に浮かび上がった。普段はシャツの後ろで控えめに見えていた喉仏も、その男ぶりを誇るようにはっきりと上下するのが見えた。

「未令さん……」

　星弌郎さんはベッドに戻ってくると、甘く切ない声で私の名前を口にして、私の身体と密着させるように、覆いかぶさった。指を絡めて、私の頬や唇や首筋、指先、胸元、お腹の方まで、夢中でキスを落とした。その度に、私の身体の中に甘苦しい切なさがどんどん溜まっていって、身じろぎをするけれど、それが余計に星弌郎さんを求めているような仕草になってしまうのだった。

　星弌郎さんは私の耳元に顔を寄せると、抱き枕を抱くように私を横から抱きしめた。星弌郎さんの身体のしなやかな筋肉が、私の肌と触れ合って、まるでお互いの身体がキスするように、ぴったりとくっついて吸いつくようだった。逞しい腕でギュッと抱き寄せられると、星弌郎さん自身が私の太ももに強く押し付けられた。耳元で、星弌郎さんの息遣いがそのまま感じられて、その奥には熱い欲望が潜んでいた。星弌郎さんの少し掠れて苦しそうな声が、鼓膜を撫でる。

「さっき……ソファで言ったでしょう。未令さんは、自分のことが分かってないって」

　私は唇を噛みっぱなしだったので、返事をする代わりに、星弌郎さんの腕に添えた手にキュッと力を入れた。

「私をこんなに、興奮させるような女性ってことなんですよ。分かるでしょう？」

　おしりの横の、僅かにくぼんだところに、星弌郎さんの大きいものがぐっと押し当てられると、私は思考が一瞬止まってしまうような硬直に襲われた。それでも、星弌郎さんのそこは私の皮膚のどの部分よりも硬くなっていて、熱く脈打っている。私もすっかり濡れてしまっていて、星弌郎さんのそれを期待するようにひくひくしていた。

　一度味あわされた快感……星弌郎さんを受け入れたときの衝撃と甘美な痺れにも似た肉感を、私の身体全体が待ちきれないくらいに求めていた。星弌郎さんは私のお腹に手を当てて、またゆっくりと愛撫を始めた。耳のそばの唇から舌が伸びてきて、音を立てて私の耳を刺激した。鼓膜のそばで聞こえる水音に、脳に直接いやらしい刺激を受けているような錯覚に陥った。星弌郎さんの表情は見えていないのに、全身の感覚を彼に支配されてしまっていた。濡れた耳に、星弌郎さんの声が吹きかけられた。

「私を欲情させているのは、未令さんだってことを、よく理解してください。普段の私は、自分を抑えつけているだけなんです。実際は、未令さんの綺麗な裸に興奮して、ひたすらに貴女を抱いて、自分のものにしたいと思ってる、情欲に溺れた男なんです……」

　そんなことを言いながら、星弌郎さんは何度も私の耳にキスをして、お腹を撫でていた手はゆっくりと下腹部に移動していた。指がウエストに触れて、私は下半身をくねらせるように、もじもじと太ももを寄せ合わせていた。唇を噛んで声を殺していたけれど、星弌郎さんに強く耳を吸われた瞬間、声が漏れてしまう。

「んんうっ！」

　同時に脚の間も、どんどん濡れてきてしまって、もうシーツまで濡れてしまっているんじゃないかと思うくらいだった。自分の身体がそこまで反応するなんて、想像できなかった。星弌郎さんの手が、腰骨を撫でる。また、耳元で濡れた声が響く。

「ずっと焦らされて、切なそうな顔をしていますね。すごくいい表情ですよ。可愛い未令さんが、私を求めている顔、いやらしくて、とても愛おしい」

　私は星弌郎さんの方に首を傾けた。星弌郎さんは満たされた表情をしていたけど、少し眉間にしわが寄って、悩ましげで、むせかえるほどの色気が漂っていた。私はやっと口を開いたけど、声が出なくて、僅かに唇が動いただけだった。星弌郎さんは上体を起こして、私の正面に顔を寄せた。ガウンがかかった私の脚の間に、星弌郎さん自身が直接当たって、私は呻き声のような嬌声を上げてしまった。

「んうううっ！」

（こ、こんな声……恥ずかしい……でも、星弌郎さんのが布越しに当たって、もうおかしくなりそう……）

　星弌郎さんも少し苦しそうな表情を浮かべて、私の額に額をつけた。

「さっき、何か言おうとしましたね。何て言ってたんですか」

「ん……」

　改めて恥ずかしくなって、言い淀んでいると、星弌郎さんはグッと身体を押し付けて、私のおしりはベッドに沈み込んだ。

「んふうっ！」

「言わないと……してあげませんよ」

「あ……」

　半開きになった私の唇に、星弌郎さんは軽くキスをした。そして私の目を見つめて、ゆっくりと笑うと、低い声で言った。

「言えよ」

　星弌郎さんにそう言われた瞬間、信じられないくらい濡れてしまって、多分星弌郎さんにもそれが伝わったのか、星弌郎さんは震えるようにさらに深い笑いを浮かべた。

「あ、あ……せ、星弌郎さんに……もっと、触って、ほしい、です」

　息も絶え絶えに、何とか言葉にしたけれど、星弌郎さんはまだ物足りない様子で、私をじっと見下ろしていた。

「それだけ？」

　濡れている部分が熱くじんじんしてきて、もう自分の思考というものがなくなって、欲望と官能に操られたように、星弌郎さんに懇願していた。

「星弌郎さんの……星弌郎さんが、欲しい、です……触って、挿入れてほしいです……」

　言った後に、羞恥が戻ってきたのか、それともある種の解放感があったのか、目の端から涙が零れるのが分かった。星弌郎さんはさっきまで妖しくてイジワルな笑顔だったはずなのに、それが甘く優しくほどけて、涙を舐めとってくれた。

「よく言えました。さんざん焦らして、すまない」

　おでこにキスをされると、星弌郎さんは私の脚の間にあったガウンを剥ぎ取った。そしてぐちゃぐちゃになったそこに、指と舌を這わせた。

「ひゃっ……！」

　ぬるりとした感触が敏感になった部分に触れて、熱い息がかかる。太ももを持ち上げられて、焦らされて濡れぞぼった秘部を舐められると、下半身が蕩けるように気持ちよくなってしまう。

　ぴちゃ……くちゅっ……じゅるっ……

「んっああ……！」

　星弌郎さんの舌に弄られる音が部屋に響いて、恥ずかしいのに、身体はその刺激に悦ぶように一層愛液を滴らせてしまう。硬くなった蕾が舌先で舐められると、ピリピリと神経が逆立つような快感がお腹の奥の方まで走る。

「あああっ！」

　下から上に舐め上げられて、指先で転がされるのを何度も繰り返されると、身体中の神経が研ぎ澄まされて肌に星弌郎さんの息が吹きかかるだけで身をよじってしまう。

「こんなに濡らして、気持ちいいんですね。いやらしいところヒクヒクさせて……誘ってるんですか？」

　ゆっくりと指が柔らかくなっている襞の間に沈み込んでくる。と同時に、ピンと尖った先端に舌が絡んで、そのまま唇にそっと挟まれて、ちゅっと吸われてしまう。

「んううううううっ！！」

　一番敏感になっている部分を啄ばまれて、私は背を仰け反らせてしまった。同時に、膣中に星弌郎さんの指がつぷつぷと侵入してくる。チュッ、チュッと何度も吸われて舐め上げられている間にも、指が入っているところからはどんどん蜜があふれてきて、指の侵入をすんなりと受け入れてしまう。

「んっ！　んううっ、あんっ……！」

「すごく吸い付いてる……欲しがりやさんなんですね」

　指が入っているところを星弌郎さんに見られていると思うと、それだけでも耳がジンジンするくらい顔が熱くなっているのに、その部分はもっともっといじめてほしいとヒクヒク蠢くのが自分でも分かる。

「まだ物足りなさそうだから……指を増やしてあげますよ」

　星弌郎さんが上体を起こして、私の隣にぴったりとくっついて身体を横たえた。脚の間に星弌郎さんの太ももが割って入ってきて、無理に身体を開かせられる形になる。

「んっ……」

「力抜いてください」

　耳元で囁かれて、私は言われるがまま深く息をついた。星弌郎さんの大きな手が再び下腹部の方に下がっていって、濡れそぼった部分に指が沈み込んでいくと、さっきよりも圧迫感を感じると同時に、甘重い疼きが生まれて、星弌郎さんの指をきゅっと締め付けた。

「さっきよりキツくなりましたね。ゆっくり動かしますから……」

「あ、うっ、は、はい……っうん……」

　喘ぎ声で言葉にならないくらい頭の中が蕩けていて、そんな私の表情を星弌郎さんはじっと眺めている。

「感じている未令の顔……すごく可愛い。もっともっと、いじめてたくなる」

　星弌郎さんはまるで私の身体を思いのままにできることそのものが快感であるかのように、うっとりと微笑んでいた。そんな星弌郎さんの長い指が、くちゅくちゅと私の中に出たり入ったりするのがすごく気持ちいい。

（こ、こんなにいやらしいことされてるのに……気持ちよくて、もっとしてほしいって思っちゃう……）

　星弌郎さんの指が中で少し曲がって、今まで触れられたことのない部分を撫でられると、肌を触れられたときとは別の、ゾワゾワと逆毛立つような快感が広がって、既にぐっしょりと濡れているのが、さらに奥から汁がふき出してしまう。

「ひゃっ！　や、やだっ、止まんない……やだぁ……！」

　自分の意思とは無関係に溢れ出てしまうのが、信じられないし、とにかく恥ずかしい。それでも星弌郎さんは、それすらも愛おしそうにゆっくりとその感じやすい部分を指の腹で撫で続ける。

「ナカのここ、弱点なんですね。たくさん溢れて……私の指がふやけてしまいそうだ」

「やんっ、やめてぇ……中おかしくなっちゃう……」

「やめていいんですか？　奥、もっと欲しそうにヒクついてるのに」

　星弌郎さんの指が伸びて、奥の方を優しく突く。

「ああっ……」

　熱い溜息のような、その刺激を待ち焦がれていたような低い声の喘ぎが自分の口から出る。

（やだっ……こんなに奥に欲しがってたんだ……）

「もう未令さんの身体は私を知ってしまってますから……奥に欲しいんでしょう？」

　星弌郎さんの腰がぐっと押し当てられて、硬くて熱くなっている星弌郎さんのモノが、おしりの柔らかい部分にめりこんだ。

「んんっ……！」

　星弌郎さんは私の耳たぶを甘噛みしながら、それを私の腰回りに擦りつけてくる。直接見なくても、その形が分かって、もう既に一度受け入れたはずのものなのに、改めてその大きさに身震いしてしまう。星弌郎さんの熱い吐息が耳にかかって、それだけで私のお腹の奥の方で星弌郎さんを求めるようにじゅくじゅくと疼いてしまう。

「もう、指二本でもすんなり入るようになりましたね」

　褒めるような声色で、音を立てて耳を吸われる。それだけで脳みそが揺れるような快感に襲われる。身体も頭も、星弌郎さんの指や舌で蕩け切ってしまっているのだ。

「これだけ蕩けてたら……」

　星弌郎さんは私の上に覆いかぶさって、太ももに自身をピタリと当てた。より近くに星弌郎さんの滾りを感じた秘部が、ヒクリと反応する。

（私……挿入られるのを期待してるんだ……）

　星弌郎さんは押し当てたまま、指を三本に増やして再び私の中をかき混ぜる。

「んっ、ああああっ！！！」

「未令の口からいいと言ってくれるまで、これは挿入れませんから」

「あんっ、あ、さ、さっき……さっき言ったっ……」

　喘ぎながら必死に答えると、星弌郎さんはまた私を見下すような目つきで、甘くイジワルな顔になった。

「私の『何が』欲しいかは聞いてないので」

　星弌郎さんの指が私のナカで広げられて、閉じられる。それに合わせるように、内壁も広がって、指に吸い付くようにキュウッと締まる。

「こんなにきつく締め付けるなんて、中に挿入れたらどれだけ気持ちいいんだろうな」

　星弌郎さんが独り言のように言葉を吐き捨てて、太ももに押し付けられたソレがビクンと脈打った。

（あっ……）

　その瞬間、私の理性の糸がプツンと切れて、欲望が意思や羞恥心を押しのけて、身体中を支配した。熱い滾りが脚の間から頭の先まで駆け抜けた感じがして、私は熱に浮かされたように星弌郎さんに懇願していた。

「せ、星弌郎さんの……」

「ん？」

　星弌郎さんは、子どもに接するかのような優しい表情で、快感でぐちゃぐちゃになっているであろう私の顔を覗き込んだ。そうしている間にも、指は私の感じやすい部分を確実に責め続けていて、私は本当に我慢ができなくなっていた。

「んっ……星弌郎さんのっ……あ、熱くて……硬くて、おっきいの……挿入てほしい、ですっ……」

　星弌郎さんは私の言葉を聞き終えると、そのまま私の唇を唇で塞いだ。喉の奥深くからずっと耐えていたような深い溜息と一緒に、さっきまで私の一番恥ずかしい部分を舐めていた舌が、私の咥内に入ると、口の中の全てを嘗め回すように、ゆっくりと粘膜を愛撫し始めた。

（このキスだけで……頭がショートしそう……！）

　キスをしながら、星弌郎さんは私の手を取って、自身の昂ぶりにそっと触れさせた。

「！」

　ゴム越しとはいえ、それはすごく熱くて、硬くなっていて、私が触れるとまたビクビクッと動いた。

（星弌郎さんもこんなに反応してるんだ……）

　唇が解放されて、星弌郎さんは私に切なそうな表情を見せた。

「未令に触れられてると思うだけで、頭がおかしくなってしまいそうだ……」

　声が掠れて、悩まし気にひそめられた眉から、星弌郎さんも同じくらい欲しがっているのが分かった。愛撫で高まっていたのは私だけじゃなくて、星弌郎さんもそうだったのだ。

（お互いを求めて愛し合うって……こういうことなのかも……）

　私は恐る恐る星弌郎さんの首の後ろに手を伸ばして、自分から唇を重ねるだけのキスをした。

「来て……」

　私が言えるのはもうそれが精いっぱいで、その次の瞬間に、さっき触れた星弌郎さんの先端が、私の潤んだ裂け目にグッと押し当てられていた。指と比べ物にならないくらいの圧迫感。でも、それ以上にそこは濡れそぼっていて、男の人を欲しがっていたから、僅かな抵抗のあと、私は星弌郎さんを受け入れた。

「んっ、んぅうんんんっ……！」

「っ……」

　初めてじゃないけど、星弌郎さんのに慣れるなんてこれからずっとあり得ないんじゃないかってくらい、息が詰まりそうな甘苦しさ。ゆっくり広げられながら擦り上げられると、腰から下が勝手に浮き立つような、まるで自分の身体ではなくなってしまったような感覚に襲われる。

「辛く、ないですか」

　星弌郎さんが切なげな吐息交じりに声をかけてくれる。私は声が出なくて、何度か頷いた。星弌郎さんは愛おしそうに私にキスをした。

「ゆっくり、してあげるから」

　奥まで押し込まれて、私の中がぴったり星弌郎さんのモノにくっついて、強く締め付けてるのが分かる。

「っは……未令……っ」

　星弌郎さんが気持ちよさそうに呻いて、そのままずるりと引き抜かれる。お腹の中が全部引き出されたような、解放感にも似たものがまた私の全身に広がって、はしたない喘ぎ声が漏れる。

「んはぁあっ、あうっ……」

「未令のナカ、あたたかくてぬるぬるしてて、すごく気持ちいい」

「い、言わないでっ……」

　先端だけを私の中に残して、再びぐちゅっ、と奥まで突かれると、内壁だけではなくて、お腹の奥の方までキュゥンと締まる感じがした。

「はぁっ……」

　甘い溜息を漏らしながら、星弌郎さんは私の一番奥の女性の部分に先端をグリグリと押し付けてきた。そんな風にされると、じゅわじゅわと蜜が溢れて下腹部から頭のてっぺんまで痺れが突き抜ける。

「んっ、あう、ああっ、そんな、そんなにしないで……」

　気持ちよすぎて訳が分からなくて、頭を振りながら懇願すると、星弌郎さんはまた耳元に唇をつけて、脅すような声で囁いた。

「未令はここを突かれるとイイんでしょう」

　さらに腰を奥に打ち付けられて、指でほぐされていた部分を星弌郎さん自身で刺激されると、腰ががくがくと勝手に震えてしまう。星弌郎さんが動いていなくても、出たり入ったりする感覚がたまらなく気持ちがいい。

「自分から欲しがるなんて……未令はやっぱりいやらしい」

「ち、ちが、ひゃあああんっ！」

「少し激しくしますよ」

　浮ついた腰をがしっと両手で掴まれて、ぴったりと密着させられた星弌郎さんの腰が離れたと思うと、再び突き上げられる。私の脚は星弌郎さんの腿の上に乗って、星弌郎さんが抽送を繰り返す度につま先が跳ねた。

「あんっ、ああっ！」

　既に最初の衝撃は和らいで、私は星弌郎さんの大きなモノをたやすく受け入れるようになっていた。出し入れされる摩擦はじわじわと体中の性感を目覚めさせていく。

「ひんっ、ああっ、ひあっ！」

　律動に合わせて私の胸は激しく揺れて、星弌郎さんはそんな私の乱れた姿を見下ろして、少し残忍なくらい快楽に歪んでいた。

「未令、とても綺麗だ。こんなに締め付けて、もっと欲しいんだろう」

　甘いのにどこか毒々しいような星弌郎さんの声色に、私も酔ってしまったように答えた。

「は、はいっ……んっ……も、もっと、もっと欲しいです……っ……！」

　星弌郎さんは満足げな溜息をついて、愉悦に満ちた表情で呟いた。

「それでいい、私なしではいられない身体になればいい」

「っっ……！　あ、ああああんっ！」

　一層ピストンが激しくなって、男性という存在に与えられる快感で思考が吹っ飛んでしまう。パン、パン、と腰を打ち付けられているうちに、私の身体全部が星弌郎さんを気持ちよくするためにあるのかのように思えて、それがゾクゾクとした多幸感に変わっていった。本能的に身体は星弌郎さんを求めて、私は必死に星弌郎さんに抱きついた。

「っ……！　きつっ……もう、そろそろ……」

「ひっ、あっ、あ、わ、私も、いっちゃ、イッちゃうっ」

　二人の息遣いと、ぐちゅぐちゅとお互いの性器が求め合う音と、お互いの皮膚が当たる音が部屋中に充満している。星弌郎さんの表情が一瞬曇って、息が荒くなった。

「未令の……イくところ、見ててあげるから……」

　一回一回の突き上げが、奥の一番いいところに当たり続けて、快楽が波のように足先から腰にゾワゾワと上がり続けてきていた。深い絶頂が、すぐそばで私たちを呑み込もうとしているのが分かる。

「あっ、あんっ、ああああんっ、せいいちろうさん、い、いいっ、イく、イッちゃう」

「っ……ああっ……未令っ」

　星弌郎さんは私をギュッと強く抱きしめた。そして一番奥に突き刺さった瞬間、私の頭の中で何かが弾けて、身体中がビクビク跳ねるくらい甘く痺れるような快楽が襲った。星弌郎さんのモノは私のナカでビクビクッと激しく脈打って、しばらく星弌郎さんは荒い呼吸を続けていた。

「未令……」

「……は、はい……」

　星弌郎さんは顔を上げて、私の乱れた髪を顔からよけてくれた。

「愛していますよ」

　そう言った星弌郎さんの顔からは、さっきの少し残酷にも見える表情は消えて、いつもの綺麗で優しい目つきになっていて、私は少し安心した。と同時に、繋がったまま、さっきのあの表情を思い出して、少しまたお腹の奥がきゅんとなるのを感じた。

「わ、私も……愛しています」

「よかった。少し休みましょうか」

「はい……」

　ゆっくりと星弌郎さんが起き上がって、布団をかけてくれた。身体に残った熱と、ベッドの心地よさに、私はそのまま意識を失ってしまった……。
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「未令さん、未令さん。起きてください」

「ん……」

　目が覚めると、部屋には陽がうっすらと差し込んでいた。ぼんやりする頭を声のする方に向けると、既にぴしっとスーツを身に纏った星弌郎さんが私の顔を心配そうに覗き込んでいた。

「星弌郎さん……おはようございます」

「おはようございます。未令さん、今日お仕事ですよね。月曜日ですから」

「あっ！」

　私は飛び跳ねるように起きた。しかしまだ服を着ていなかったので、掛け布団を抱えるようにしてオロオロと時間を尋ねた。

「まだ朝の七時過ぎです。着替えと、朝食は用意してあります。シャワーも使っていただいて構いません。未令さんの職場までは車を用意してありますから」

　星弌郎さんは私の出かける準備の手筈を整えてくれていた。私は着替えて、軽い朝食を星弌郎さんと食べることにした。

「ありがとうございます……すっかり用意してもらっちゃって」

「いえ、私が昨日無理させたのがいけなかったですから。未令さんが可愛いので、つい」

　星弌郎さんはフッと笑みを浮かべたけど、やっぱりそこには昨日の残忍さはなくて、でも私の身体の奥に残っている甘い痺れのようなものがそれを思い出させて、呟いた。

「星弌郎さんって……ベッドの中と普段だと、ちょっと違う感じ」

　チラッと星弌郎さんを見ると、少し照れたような、困ったような表情をして、口元を抑えた。

「怖がらせてしまったらすみません。本当は……自分のああいう側面は、なるべく抑えるようにしているんですが……未令さんがあまりにも私に反応してくれるので、いじめたくなるというか」

　そう言われて、私はドキドキしながら尋ねた。

「怖くはないですけど……もしかして、星弌郎さんはちょっとＳなんですか」

　星弌郎さんはそんなことを言われたのは意外、といった感じで目をパチクリさせた後、ニッコリと愉しそうに微笑んだ。

「もしかしたら、そうなのかも知れませんね。でもきっとそれも、未令さん次第ですよ。あんまりいじらしい反応をされると、私の……性的に嗜虐的な面が出るかもしれません」

　ド直球に言われて、私は朝から何を話しているのだろうと、とりあえず出されたオレンジジュースを一気飲みした。星弌郎さんは、かっこよくてお金持ちでオカルティックでスピリチュアルでセックスが激しくてしかもちょっとサディステックなのだ。もうてんこ盛り過ぎて、私はこの後普通に仕事ができるか心配になってきた。でも、やっぱり一つ気になっていることがあった。

「あ、あの……星弌郎さん」

「どうしましたか」

　マンションの地下駐車場に向かう途中のエレベーターの中で、私はおずおずと尋ねた。

「私、この間も、今日もすぐ寝ちゃいましたけど……本当は、星弌郎さん……私とのエッチに満足してないんじゃないですか」

　星弌郎さんはチラリと私を見下ろすと、右手で私の顎をクイッと持ち上げた。

「未令さんは、そんなこと気になさらなくていいんですよ」

「で、でも……」

　星弌郎さんが瞼を伏せると、睫毛がその目元を暗くした。その奥で、妖しげな光がギラリと光って、昨夜の快楽に歪んだ星弌郎さんを思い起こさせた。

「言ったでしょう。未令さんが大切だから、私は自分を抑えているんです。もし、私が満足いくまで貴女を求める、そのときは……」

　エレベーターが駐車場に着いて、一瞬言葉が途切れた。星弌郎さんが歩き出したので、私も後について行った。

「そ、そのときは？」

　星弌郎さんは自分の車とは別に、前もって私のために手配してくれていた車に近付くと、ドアを開けて私を乗せてくれた。ドアを閉める前、星弌郎さんは私を抱き寄せて、耳元で囁いた。

「未令さんが完全に私のものになったとき、貴女を抱きつくします。私が満足するまで、寝かせる間もなく喘がせてあげますよ」

　ドアが閉まって、窓越しに星弌郎さんがさわやかな笑顔で手を振っていた。あんなことを囁かれて、私は朝から顔を真っ赤にしていた。

（「完全に私のものになったとき」って……つまり、お嫁さんになったときってことかな。星弌郎さんは私と結婚するってこと、リアルに想像してるよね、きっと……）

　でも、なんだかんだ星弌郎さんとの夜を思い出すにつけ、普段は優しいのに、ベッドでは呼び捨てにされたり、イジワルされたりすることに、胸の高鳴りを思える自分がいた。思い出すだけで頭がボーッとピンク色の靄がかかったようになる。

　そんな状態で、私は何とか出社をした。仕事もほとんど手につかなくて、何度確認してもミスを起こしそうなくらい覚束なかった。
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「未令ちゃん、この間の彼氏と上手くいってる？」

　ランチの時間に、陽子さんが早速声をかけてきた。自分だけでモヤモヤと抱えるのにはあまりにもことが重大過ぎて、陽子さんにこれまでの顛末を話すことにした。

「ぷ、プロポーズ!?　それも一ヶ月以内にって……そんなの、大チャンスじゃない！」

「う、うん……」

「なんか歯切れが悪いわね。彼のこと、好きなんでしょう？」

「好き、なのは確かにそうだと思う。でもまだ会ったばっかりだし……」

「でも、向こうだって愛してくれて、そこまで尽くしてくれてるんだから、本気だと思うけどな。遊びだったらいきなり実家なんて連れていかないって！」

　陽子さんは興奮して、アイスコーヒーのストローをしきりにかき回していた。

「でも、何だか好かれているって実感がわかなくて……。今が幸せなのは確かだし、何か自分の中でハッキリ納得できてないというか、フワフワしちゃってるっていうか」

　曖昧な私の言葉に、陽子さんは身を乗り出して私の両肩を揺さぶった。

「そんなに尽くしてもらって、エッチまでしたのに好かれてる実感がないって、心が不感症になっちゃってるよ!?」

「不感症……」

　確かに、星弌郎さんと出会ってからここ数日、自分の感情の振れ幅が前よりも大きくなっている。大きなお屋敷に招かれてビックリして、素敵なお部屋で美味しいお食事を楽しんで、未体験の快感を与えられて……。でもそういうことだけじゃなくて、星弌郎さんと一緒に居るうちに、これまでずっと見ないようにしてきた自分の固まった心の隙から、喜びとか幸せが少しずつ湧き水のように流れてきている。でも、固まった部分があまりにも大きくて頑なだから、その全てを感じ切れてないのだ。





＊　　　　　　　＊　　　　　　　＊






　午前中は昨晩の名残で身体中が疼いてしまっていたけど、午後は自分が「不感症」であること、心が固まってしまったことに想いを馳せていた。

　確かに上手く言えないけれど、今の私はまだ表面的なリアクションだけで、自分の誠心誠意を星弌郎さんに伝えられていない気がしていた。まだ、自分の本心をさらけ出せていないのだ。

（星弌郎さんが私に示してくれる程の誠実さを、私は全然示せていないよなぁ……だから、星弌郎さんのことは好きだけど、私の方から結婚してほしいって伝える覚悟ができていないのかもしれない。

　そう思ったとき、涙さんの言葉が思い出された。

『結婚に対して尻込みする気持ちがあって……それは卜部家が奇妙だから、という以上の何かがある』

　その通りだった。星弌郎さんが変わった家の人だからとか、スピリチュアルなところとかは、私にとっては特にそこまで気になることではなくて、むしろそんなところも彼の魅力だと思ってる。

（尻込みしてる理由は、星弌郎さんのことを知っていくうちに見えてくるかも、って言われたんだっけ……。でも、星弌郎さんのことを深く知る度に、どんどん自分の気持ちを問われてしまう気がして……私の中のわだかまり、なんだよなぁ）
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　仕事は繁忙期に入りかけていて、その日は少し残業をした。家に帰って少し気持ちを整理しようと帰り支度をしていると、定期入れがないことに気付いた。

（もしかして星弌郎さんのおうちに忘れてきちゃったのかな……？）

『星弌郎さん、昨日はありがとうございました。お部屋に定期入れを忘れたかもしれないのですが、もし見かけたらご連絡ください』

　とりあえずスマホでメッセージを送って、会社を出た。駅の改札に入る直前に、星弌郎さんから電話がかかってきた。

『未令さん、いまどちらですか？』

「今、大手町の駅で、これから帰るところです」

『よかった。今朝未令さんの職場まで送った車の中に、定期入れが落ちていたんです。預かっていますよ』

「わ、ありがとうございます！　お手数をおかけしました。どうしましょう、星弌郎さんがお暇なときに取りに行ってもいいですか？」

『実は、今車で大手町の近くを走ってるんです。もしよかったら、会えませんか』

「！」

（どうしよう……昨日も会ったのに、今日も会って、どんどん星弌郎さんにのめり込んじゃいそう……でも、星弌郎さんのことをもっと知ることで、私のわだかまりが消えていくなら、迷ってる余裕はないよね……）

『無理にとは、言いませんが』

　星弌郎さんの遠慮がちな声が少し寂しそうで、私は通話しながら地下鉄の階段を駆け上がった。

「会いたいです。えっと……将門塚の前で待ってます！」

　大手町の気の利いた待ち合わせ場所が分からなくて、私はつい日本三大怨霊と名高い平将門の首塚を指定してしまった。でも、それが星弌郎さんの心をほぐしたみたいだった。

『いい場所ですね。さすが未令さん』




　星弌郎さんが来る前に、私はこっそり将門塚に願掛けをした。将門様にお祈りする人は現代でも結構たくさんいる。私もたまに寄るのだけど、今日は「星弌郎さんに対する自分の気持ちがハッキリしますように」とお願いした。

　ほどなくして星弌郎さんの車が停まって、私は助手席に乗り込んだ。仕事で疲れているはずなのに、星弌郎さんは朝と同じように、爽やかで優しい微笑みを浮かべていた。

「実は、定期入れ以外にも未令さんにお渡ししたいものがあるんです。うちに来ていただけますか」

「いいんですか、昨日も今日もお邪魔しちゃって……」

「私は一向に構いませんよ。また未令さんと一緒に居られるんですから」

　運転をしているからだけど、スッと流し目でそんな風に誘われたら、断れなかった。結婚する踏ん切りはついてないくせに、私は星弌郎さんの押しには弱いのだった。

（やっぱり星弌郎さんは素敵だな。それでもこれまでずっと女性と上手くいかなかったなんて、よっぽど「何か」の力が働いてたのかな……。宇宙意志ってやつ……）
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　星弌郎さんのお家について、私はまたリビングのソファに案内された。チラリとテレビのところにある写真立てを見ると、当たり前だけど昨日と同じ家族写真が飾られていた。なぜだかどうしても、あの写真が気になるのだった。

「未令さん、定期入れ、これですよね」

　星弌郎さんは隣に座って、失くした定期入れを差し出してくれた。

「これです！　ありがとうございます。定期を買ったばっかりで、会社から家が遠いから買いなおすの辛いなと思っていたので、助かりました」

「通勤、大変ですよね。いつもこのくらいの時間に帰るんですか？」

「今日はちょっと残業しました。仕事が繁忙期に入りそうで、例年だともっと遅くなるときもあります」

　去年の忙しさを思い出して、つい溜息が出てしまう。すると星弌郎さんはジャケットから小さな袋を取り出した。深い紺色のビロードでできた袋で、サテンのリボンで封がされている。星弌郎さんは私の手を取って、その袋をきゅっと握らせた。

「お渡ししたいと言っていたものです。プレゼント、というほど大層なものではありませんが」

　そう言う星弌郎さんは、プレゼントを受け取る側のようにワクワクした目をしていた。リボンをほどいて袋の中身を取り出すと、中から新品の鍵が出てきた。

「これは……」

「この家の合鍵です」

「えっ！」

　思わず星弌郎さんの顔を見ると、少し恥ずかしそうに微笑んでいた。

「カードキーと迷ったのですが、こちらの方が使いやすいかと思って……カードは何だか味気ないですしね」

「え、えっと……」

　部屋の合鍵を渡されたのなんて初めてだったから、こういうとき、どうリアクションしたらいいのか分からなかった。

「こ、このお部屋に入ってもいいってことですか……」

　星弌郎さんは私の反応に愉快そうに笑った。そして私を膝の上に乗せるようにして後ろからハグをした。

「この家に住んでも構わないということですよ。これから残業が続くんじゃ、お家に帰るのは大変でしょう。それに……」

　星弌郎さんは私の耳元に唇を寄せた。

「少しでも未令さんのそばに居たいですから。朝も夜も」

　チュッと耳元にキスを落とされて、強く抱きしめられた。星弌郎さんの甘い香りが漂って、抱きしめられると、ドキドキするのに、同時に安心もする。

（ずっと抱きしめられていたいな……）

　私は星弌郎さんの温度を感じながら、ゆっくりと目を閉じた。

「嬉しい……」

　口から自然と気持ちがこぼれた。私は星弌郎さんに向き合って、星弌郎さんを自分からギュッと抱きしめた。

「嬉しいです。ありがとうございます」

　星弌郎さんの顔を見ると、頬が赤くなっている。星弌郎さんはカッコいいところもあるのに、こういう可愛いところがあるのが不思議だけど、それがまたとてもチャーミングなのだ。星弌郎さんは軽く咳払いをして、私に言った。

「未令さんは私にたくさん甘えてもらっていいんです。それは約束しましたね」

「はい」

「私は、未令さんには礼を尽くしたいと思っていますが……未令さんは私に敬語を使わなくてもいいんですよ」

　星弌郎さんは私の頭を撫でた。そういえば、初めて一緒に過ごした朝に、私からそんなことを言った記憶がある。

「それ、私が先に言ったのに、星弌郎さんがうやむやにしたやつ……」

　さらにぎゅっとして、身体をわざと押し付けるようにすると、星弌郎さんは身体を強張らせた。

「うやむやではありませんよ。私だって、敬語でないときがある、という話をしたはずです」

　星弌郎さんの手が私の腰をぐっと抱き寄せられる。私はベッドの中のイジワルな星弌郎さんのことを思い出して、身体が少し熱くなるのを感じた。

「着替えやメイク道具なども揃えましたから、今夜も泊まっていってください。それに、今夜は手を出しませんから」

「えっ」

　星弌郎さんの言葉に、私はちょっと期待していた自分がいるのに気付かされた。

（うう、なんかがっついてるみたいで恥ずかしいな……）

　星弌郎さんは甘い溜息をついて、私の頭に顔を埋めた。

「毎晩だと、未令さんも辛いでしょうから。私も、欲求がとめどなくなってしまうのは避けたいですし」

「！」

　でも、星弌郎さんの手が私の身体をゆっくりと撫でていて、その手つきは異性の身体を求める愛撫なのだった。

（星弌郎さん、自制してるのかな……。でも確かに、昨日の夜と同じようなことされちゃったら、明日の朝起きられないかも。今朝も危なかったし）

「ホントにいいんですか？」

「いいんです。未令さんはこの家に住んでいいし、敬語は不要ですし、今日は私は何もしません」

　そう言い終わると、星弌郎さんは決意表明のように、私のおでこにキスをした。

「自分の家だと思ってください。嬉しいと言ってくれて、私も嬉しいですよ」

　その日は、星弌郎さんはまだ仕事があると言って、私は先にベッドに入った。起きて星弌郎さんを待とうと思っていたけど、満たされた気持ちで、そのまま眠ってしまった。
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　こうして、私は星弌郎さんの家にお泊りできるようになった。残業が続きそうで、とりあえず今週は泊めてもらって、週末に自分の家に帰ることにした。

　火曜日になって、仕事はますます忙しくなった。夜あまりにもお腹が減って、コンビニで買ってきたご飯を食べながら仕事を片付けていく状態だった。星弌郎さんの家に着いたのは、十一時を回っていた。

　タワーマンションの慣れないオートロックにちょっとキョドキョドしながら、星弌郎さんの部屋のドアを開けると、既に星弌郎さんは帰宅しているようだった。

「た、ただいま……」

「おかえりなさい、未令さん」

　キッチンにいた星弌郎さんは、薄いセーターにチノパンを着て、エプロンを巻いている。

（スーツ以外の私服もだらしなく見えないところがさすが……！　私は今すぐスウェットに着替えたいくらいなのに……）

「遅くまでお疲れ様です。ご飯は食べましたか？」

「会社で適当に食べてきちゃった」

「そうですか……」

　星弌郎さんはちょっとしょげたような顔をした。

「もしかして、お夕飯作ってくれてたんですか？」

「まだ作ってないですよ。一緒に食べられたらなと思っただけなので……」

　星弌郎さんはエプロンを外して、キッチンの片づけを始めた。せっかく待っていてくれていたのに、何だか申し訳なくなって、私は星弌郎さんに駆け寄って、腰に腕を巻き付けて抱きついた。

「わっ！　ど、どうしたんですか、未令さん」

「星弌郎さん、今日は、絶対一緒に寝ましょうね」

「……っ」

　抱きついたまま星弌郎さんの顔を見上げると、また顔が赤くなっていて、両手が中途半端な位置で空中を彷徨っていた。

「昨日は私先に寝ちゃいましたけど、今日はぎゅってして寝るって決めたので」

　星弌郎さんの胸に顔をうずめると、星弌郎さんの手がそろそろと私の頭と肩に手を置いた。

「ぎゅってするだけですからね」

「えっ」

「私は明日早いので……。お風呂が沸いていますから、入ってください」

　そう言うと、星弌郎さんはふいっと二階に上がっていった。

（星弌郎さん……なんか、我慢してる……？）

　お風呂を上がって寝室に行くと、星弌郎さんはベッドに入って本を読んでいた。英語の本で、いかにも難しそうだ。私はベッドの中に入ると、星弌郎さんの横にぴったりくっついた。星弌郎さんは、チラッと私を見ると、本を閉じて部屋の灯りを消して横になった。私はすかさず星弌郎さんの胸元にぎゅっと抱きついた。

「……」

　星弌郎さんは私の肩を抱いて、ぐっと目を瞑った。

「おやすみなさい」

「……星弌郎さん」

「何ですか」

「もっとくっついてもいい？」

「……ダメです」

「星弌郎さん」

「何ですか、もう寝てください」

「……我慢してるんですか」

　星弌郎さんは目を開いて、私の額を人差し指でぐりぐり押した。

「もう寝なさい」

　そう言うと、星弌郎さんは私に背を向けた。私は星弌郎さんの逞しくて、暖かい背中に後ろからぴったりとくっついて眠った。真夜中に、星弌郎さんが起きた気がしたけれど、寝ぼけていたので気のせいかもしれなかった。




　翌朝起きると、スマホにメッセージが入っていた。

『おはようございます。今日は遅くなると思います。先に眠っていてください。部屋にあるものは好きに使ってくださいね。大好きです。』

　最後の「大好きです」が、星弌郎さんがスマホ上でできる精いっぱいの愛情表現なんだなと思って、朝からキュンとしてしまった。

（こんな風なやりとりしてると、同棲してるみたい。いや、事実同棲…!?　もしかして、星弌郎さんは結婚生活を見越して……そ、そうだよね。私、ホントに星弌郎さんの思惑に乗せられちゃってるなぁ……）

　朝は星弌郎さんとのことを考えていたけど、その日も仕事はめちゃくちゃ忙しくて、夜にはヘロヘロになって星弌郎さんの部屋に辿り着いた。

　星弌郎さんはまだ帰っていないみたいで、私は一人でお風呂に入って、一人でベッドに入った。星弌郎さんのいない家はひどく広く感じられて、少しもの寂しくなった。気分を紛らわせようと思って、『オカルトちゃんねる』をスマホで見たけど、「呪われたマンションの怪」の回で、寂しいうえに怖くなってしまって、私はベッドにもぐりこんだ。

（星弌郎さんがいないと、こんな素敵なマンションでも何だか落ち着かないなぁ……）

　水曜日が過ぎて、木曜日になった。同じように私は連日残業が続き、星弌郎さんはそれ以上に忙しいみたいで、私は一人で星弌郎さんの家で過ごすのだった。

（せっかく、一緒にいられると思ったのにな……）

　食事は適当に簡単なものを作って済ませたけど、たくさんの食器や広いダイニングを見るにつけ、一人でいるのがより身に染みた。そして、何より星弌郎さんの寝室にいると、星弌郎さんの匂いが残っていて、それが一層恋しい気持ちにさせる。

（このところ、星弌郎さんとずっと一緒にいたし、自分から抱きつくくらい距離を縮められた……）

　それは私の中で少し自分の心をさらけ出せたことだったけど、少し会えないだけでもこんなに寂しさが募るなんて思わなかった。

（人を好きになるって……こんなに心が動くんだ……）

　星弌郎さんのぬくもりを思い出しながら、布団を抱きしめて眠った。
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　金曜日。仕事が終わって、星弌郎さんのお部屋に戻ったのは、零時近くなっていた。

（これは毎日自分の家に帰ってたらとんでもないことになってたなぁ。合鍵をもらえて本当に助かった……）

　部屋に入ると、部屋の灯りがついていて、リビングからいい香りが漂っていた。

「未令さん、おかえりなさい」

「星弌郎さん……ただいま」

　星弌郎さんはゆったりとしたローブを着ていて、既に寝る前の格好だった。

「すごくいい香り。何を作ってるんですか」

「紅茶ですよ。中国の高級茶で、身体にいいと言われてるんです。未令さんも飲みませんか」

「飲む！」

　いつものソファで、星弌郎さんの隣に座って紅茶を頂いた。香辛料が入ったような変わった香りで、飲むと身体がポカポカしてくる。

「美味しい……。疲れた体に染み渡ります」

　星弌郎さんに凭れ掛かると、星弌郎さんも私の肩をそっと抱き寄せてくれた。

「今日も遅かったですね。お疲れ様です」

「星弌郎さんもここのところずっと遅かったですよね。私先に寝ちゃってた……」

「すみません。実は、未令さんとゆっくり過ごしたくて、前倒しで仕事を片付けていたんです」

「えっ！　そ、そんな……」

「せっかく一緒にいてくれるってことになったから、明日からはずっとそばにいられるように、リモートワークで済ませられるようにしました」

　星弌郎さんは微笑んでいたけど、私は既に星弌郎さんと出会って一週間が経ったことに気付いた。つまり、星弌郎さんの予言まであと三週間もないのだ。

「星弌郎さん……そこまでしてくれて、私……」

「いいんですよ。私がしたくてしてることですから」

　私はたまらなくなって、星弌郎さんに抱きついた。いまここで、星弌郎さんのプロポーズを受け入れてしまえたら……。一瞬その考えがよぎったけれど、星弌郎さんは私の頭をゆっくりと撫でて言った。

「未令さん、疲れてるんじゃないんですか」

「ん……でも、最近星弌郎さんに抱きしめてもらってないから……」

「……多分、今夜は抱きしめるだけじゃ足りないですよ。平日だから、触れないでいたんです。足腰が立たなくなったら困るでしょう」

　星弌郎さんは冗談めかして言っていたけど、本当は星弌郎さんだって私のことが欲しいんだと、そう思っててほしいと思って、私は星弌郎さんの顔を両手で包み込んだ。

「星弌郎さん、ずっと我慢してるみたいだったから……今日は私のこと、たくさん好きにしてください」

　そのまま星弌郎さんにキスをすると、星弌郎さんは目をぱっちりと開いたまま固まっていた。私は今更恥ずかしくなって、星弌郎さんの胸に顔を埋めた。

「まったく……そんなこと言って、どうなっても知らないからな」

「え……きゃっ！」

　星弌郎さんは私を抱き上げて、そのまま二階に上がっていった。

「ち、ちょっと、星弌郎さん、私まだお風呂とか……」

　脚をばたつかせても、星弌郎さんはびくともしない。私の身体と星弌郎さんの身体じゃ、どう頑張っても星弌郎さんには適わない。そんなことを十分承知しているから、星弌郎さんは私に無理なことを強いないで、あくまで「紳士的」に接してくれてるんだけど……。ベッドに横たわらせられて、星弌郎さんがその上に覆いかぶさってくる。星弌郎さんはいつもの優し気な表情から、明らかに「スイッチ」が入ってしまっているのが、目で分かった。

「ずっと抑えてきたから、どうなっても知りませんよ。未令が、自分から誘ったんですから」

　星弌郎さんの熱い吐息がかかって、そのまま唇を塞がれた。私は服を着ていたのに、星弌郎さんにスカートの下を弄られると、もう女性としての身体が期待していたのか、敏感な部分がじっとりと湿っていた。星弌郎さんはその部分をからかうように、ショーツの上からふにふにと指で弄ってくる。

「未令、もうここ濡れてる……私のことが欲しかったんですか」

「んっ……」

（そんなこと、聞かなくても分かってるくせに……）

　星弌郎さんはニヤリと笑って、思いきり私の首筋を吸った。吸いながら、どんどん服が脱がされていく。

「この間はさんざん焦らしたが、今夜は無理そうだ」

　服を全部脱がされて、星弌郎さんの唇がようやく首筋から離れた。吸われていたところがジンジンして、そこを星弌郎さんが指でなぞった。

「心も身体も、全部私のものになってしまえばいい」

　星弌郎さんは満足げに裸になった私のウエストや太ももをゆったりと撫でていた。ゆったりとした愛撫でどんどん感度が高まる。改めて、私は星弌郎さんに女としての身体を目覚めさせられてしまった、という実感が湧く。その意味では、既に心も身体も星弌郎さんのものなのだった。

（星弌郎さんの手のひらや長い指に撫でられていると、身体が熱くなって、蕩けそう……）

　星弌郎さんは私の唇に軽いキスをして、ベッドから起き上がった。私は頭がぼうっとして動けなくて、星弌郎さんがかけてくれた布団が素肌に触れて、胸の先や太ももに甘かゆいような刺激を受けて、愛撫が続いているような気持ちになっていた。

　布団が剥ぎ取られたかと思うと、すぐに星弌郎さんに抱きしめられた。裸になった星弌郎さんが肌をくっつけてきて、胸やお腹や太もも……自分の身体の柔らかい部分が、星弌郎さんの男らしい身体つきに押しつぶされるようで、女と男の身体の差異をまざまざと感じさせられた。

（んっ……星弌郎さんの、すごく大きくなってる……）

　コンドームをつけてくれているのは分かったけど、それでも熱さや形が分かるくらいぴったりとあてがわれていて、さっきから潤みっぱなしになっていた私のそこは、早く挿入れて欲しいと主張するように、その強張りに吸い付いていた。表面をゆっくりと擦られると、ヒクヒクして、摩擦を促すようにトロトロと愛液が染み出してくる。普段は隠れているはずの突起もぷっくりと膨れ上がって、擦られると、指で触れられたときとは違う、より強い快感が子宮の方全体に響く。

「ううっ……あうっ……」

　低い呻き声を出した私の顔を、星弌郎さんが見下ろしている。

「いやらしい表情をして……。下の方も物欲しそうに私に甘えてきて、もう欲しくてたまらないんでしょう」

　星弌郎さんの先端が、ぐじゅぐじゅになった入り口をゆっくりと圧迫した。

「んうううっ！　あっ、はぁ……はぁ……」

「ちょっと身体に触れただけで、もうこんなに欲しがってる。すっかり私好みの身体になりましたね」

　星弌郎さんも心なしか呼吸が乱れていて、再びゆっくり粘膜を自身の昂ぶりで擦り始めた。くちゅ、ぐちゅ……と淫猥な音が響いて、また快感の疼きが下腹部に広がっていく。

（ああ……奥がきゅんきゅんってなってる……）

「少し離れていただけなのに、お互いを強く求めていたみたいだ」

　星弌郎さんは私を抱きすくめると、そのまま上体を上げて、私の耳元で囁いた。

「後ろ向いて」

「え……」

　私が答える間もなく、私はうつぶせに寝かされた。膝を立てさせられて、後ろから脚の間が丸見えになってしまう体勢になった。でもそこには星弌郎さん自身がぴったりとあてがわれたままだった。

「あっ、や、ああっ……」

（こんなトロトロの状態で、後ろから攻められたら……！）

　想像するだけで、内壁がヒクリと疼いて、トロリと溢れ出た愛液が太ももの内側を伝った。それは星弌郎さんの先端を濡らして、さらにぐりぐりと入り口を責められる。

「んうっうっ、あうっ……」

「未令も、もう我慢できなさそうだな」

　うつぶせだから見えないけど、星弌郎さんの声色から、きっとまたイジワルそうに笑ってるんだろうと思った。そんな顔で、ゆっくりと私のおしりを撫でている。

「うっ……も、もう……我慢できないです……ぐりぐり、しないでぇ……」

　星弌郎さんの手や雄の部分から、じわじわと与えられる快楽がむずがゆいほど耐え難く、星弌郎さんに懇願してしまう。そんな恥ずかしいことさえも、快感を増すようだった。

「自分からおねだりして……可愛いな、未令。……力抜いて」

　言われるがまま息を吐いて身体を弛緩させる。次の瞬間、熱くて重いモノがゆっくりと私の内壁を割くように侵入してきた。

「んあああっ!!　うっ、うあっ……」

　内臓が押し上げられるような違和感は、徐々に身体の中からじわじわと湧き上がる快感に変わっていった。

「くっ……未令……」

　ゆっくり挿入れられていることで、自分が星弌郎さんをきつく締め付けているのが分かる。身体は勝手に反応していて、頭の中は貫かれている刺激でチカチカしていた。ぐっ、とさらに奥まで突かれて、一番奥まで届いてる感じがするのに、まだぐりぐりと圧迫される。

「あふっ……」

　圧迫感は苦しいはずなのに、受け入れるときの摩擦とあいまって、後から未体験の気持ちよさがじゅわじゅわと溢れだしてくる。星弌郎さんの腰が私のおしりにぴたりとくっついた。

「……っは……」

　星弌郎さんの熱い吐息が聞こえて、私の中に彼を全部受け入れたのを感じた。内壁が脈打つようにヒクヒクして、星弌郎さんの硬さと太さが分かるくらい締め付けていた。

「あううっ……」

「気持ちいい……」

　星弌郎さんがそう呟くと、掴まれていた腰により力が加わった。

「いきますよ」

「んっ……っああああっ！」

　ズルッと引き抜かれたと思うと、思い切り奥まで突かれる。初めて後ろから貫かれて、普通にするのとは違った興奮が湧き上がってくる。うつぶせになっているから星弌郎さんの顔が見えなくて、ただ快感だけでお互いを求めあって満たされる感覚。

（まるで、無理やり……されてるみたい……）

　そう気付いた瞬間に、ゾクゾクした快感が脳みその中にはじけた。

「あうっ、あんっ、ひあぁっ！」

「未令、すごく……すごく気持ちいい」

　部屋に粘膜がこすれ合う音と肌がぶつかり合う音が響いて、それも一層いやらしかった。擦れる快感が、どんどんお腹の奥に溜まっていって、爪先や頭の先までジンジンと広がっていく。

「あっ、うっ、お、おか、おかしくなっちゃうっ……！」

「うっ……み、未令……」

　星弌郎さんの律動がどんどん速くなって、それにつれて感度が高まっていく。私の身体の女性的な部分が、全部星弌郎さんを感じて、というよりも、普段は意識していないけれど、身体が完全に雌になったような感じで、星弌郎さんを受け入れて求めていた。

「ひんっ、あう、あううっ」

「未令、っ……もう……」

「い、い、いっちゃうっ」

「ああっ……」

　星弌郎さんが中でビクビクッ、と動いて、強く腰を打ち付けられた。それと同時に、私の身体全体を、意識も含めて私の存在全てを、頭がくらむような快感、そして多幸感が飲み込んでいった。まるで脳みそまで犯されたような激しくて乱暴な快楽……。

　星弌郎さんは私の背中に身体を寄せて、ぐったりと横になった。息を荒げる星弌郎さんの横で、私は心も体も満たされていた。それは絶頂に達したのもあったけれど、星弌郎さんが手の甲で顔を抑えて、ただ呼吸に集中している様子が、実は嬉しかったからだった。

（星弌郎さん……満足してくれたかな……）

　意識が薄れる中、私は星弌郎さんの身体にぴたりと寄り添った。

「未令……」

　掠れた声で私の名前を呼んだだけだったけど、私にはそれで十分だった。この日は、お互いそのまま吸い込まれるように眠りに落ちた。
















ルナティックランド・プロポーズ







　遠くで誰かが私を呼んでいるような気がする。声に聞き覚えはあるけれど、どこから聞こえているのか分からない。モヤモヤして、よく見えないけど、確かにそこに誰かがいる気がする。

『未令さん……』

　女の人の声……姿が見える。声に応えようとした、そのとき。

　星弌郎さんの肌の香りがした。あのお香の甘さに、愛し合った後の熱が残っている。ゆっくりと目を開けると、星弌郎さんの横顔がカーテン越しの光にぼんやり照らされていた。美しい鼻梁と少し開いた口、そして閉じられた瞼から伸びる睫毛が暗い部屋に綺麗に浮かび上がっている。

（星弌郎さんの寝顔、初めて見たな……起きてるときよりちょっと幼い感じがして、可愛く見えちゃう）

　オトナでハンサムな顔立ちの中に、どことなく、写真で見た少年時代の星弌郎さんの面影があって、私は隠されたお宝を見つけたような嬉しさを噛みしめながら、横顔を眺めていた。

「ん……」

　星弌郎さんの睫毛が僅かに動いて、目を覚ました。

「おはよう、星弌郎さん」

「おはようございます……もう起きてたんですか」

　寝起きの星弌郎さんは少し気だるげで、声が掠れていて、それがとても色っぽくて私はぎゅっと布団を握りしめた。そのときようやく、二人ともまだ裸だということに気付いた。いざ星弌郎さんと目を合わせて話すとなると、昨夜の激しいセックスのことを思い出してしまう。

「もう十一時前じゃないですか……。だいぶ眠り込んでしまったみたいだ」

　星弌郎さんは乱れた髪をかき上げて、困ったように笑った。

「昨日は……夢中になりすぎてしまいました。大丈夫でしたか」

「う、うん。大丈夫。でも、すごくドキドキしたし、いまだに恥ずかしい……」

　顔を布団に隠そうとすると、星弌郎さんが私の上に覆いかぶさった。

「そうやって恥ずかしがっていても、未令さんの感じやすいところは分かってきたから、これからどんどんいやらしいカラダにしてあげます」

「なっ……！」

　星弌郎さんはまたイジワルな表情になって、私を抱きしめて、首筋にキスした。唇を離すと、キスした部分をゆっくりと指で撫でた。

「未令さんの身体は、もう私のものになりたがっているんですよ」

「……もしかして」

　私はベッドから起きて、ガウンを羽織り洗面所に向かった。鏡を見ると、首筋に青アザのようになったキスマークが残っている。

「こ、これ……！　どうしたらいいんですか！　なんでこんな色に……」

「強く吸いすぎてしまいましたね。自然と消えますよ。まあ、完全に消える前に、また同じことをしてしまいそうですが」

　慌てる私をからかうように、星弌郎さんは笑いながら洗面所に来て、そのままシャワーを浴びに行ってしまった。

（もう！　こんなんじゃ外出られないよ……。でも、こんなに強く求めてくれたって思うと、ちょっと嬉しいかも……）

　とりあえず服を着てみたけど、どうしてもアザが見えてしまう。

（タートルネックとか立ち襟の上着とかで隠すしかないか……家のタンスにあったかも）

　遅めの朝食を食べた後、私は自分の家に戻ることにした。

「どっちにしろ、週末は戻ろうと思っていたので。なんだかんだ私物も取りに行きたいし」

「そうですか……。せっかく、週末はずっと一緒にいられると思ったのですが」

　星弌郎さんが目に見えてしょぼんとしてしまったので、私は提案をした。

「もしよかったら、ドライブがてら、私の家に車で乗せていってほしいです。と言っても、何もないただのアパートですけど……」

「いいんですか？　是非ご一緒させてください」

　打って変わって星弌郎さんの表情が明るくなった。この星弌郎さんのタワマンと違って、人をもてなせるようなところではないので、私は何度も断りを入れた。

「本当に庶民のワンルームの部屋ですから、期待しないでください……」

「いいんです。未令さんの家に呼ばれるって、また一歩距離が縮まった気がしますから」

　嬉しそうに微笑む星弌郎さんを見て、私は少し変な感じがした。

「距離って……あんなエッチなこととかしちゃったから、十分縮まってると思ってました……」

　口ごもって答えると、星弌郎さんはウインクをした。

「心の距離ですよ。魂の話です」

「心の距離……」

　私は首筋のキスマークをさすった。それは目立つくらい目に見えるものではあったけど、きっと星弌郎さんは目に見えない想いを込めて、つけてくれた跡なのかもしれなかった。
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　私の家に着いたのはお昼過ぎだった。東京の中でもかなり千葉寄りにあるアパートで、両親が死んだあと、親戚の人が紹介してくれて見つけた物件だった。星弌郎さんはこの地域に来たことがないみたいで、新鮮な表情で辺りを見回していた。

「お邪魔します」

「どうぞ、狭苦しいところですけど……」

　部屋は月曜の朝出かけたきりで、メイク道具や服が散らばっていた。

「ちょっと片付けもするので、適当にくつろいでください」

「ありがとうございます。お気遣いなく」

　星弌郎さんの家で出されたものとはランクが違うだろうとは思いつつ、お茶を沸かして、その間に片付けを始めた。

　星弌郎さんは私のベッドに座って、興味深そうに部屋の中を眺めていた。私の部屋は特に何かが飾ってあるわけでもなく、せいぜい神社のお札とか、戯れに買ってみたタロットの本とか、全然使っていないダイエット器具が隅にあるとかで、あとは普通の家具が置いてあるだけだった。それでも、星弌郎さんはまるで美術館にいる人のように、しげしげとこの家の空間を味わっているようだった。

「星弌郎さん、ほんとにほんとの粗茶ですが……」

　うさぎのキャラクターがプリントされているマグカップに淹れたお茶を渡すと、星弌郎さんは珍しいお土産をもらった人のように受け取った。

「いただきます。このマグカップ、今未令さんが持っているピンクのとお揃いですか？」

「あ、そうなんです。このうさぎが可愛くて好きで集めていて、青とピンクのペアなんです。一人暮らしなのにペアカップってどうかなと思ったけど、限定グッズだったので、つい……」

　揃いの食器なんてそれしかなくて、とりあえず出したのだけど、やっぱり星弌郎さんにキャラ物を出したことが照れくさくなった。

「変なのしかなくて、ごめんなさい」

「いえ、ペアカップって、なんだかカップルっぽくていいなと思って」

　うさぎのキャラが全然似合わないのに、星弌郎さんは幸せそうに、お互いのマグカップを見比べていた。こんなことにも、星弌郎さんが喜んでくれるのが嬉しかった。

「じゃあ、その青い方は、星弌郎さん専用にします」

「ほんとですか。嬉しいな。絶対、私以外の人に使わせないでくださいね」

　そう言うと、星弌郎さんはマグカップを両手で持って、お茶を飲んだ。

（かっこいいところもあるのに、どこか可愛いところもあって、やっぱり星弌郎さんのこと、どんどん好きになっちゃう……）

　じっと見つめていると目が合って、なんだか照れくさくて私もお茶を一口飲んだ。

「もう少し服を探したいので、ゆっくりしててくださいね」

　首元の隠れる服やスカーフを探したくて、私は押入れの中を探ることにした。何着かの服を引っ張り出すと、星弌郎さんが本棚の前に立っていた。

「星弌郎さん、どうしたの？」

　星弌郎さんの視線の先には、古い小さな写真立てがあった。私も星弌郎さんの家で写真立てを見つけたから、ちょっと驚いた。まるでシンクロニシティだ。

「この写真、未令さんですか？」

「そうです、五歳くらいのころかな。両親と遊園地に行ったときの写真です」

　星弌郎さんは目を細めてじっとその写真を眺めた。

「この場所、『ルナティックランド』じゃないですか？」

「そう！　星弌郎さん、よく分かりましたね。閉園してもう何年か経ってるけど、両親に何度か連れて行ってもらって、思い出の場所です」

　私は写真立てを手に取った。久しぶりにじっくりと見直すと、今でもルナティックランドで過ごした思い出が蘇ってくる。

「メリーゴーランドで写真を撮ってもらったり、コーヒーカップでお母さんが酔ったり、お父さんが肩車をして花火を見せてくれたり……中でも私の一番のお気に入りはお化け屋敷で、何周もして。これはそのお化け屋敷の前で撮った写真なんです」

　お化け屋敷は「ルナティックハウス」という名前で、この遊園地の目玉だった。ミステリアスな洋館なんだけど、どこの世界の建物か分からなくて、幼い私はその抗いがたい魅力に一目見て惹かれたのだった。いびつに突き出た塔、白と黒に塗られた外壁、迷路のような通路……。

（あれ……？）

　もう大分前に行ったきりの場所なのに、ついこの間行ったような感覚に陥った。

「このお化け屋敷、星弌郎さんの実家に似てる……」

　星弌郎さんの顔を見上げると、瞳がキラキラと輝いていて、まるで涙が溜まっているように見えた。窓から入る光が目に反射しているだけなのに、まるで宝石のようなきらめきを放っている。

「勿論です。ルナティックハウスは、卜部家の本館のミニチュア版ですから。そしてルナティックランドは、卜部家のエンターテイメント事業の一つでした。今はもう撤退してしまいましたが……」

「ほ、ほんとですか!?　全然知らなかったです……」

　ルナティックランドの思い出は、私にとって幸せの象徴のようなものだった。小学生になると、両親は共働きになって、家族三人で出かけた思い出というのはそのときが最後だった。そして、私が無邪気に、両親からの愛情を受けていると感じられたのも、そのころが最後だったのだ。そんな場所に、まさか星弌郎さんの家が関わっていたなんて、やっぱり私が星弌郎さんと巡り合ったのは、縁に……「宇宙意志」に導かれてのことだったのかもしれない。

「未令さんの大切な場所だったんですね。未令さんの顔を見ていると分かります」

　はっとして顔を上げると、星弌郎さんが切なげに微笑んでいた。きっと私もそんな顔をしていたに違いなかった。

「久しぶりにこの写真をじっくり見て、家族のこととか、子ども時代のこととか、いろいろ思い出してジーンとしちゃった……」

「もし、今ルナティックランドに行ったら、もっといろんなことを思い出せると思いますか？」

「え？　今の私が？」

　星弌郎さんが急に突拍子もないことを言うので、つい聞き返してしまった。でも、今でも遊園地は好きだし、今行ったらどんな気持ちになるだろうというワクワクは子どものころと変わりがなかった。

「きっと子どものときのことを思い出して、でも多分それ以上に楽しみたいなって思います。どっちにしろ、今はもう行けないけど」

「私が未令さんを連れていきますよ。ルナティックランドに。一週間待ってください。来週の土曜日、本物のルナティックランドに連れて行ってあげますよ」

　星弌郎さんはニッコリと自信ありげに笑って、それ以上は教えてくれなかったけど、私はその言葉の真意が分かりかねた。

（もしかして、ルナティックランドを再現するとか……？　まさかね。だって、結構大きな遊園地だったし……いくら星弌郎さんとはいえ……）
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　一通り自分の家から荷物を持ってきて、週末は星弌郎さんの家に戻って過ごすことにした。

「来週もお仕事が忙しいでしょうから、この家を使ってください」

　星弌郎さんはそう言ってくれたけど、星弌郎さんにずっと甘やかされて過ごすのは、嬉しいながらどこか申し訳ない気持ちがあった。私はまだ星弌郎さんのプロポーズを受けたわけではないのだ。星弌郎さんと過ごしていると幸せで、もう離れることはできないと思うけど、いざ受け入れようと思っても、なぜか自分から話を切り出す踏ん切りがつかないのだった。

（みんな、何をもって結婚に踏み切れるんだろう……）

　月曜日になって、私は仕事に出かけた。星弌郎さんは先週仕事を片付けていたので、朝食を作ってくれた上に送り出してくれた。

「いってらっしゃい、未令さん」

　出かけに、星弌郎さんが私の唇の端にキスをした。そっと唇のホクロを舐めるようなキスで、私は思わず肩を震わせた。

「わ！　今から会社行くのに、ドキドキさせないでほしい……」

「首の痕、バレないように気を付けてくださいね」

「い、いってきます！」
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　その週は、先週よりもさらに仕事が忙しくて、私は毎日残業をしていた。夜帰ると星弌郎さんが消化のいい夕食を作ってくれたり、朝も辛いときは起こしてくれたりして、そんな日が続いたから、ある晩寝る前に、ベッドの中でぽつりと呟いた。

「なんだか私のお世話をさせちゃってるみたいでごめんなさい……。せっかく時間を作ってくれたのに……」

　私の隣で横になっていた星弌郎さんは、天井を見つめたままゆっくりと目を閉じた。

「私も家でやることがありますから。おやすみなさい、未令さん」

「おやすみなさい……」

　私はいつものように星弌郎さんがこっちを向いて笑って「いいんですよ」と言ってくれるのを期待していた。でも、それも甘えなのかもしれない。

　申し訳なさを抱えたまま、ただ繁忙期の仕事に追われて、その週は過ぎていた。





＊　　　　　　　＊　　　　　　　＊






「未令さん、起きてください」

「ん……」

　ああ、また仕事……と思って何とか身体を起こした。ボーッとした頭がだんだんはっきりしてきて、今日が土曜日であることに気付いた。

「星弌郎さん、今日はお休みだよ……。昨日、ようやく繁忙期が終わって……」

　目をこすりながら星弌郎さんを見ると、いつもに増して目をキラキラさせていた。

「未令さん、先週私が言ったこと、忘れたんですか？　今日は土曜日ですよ」

「え……まさか、ルナティックランドのこと？」

「勿論です。ここから一時間半くらいかかるので、朝食を食べたらすぐ行きますよ」

「本当にルナティックランドに連れて行ってくれるの!?」

「言ったでしょう。本当のルナティックランドに連れて行くと」

　眠気が一気に吹き飛んだ。星弌郎さんは何か比喩的な意味でルナティックランドの話をしていたのかと思っていたから、本当に行けるとは考えていなかったけど、確かにルナティックランドは千葉にあって、家族で行ったときも、朝から準備して行った記憶がある。

「信じられない……すぐ着替えてくる！」
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　車で移動する間、私は星弌郎さんにたくさんの質問をした。ルナティックランドはもう閉園してるはず、とか、なんで卜部邸はルナティックハウスと造りが似ているのかとか、遂には私がルナティックランドの大ファンだったと知っていたのかとまで聞いた。それら全てに星弌郎さんは

「着いたら全て話しますよ。まずは行ってみてからです」

　とかわすのだった。

　助手席でソワソワすること一時間半弱、利根川を超えた少し先に、見覚えのあるゲートが見えてきた。LunaticLand……ゴシック体のカリグラフィーのロゴマーク、西洋のお城のような入園ゲート、そして緑豊かな園内の奥に遠くからでも見える「ルナティックハウス」の鉄塔……！　間違いなくルナティックランドだった。

「すごい！　本当に来ちゃった！」

　車は広い駐車場に停まった。入園口すぐのところで、他には一台の車も見当たらなかった。

「着きましたよ」

　星弌郎さんは入園チケットを渡してくれた。昔と全く同じデザインだったけど、今日の日付が印刷されている。

（本当に開園してるんだ……！）

　期待に胸が膨らんで、私は思わず小走りになっていた。入園ゲートをくぐる。

「わぁ……！」

　全てが、思い出のままだった。奥にそびえるルナティックハウスも、ジェットコースターも、お土産売り場の建物も、まるで私の記憶から現実に出現したかのようだった。タイムスリップをしたわけじゃなく、目の前に確かに広がっている光景だ。ただ違っていたのは、園内に誰もいなくて、乗り物もお店もすべて閉まっているところだった。

「星弌郎さん、これって……」

「なんとか園内を歩けるようには整備できたのですが、さすがに一週間では乗り物などを復旧させることはできませんでした。だから散歩くらいしかできないのですが……」

「ええっ！　でも、私を連れてくるために……？」

「閉園はしていたのですが、取り壊しはしていなかったのが幸いでした。父が事業撤退すると決めたとき、『絶対自分が再興させるから』と言っておいてよかったです。まだ手を付けられていませんが、私も未令さんと同じく、子どものころから大好きで、ここには何度も通ったんですよ」

　そう言って、星弌郎さんは私の手を取った。

「今更かもしれませんが、今日は私たちの初デートということで」

「初デートがルナティックランドなんて、信じられない……！　ありがとうございます」

　私は思わず星弌郎さんの腕に抱きついた。星弌郎さんはちょっと目を見開いて、照れてるのを堪えている。お互いもう三十歳を超えているのに、何だか初々しいデートになりそうで、私は思わず笑った。

「さ、行きましょう！」
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　公園を歩くように静かな遊園地を回るのは不思議な感じだったけど、建物や乗り物を眺めているだけで、懐かしい気持ちが湧いてくるのだった。

「未令さんお気に入りの『ルナティックハウス』ですが、この遊園地を手掛けたデザイナーが、私の実家の家を建築した方の弟子だそうで、ミニチュア版を作ったのが、そのままお化け屋敷になったんです。そのお弟子さんは同じサイズのコピーを作りたかったそうですが、どうしても再現できなかったそうです。あの家は謎が多いですからね」

「そうだったんですか！」

「あのお化け屋敷って都市伝説がありますよね。隠しルートがあって、地下に秘密の部屋があるって。どうしてもそれを見つけたくて、何度も入って探したんですけど、結局見つからなくて泣いちゃって、親に呆れられたなぁ。あれって結局はデマだったのかな」

　私がそう言うと、いつもクールな星弌郎さんが、かつてないドヤ顔をした。

「フフ。未令さん、驚かないでください。秘密の部屋はデマではありません。実在します」

「えぇーっ！　いろんな都市伝説本やテレビでも解明されてなかったのに、やっぱりあったんですね！」

　子どものころの夢が一気に蘇ってきて、私はつい大声をあげてしまった。

「実は、『ルナティックハウス』だけは復元できたんです。設備がしっかりしていて、動かすのに人手も要らない構造だったので、間に合いました」

「じ、じゃあ、入れるんですか……？」

「はい。私は何度か秘密の部屋に行ったことがありますが、今日は未令さんが隠しルートを暴くときです」

　そうやって話す星弌郎さんはなんだか自慢気で、これまでどんな高級なものを出してきても鼻にかけることなんて一切なかったのに、何だか子どもっぽくて私は笑ってしまった。
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　ルナティックハウスは、暗い建物の中を歩いて散策するタイプのお化け屋敷で、中にいくつかのルートが設けられている。人が一人歩けるくらいの細い廊下を進む中で、おどろおどろしい音が鳴ったり、ゆがんだ鏡が仕掛けられていたり、人形が飛び出してきたり、普通のお化け屋敷と基本的には同じなのだけど、実はストーリーが隠されている。最愛の妻を亡くした屋敷の主人が、呪われた魔術で妻を生き返らせようとして、この館自体が呪われてしまったというものだ。そのストーリーがなぜか大好きで、親や友達にも語って聞かせた覚えがある。

（今思えば、私がオカルトとか都市伝説にハマったきっかけだったのかも）

「星弌郎さん、私に先頭を切らせてください。後ろからルートを教えてもらえれば」

「分かりました。行きましょう……！」

　中に入ってしばらく進むと、温室のような部屋に差し掛かる。そこは作りものの草木が生い茂っていて、本来なら火の玉が浮かんでいたり、突然大きな気が揺れ動いたりする仕掛けがあったけど、今は何も動いていなかった。

「未令さん、こっちです」

　星弌郎さんは私の手を引いて、像の横の草木が生い茂っている中に分け入った。そこには小さな扉があった。お化け屋敷に来た人はまずハリボテの草木の奥なんかに通路があると思わないし、万が一見つけたとしても従業員用の出入り口だと思うような、カモフラージュされたドアだった。

　そのドアを通ると、そこには下に降りる階段が続いていた。手すりはなく、壁に小さなランプがぽつぽつとついているだけで、どこまで続いているか分からない。

「これが隠しルート……！」

　先が見えない階段を見下ろしながら、私はちょっと寒気を感じていた。お化け屋敷の建物に、隠された部屋があるなんて、まるで都市伝説の中に入ったような気分だった。

「そうです。これは完全にデザインした側が遊びで作ったもので、なぜあるのかは私にも分かりません」

　階段を降りていくと、少し明るくなってきた。階段を降り切った先はトンネルの出口のように光が漏れている。

「未令さん、ここがルナティックハウスの隠し部屋、『復活の神殿』です」

「こ、ここが……!?」

　中はドームのようになっていて、白い光がドームの外側から降り注いでいた。中央には祭壇のような、人が一人横になれるくらいの台の周りに、異様な装飾が施された機械がびっしりと繋がっていた。その祭壇を中心に、床にはタイル張りで放射線状のモザイク画が描かれており、それぞれが壁際の柱に繋がっていた。柱と柱の間には小部屋がいくつもあって、小部屋の中には書物や瓶や巻物がそれぞれ収められていた。おどろおどろしいお化け屋敷の中とは多少違う、荘厳で神々しい雰囲気が「復活の神殿」には満ち満ちていた。

「すごい……！　こんなところがあったなんて……」

「私も初めて来たときはびっくりしました。なぜこんな場所があるのか……。でも、あちらの部屋にある書物なんかはハリボテで、この台にも横になってみましたが、何も起こりませんでした」

　私はドームの中を歩き回りながら、子どものとき何度も想像したこの館の曰くつきの物語に想いを馳せる。降り注ぐ光を見上げて、私はふと思いついた。

「これは妄想だけど、名前から察するに、ここは館の主が妻を復活させるために作った儀式の場所なんじゃないかな。実際お化け屋敷の方は、お客さんが妻の死体を目撃しちゃって、そこから呪いで狂った主が追いかけてくるところで終わるけど、そのときの妻の死体は寝台に乗せられていて、どこかに運ばれる準備をしているように見えたから、きっとここに来て復活させるって裏の設定があったのかも！」

「でも、ここは一般のお客さんが入るルートではないんですよ。あくまで内輪で使う場所と聞いています。それならストーリーに沿ったデザインじゃなくても……」

　確かに、別のテーマパークではアトラクションの裏にスポンサー用のラウンジが用意されているとか聞いたことがあるけれど、ここはそんな感じの場所ではない。

「だとしたら、この神殿が、元々のモデルになった星弌郎さんの実家にあるとか」

　何となく思い付きで言ってみたけど、星弌郎さんは一気に深刻な顔つきに変わった。

「それは思いもしませんでした。でも、あり得ない話ではないですね。あの家は、まだ行ったことのない場所がたくさんあるので。ただ、うちにこの神殿があるとしたら何のためにあるのかが分かりませんが……」

「やっぱり謎は謎を呼ぶんですね。そう来なくっちゃ！」

　やっぱり都市伝説は、解明されないものの方がロマンがある、というのが私の持論だったので、私は改めて「ルナティックハウス」のファンになってしまうのだった。

「とにかく、未令さんにこの場所をご紹介できてよかったです。こっちのドアから外に出られます」

　柱と柱の間に一つだけ扉があって、星弌郎さんがそこを開けると、ルナティックハウスに隣接した広場に続いていた。

　一歩外に出ると、青空に日差しが降り注いで、さっきまでの緊張感が和らいでいく。まるで別世界からいきなり現実に戻ってきた感じだ。でも、今ではこの現実にも、夢のように素敵な恋人がそばにいてくれて、私は今ここにある何もかもが幸せなんだと感じた。幸せに囲まれている感じ。

（囲まれてる……？　私自身の心が、幸せっていうことじゃなくて？）

　ふと、私の中でそんな言葉が浮かんだ。不思議だった。自分の心の中なのに、ふっと別のところから届いたような言葉。

（そういえば、涙さんが言ってた……。「自分の中の『声』を信じて」って、そういうことなのかな）

「未令さん、大丈夫ですか」

　星弌郎さんの声にハッと我に返る。

「だ、大丈夫です！」

　大切なところに手が届きそうな気がしたけれど、それが何なのかはまだしっかりつかめなかった。でも、あと少しで、自分の中で引っ掛かっていた何かが分かる気がする。
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　陽が傾いて、大体園内を一周した私たちは、観覧車のそばの見晴らしのいいベンチに座っていた。特に何かを話すわけでもなく、ただお互いの手を握って、静かな遊園地を眺めていた。

「いろんなこと、思い出しましたか？」

　星弌郎さんがポツリとつぶやいた。

「えっ」

「ここは未令さんの、特に家族との思い出の場所って言っていたから」

　星弌郎さんの顔は夕日に照らされて、泣いているように見えるほど、瞳がキラキラと輝いていた。私はその瞳が訴えかけているものに答えられる何かを、自分の中に探そうとした。

「思い出というよりは……今こうして星弌郎さんと一緒にいられることが幸せだって思えていることの方が、すごく嬉しいです」

　星弌郎さんはじっと私の方を見つめていた。その瞳に促されるように、気持ちが少しずつ言葉になって出てきた。

「星弌郎さんにルナティックハウスに連れて行ってもらって、心の底から子どもみたいにはしゃげて、そういう感覚って、最近は全然なくて……。もうそんな感覚はなくなったのかなと思ってた。でも、星弌郎さんと一緒にいると、そういう自分がまだいるんだって気付かされて……。子どもって無防備で、なんていうか、無条件な安心感の中にいられて、その安心感があるって信頼してないと無防備にはなれないと思うんです。でも、今日は無防備のままでいられた気がする……」

「実は、未令さんは、今日はずっと約束を守ってくれたんですよ。指切りしましたよね、私に甘えるって」

「あ……」

「この間寝る前に、未令さんが私に謝ったの、覚えてますか」

「は、はい……。あのときは忙しさにかまけて、申し訳なくなっちゃって……」

「あの日、未令さんは約束を破ったって思ったんです。でも、今日はそんな気を遣わないで、ありのままでいてくれた」

「……！」

　星弌郎さんの言葉が私の頭でパッと弾けた。私は、これまで星弌郎さんが言っていたことを、表面的にしか受け止めてなかった。甘えるなんて一方的なワガママだと思っていたけど、それは星弌郎さんにとっては私からの信頼だと考えることが、どうしてできなかったのだろう。

「もし未令さんが私の家族になってくれるのなら、あのくらいのことで謝ってほしくないんです。申し訳ないとか、そういう気持ちって、よそよそしくて他人行儀な感覚だと思います。でもそれは、未令さんがずっと一人でいたから身についてしまったものなんじゃないかって。未令さんの心のガードを、どうやって外していけばいいのか、私なりに考えたつもりです」

「心の、ガード……」

　その言葉は、まるで鍵穴にピタリとはまる鍵のように、ずっと引っ掛かっていた心の中のわだかまりを解きほぐした。星弌郎さんとの結婚に私が踏み出せなかったのは、星弌郎さんのことを「他人」だと思っていたから。最初は雲の上の人で、徐々に恋人だって思えるようになって、でもやっぱりどこか一線を引いてしまっていた。

（誰に対してもそうしていたけど、星弌郎さんは私が自分で作ったボーダー、心のガードを飛び越えてきてくれたんだ……）

　私は星弌郎さんの顔を正面から見つめた。大切なものを見つめるような、穏やかで暖かい微笑みで、星弌郎さんは私を見つめ返してくれていた。このとき初めて、星弌郎さんからの愛情を遠慮なしに、どこまでも受け入れられるという確信がわいた。

「未令さんは、私のことを好きでいてくれていると思います。私も未令さんを愛しています。だから、愛されてもいいんだって、素直に思ってくれたら、私にそれ以上の幸せはありません」

　そう言い終わると、星弌郎さんは胸ポケットから何かを取り出した。小さな箱。それをそっと開いてから、私の手を取った。

「未令さん……改めて、私と結婚してください」

　箱の中にはダイヤモンドの指輪が光っていた。シンプルだけど、ダイヤは夕日の光を反射して、きらめいていた。でもそれよりも、そのときの星弌郎さんの瞳が、燃え盛るような情熱と、胸を締め付けられるほどの誠実さに満ちていて、心を真っ直ぐ射貫かれてしまった。

（今、この瞬間は、私にとって永遠なんだ）

　直感的にそう感じた瞬間、私の唇は答えを紡ぎだしていた。

「はい。喜んで……私は星弌郎さんと、結婚します」

　答えた瞬間は、頭の中がふわふわとしていたけれど、星弌郎さんの表情がほころんでいくのを見るうちに、私の中で何かせき止めていたものが決壊して、自然と涙がこぼれた。

「一生、貴方を幸せにします」

　星弌郎さんは私の右手の薬指に、指輪をはめてくれた。指輪のダイヤは、まるで一番星みたいに、私の指の上に輝いている。

　改めてプロポーズをされたこと、そして星弌郎さんの気持ちを受け入れられたことで気持ちがいっぱいになって、私は思わず泣いてしまった。

「うっ、すみませ……私、すごく嬉しくて……」

「いいんですよ。私も、この上なく嬉しい」

　そう言って星弌郎さんは私にキスをした。涙を拭うように唇を滑らせて、頬や瞼にゆっくりとキスを落としていく。唇が触れるだけの、柔らかくて甘いキスを何度も繰り返して……唇が離れると、星弌郎さんは私を強く抱きしめた。

「きっと今、私は世界で一番浮かれてる男ですよ」

　星弌郎さんはこれまでにないくらい嬉しそうに笑っていた。星弌郎さんがそんな風に喜んでくれることに、私は心の底から、暖かく湧き上がってくる幸せを感じた。

（私、こんなに星弌郎さんを幸せにすることができたんだ……）

　あまりに嬉しくて、私も星弌郎さんをギュッと抱き返した。

「本当は、こんな風に愛してくれる人がいたらいいなって、ずっと前から思ってたのかも」

　星弌郎さんの胸に顔を埋めながら、うっとりと呟いた。

「私はずっと、未令さんのことを探していましたから。必ず貴女に出会えると信じていましたよ」

　星弌郎さんが、私との出会いが運命であることを確信していた理由が、今では少し分かるような気がする。

（自分が望んだことを百パーセント受け入れて来たから、こんなに自信があるように見えていたんだ……）

　自分の居場所が見つかったような安心感と、星弌郎さんという人を深く理解したことで、これまで欠けていた部分が満たされていく。星弌郎さんも、私の頭にもたれ掛かって、ギュッと抱きしめてくれていて、心の暖かさが伝わってきた。

（これが、愛し愛されるってことなんだ。星弌郎さんの「予言」も、私が占いで言われたことも、これで解放される……）




　ピピピピピピピ！




　突然、星弌郎さんのジャケットの中から鋭い電子音が鳴り響いて、私は反射的に顔を上げた。星弌郎さんはジャケットのポケットからスマホを取り出すと、訝しげな顔をした。

「こんなときにすみません。どうも、緊急みたいだ」

　そう断って、少し離れたところで電話に出た。

（何だろう、なんかイヤな予感がする……）

　通話を終えた星弌郎さんは険しい顔をしていて、明らかに悪い知らせだと分かった。

「父が意識不明になり、危篤状態だそうです。突然悪化したようで……」

「大変じゃないですか！　謝らないでください。それより、すぐ行ってあげないと……」

「そうですね。私はこのまま実家に行きます。未令さんには、帰りの車を手配しますので」

　星弌郎さんが手配してくれた車で、私はとりあえず自分の家に帰ることにした。ルナティックランドに連れて行ってもらって、プロポーズを受けて、その直後に星弌郎さんのお父さんが倒れるなんて……一日のうちにいろんなことが重なって、これも、人智の及ばない、何か大きな力が働いているのだろうかと、つい変な風に考えてしまう。

（とにかく無事に回復されるといいけど……。卜部邸は大騒ぎだろうな……）

　卜部家とまだ深い係わりがないとはいえ、何もできない自分に歯がゆさを感じる。自分のアパートに帰宅したのは夜になっていて、食事をしたり家事をしたりしても落ち着かなくて、寝る時間になってもなかなか眠れなかった。





＊　　　　　　　＊　　　　　　　＊






　深夜二時を回って、ようやくうとうとしてきたころ、どこからともなく私の名前を呼ぶ声が聞こえてきた。

『未令さん……未令さん……』

　それは鏡太郎さんの部屋で聞いたのと同じ声の主で、星弌郎さんと一夜を過ごした後にも夢の中で聞いた声だった。

（誰……？）

　夢か現か、混濁した意識の中で、私は声の主を探り当てようとした。だんだんと気配が近づいてきて、靄の中から着物の女性が現れた。爛爛と輝く目に、人ならざるような不思議なオーラ。見覚えがある。星弌郎さんの家の写真で見た女性そのものだった。ただ写真と違うのは、顔がひどく悲しげなところだった。

『未令さん、助けてください』

（助ける……？　あなたは……）

　私の思念がそのまま伝わっているのか、その人は答えた。

『私は、星弌郎の母、鏡太郎の妻、卜部明めいと申します。今、卜部家は黒い影に浸食されています。未令さん、あなたの助けが必要なのです』

（助け……？　私が……？　どうやって……）

　明さんは、私の頬に触れた。現実ではないはずなのに、その感触は不思議なほど生々しくて、何かが自分の中で動くのが分かった。それは思考でも感情ではなく、直観に訴えかけられるような、超感覚的な体験だった。

『時間がありません。未令さん、あなたなら……この危機を救えるはず。そして、星弌郎の予言も、きっと……』

　言葉の途中で雑音が入ったように、明さんの声と姿は霞んでいった。そしてまた意識の靄の中に消えて行って、私はハッと目を覚ました。最後に時計を見たのは午前二時過ぎだったけど、まだ五分も経っていなかった。

「行かなきゃ……」

　幻に突き動かされるように、夜が明けるとすぐにタクシーで卜部家に向かった。



















スピリット・ガイド







　卜部邸に到着したのは朝の九時くらいだった。朝だというのに、その日は厚い雲が垂れ込めてもう夕方のような暗さで、卜部邸は陰鬱な雰囲気を漂わせていた。まるで、館が家主の状態を反映しているようだった。

「未令様、突然のお越しで！」

　玄関では執事の佐野さんが出迎えてくれた。星弌郎さんに連絡を取ったのだけど、返信がなかったので、試しに卜部家の代表電話にかけたら佐野さんに取り次いでもらえたのだ。

「勝手に押しかけちゃって、すみません。居ても立っても居られなくて、それに気がかりなことがあって……。星弌郎さんはどうしてますか」

「ずっと旦那様のそばについておられます。私もこれから向かうところでして。応接室に涙様がいらっしゃいますので、そちらでお待ちくださいませ」

「分かりました」

　応接室に入ると、窓際に立っていた涙さんは、すぐに私に気付いた。

「未令さん、来てくださってありがとう」

　涙さんはこの間よりも少しやつれて見えた。でも、まるで私が来ることを予想していたかのように、落ち着いた様子で私を迎えてくれた。

「涙さん、私……いろいろあったんですけど、昨日、夢枕に明さんという着物の女性が立っていたんです。星弌郎さんのお母さんだと言っていました。星弌郎さんの部屋にあった家族写真に、そっくりな人が写っていたので、まさかと思って。これって、単なる夢でしょうか。それとも、何かのお告げなんでしょうか」

　他にも話すべきことはたくさんあるはずだけど、まずこのことを確かめたかった。果たしてあれは私の妄想だったのか、それとも「導き」だったのだろうか。涙さんは、少し驚いたように肩を震わせたあと、ゆっくりと頷いた。何かを確信したようだった。

「明は確かに、私たちのきょうだいの母の名前です。そして、夢占いに長けた人物でした。母は、何か言っていましたか？」

「卜部家は黒い影に浸食されているから助けてほしいと。時間がないとも言っていました。星弌郎さんの予言についても、何か言いかけたのですが、そこで消えてしまいました」

「実は、父の容体が酷く、先ほど医師よりもう幾ばくもないと言われたところなのです。母は父を愛していましたから、きっと父にまつわることだとは思いますが、母が未令さんに託したのには、何らかの理由があるはずです」

「そんな……」

（そんなこと、私がどうにかできることじゃないよ……）

「おい、星弌郎はいるか」

　応接室に洋弌郎さんが入ってきた。以前よりも険しい表情で、私の姿を見つけるとじろりと睨みつけた。

「父上の容体が悪いのに、一向に来やしない。佐野を呼びにやろうとしても、佐野も姿が見当たらない」

「さ、佐野さんなら、さっき玄関ホールでお会いしました。星弌郎さんがお父様のお部屋にいるので、そちらに向かうと……」

　私がそう言うと、洋弌郎さんは私の方に詰め寄った。

「星弌郎に連絡をしてから、ずっと父上の部屋で待っていたが、いつまでも来なかった。それに、なぜお前がここにいる？」

「そ、それは……」

「星弌郎と連絡もつかないし、佐野もいない。お前、何か隠しているんじゃないのか？」

「兄さま、未令さんは私たちのことを助けに来てくださったのです。未令さんの夢枕に、私たちの母上が立ったと仰っているのです。母上の意志が、未令さんに何かをさせようとしていると私は思います」

　涙さんが口を挟むと、洋弌郎さんはため息をついて頭を振った。

「その真偽はともかく……星弌郎を見つけないとな。涙も探すのを手伝ってくれ」




『未令さん……』




　どこからともなく声が聞こえて、私は辺りを見回した。洋弌郎さんと涙さん以外、この部屋にはいない。

（また、あの声……明さんの声だ）

『未令さん、その部屋を出て……早く……』

　私はその言葉に従って、応接室を出ようとした。

「おい、お前、どこに行くんだ」

　洋弌郎さんの声は聞こえているけれど、なんだかくぐもっていて、明さんの声だけがはっきりと聞こえる。

「明さんが呼んでる……」

「なんだって？」

　洋弌郎さんが私の後についてくるのにも構わず、私は声のする方に、廊下を進んでいった。

『こちらです、こっち……』

　明さんの声に導かれて、見たこともない廊下を歩いていく。いつの間にか、後ろにいたはずの洋弌郎さんがいなくなっていて、私は星弌郎さんが言っていた「かくれんぼ」の話を思い出した。この家では、神隠しのようなことが起こる……気付くと、目の前に真っ白い石でできた下りの階段が現れた。どこまで続いているのか、先は全く見えない。

（もしかしたら、ここは星弌郎さんがかくれんぼで見つけて、明さんに怒られた階段……？）

『未令さん、早く……』

　声は階段の中から一段とはっきりと聞こえた。

（この中に、何か卜部家の危機に関する手がかりが……）

　意を決して、階段を下りていく。どのくらい歩いただろうか、暗くて時間の感覚がなくなっていた。一時間か、それとも五分だったかもしれない。熱に浮かされたような感覚だった。一番下にトンネルの出口のような光が見えて、そこにたどり着くと、私は思わず息をのんだ。

（こ、ここは……！）

　そこには大聖堂のような巨大なドームが広がっていた。ルナティックハウスのそれが明らかにミニチュアだと思われるほど荘厳で、床も壁も真っ白な大理石でできていた。高さ数メートルはある天井の中央には、ステンドグラスのバラ窓がはめ込まれ、色とりどりの光が差し込んでいる。円形の部屋の中心には、やはり祭壇のようなものが置かれている。祭壇の台座は、ここの宗教的な雰囲気とは不釣り合いな機械がびっしりついている。。機械は作動しているのか、あちこちにランプがついていて、ガラスのパイプの中では紫色の液体がコポコポと音を立てていた。

　祭壇の周りを歩いてみると、壁側は柱の間に部屋がいくつもあった。本がたくさん仕舞われている部屋もあれば、祭壇の機械と似たようなランプがたくさんついたパネルのある部屋もあった。

（ルナティックハウスの神殿と大まかな造りは同じだけど、規模とか置かれているものが全然違う……きっとここがオリジナルなんだ。でも、一体何のために……）

　薬品のようなものがぎっしりと棚に仕舞われた部屋があって、私は吸い込まれるようにその中に入った。部屋の壁は全部棚になっていたけど、奥の方に古びた木の机があって、薬瓶や乾燥植物が置かれていた。薬を調合する作業台のようだ。すり鉢の中に赤みがかった粉が入っていて、それがオブラートに包まれたものがアルミトレーの上に並べられていた。

（あれ、この薬、どこかで……）

　そう思った瞬間、いきなり後ろから口元を抑えられた。変な匂いがして、慌てて抵抗しようとしたけど、身体に力が入らなくなり、次第に意識が薄れていった……。
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　大きな機械音で、私は目を覚ました。ステンドグラスが見える。まだ嗅がされた薬が効いているのか、身体が痺れたように動かない。顔は僅かに動くので、辺りを横目で見ると、部屋の中央の祭壇に寝かされているのが分かった。

「まさか余所者のあなたがここに来るとはね」

「あ、あなたは……」

　祭壇のそばに立っていたのは、星弌郎さんの義理のお母さん、芳子さんだった。禍々しく悪意に満ちた笑みを浮かべていた。

「あの赤い薬……。鏡太郎さんに飲ませていたものですね。もしかして、鏡太郎さんの具合が悪いのは……」

「作業場を見られてしまったからには仕方ない。未令さん、あなたはこの世から消えることになるのよ」

「そ、そんな……！」

　徐々に身体のこわばりが解けてきて、指先が動くようになったけど、それでも起き上がるのは無理そうだった。芳子さんは祭壇の機械を操作し始めた。

「何をするんですか……！」

「この祭壇は、人間の意識を、魂を、肉体から取り出すために作られたもの。魂の抽出の秘儀は本来卜部家のものではない。私の家、古角こかく家の悲願だったの。卜部は我が古角家から秘儀を奪い、テクノロジーと資金力によって、それを可能した」

「な……じゃあ、あなたの狙いは……」

「でも、所詮能力の劣った卜部が作ったオモチャよ。この祭壇も完璧ではないわ。魂の抽出ために、元の肉体を犠牲にしなければならない。あなたの肉体はこの祭壇に生贄として吸収され、跡形もなく消えるのよ」

（な、何を言ってるの……？　そんなことが本当に可能なの……!?）

　しかし気付くと、横になっている部分が熱を放ってきていた。台そのものから心臓の鼓動に似た不気味な音が聞こえてくる。

「ただ、未令さんの魂はこの神殿に残しておいても『濁る』だけなので、取り出した後完全に抹消するわ。知ってる？　魂を抹消された人間は、残された人間の記憶からもすぐに消えていってしまうのよ」

「え……？」

「星弌郎の記憶からもあなたのことはすぐに消えて、『予言』は成立するでしょうね。まあ、予言が成ろうが成るまいが、私の計画を邪魔するのであれば消えてもらうだけだけど」

「なっ……！」

　だんだんとこの人の考えが分かってきて、血の気が引いていく。この人は卜部家を乗っ取るつもりだ。そのために、家の人間を少しずつ消していく。もし私が死んだら、星弌郎さんは予言通りに死んでしまうかもしれない……

「いやっ、やめて！　助けて！」

　私は無理に身体を動かした。脚も動くようになって、もう少しで立ち上がれそうだ。

「苦しませずに消すつもりだったけど、暴れるようなら仕方ないわね」

　芳子さんの手には、大きなナイフが握られていた。刃が鋭く光る。私は必死に動こうとしたけど、まだ起き上がることができない。このままだと、確実に消されてしまう……。

「完全に死ぬ前に、魂を取り出して消してあげる。この世から跡形もなく消えなさい」

（いや、いやだ、死ぬのも、星弌郎さんに忘れられてしまうのも……！）

　芳子さんがナイフを振りかぶって、私は目を瞑った。

「やめろ！」

　その声に、私はハッと目を見開いた。星弌郎さんの声。芳子さんは星弌郎さんに腕を掴まれて、ナイフは床に落ちた。

「星弌郎さん！」

「未令さん、大丈夫ですか」

　星弌郎さんが私を見た一瞬の隙を突いて、芳子さんは星弌郎さんから逃れ、ナイフを再び手にして立ち上がる。

「危ない！」

　ドッと音がして、芳子さんが星弌郎さんの脇腹にナイフを突き刺した。すぐにナイフからは血が滴って、芳子さんが離れると、星弌郎さんはガクッと膝から崩れ落ちてしまった。

「卜部の子……まずは星弌郎、お前から始末してやる」

「お前は何者なんだ……なぜ、父上に近付いた……」

　星弌郎さんはお腹の出血を抑えながら、上体を起こして芳子さんを睨みつけた。

「お前も卜部の者なら知っているだろう。私は古角こかく家の末裔、古角永子えいこ。魂を司る秘儀を、強欲な卜部どもに奪われた。だが、私が卜部を乗っ取って、古角家を再興する」

「古角……そうか……。かつて人間の領分を超え、神の理を曲げようとした一族……。あまりに危険な思想に、卜部家が討伐にかかった、と聞いている。その生き残りか……」

　その言葉に激昂して、芳子さんは星弌郎さんの傷口を強く踏みにじった。

「ぐうっ……」

「やめて！」

「秘儀を奪い、金を儲けるため、お前らは私たちを滅ぼそうとした。その報いだ」

　芳子さんは再び私にナイフを向けた。私は星弌郎さんが刺されたショックで、身体が震えていたけど、力を振り絞って声を荒げた。

「いや！　あんたなんかに消されてたまるもんか！」

「死ね！」

　その瞬間、黄金の光が稲妻のように芳子さんの身体を貫いた。その光に芳子さんは全身が固まったように、ナイフを振り上げたまま止まった。

（え……？）

　何が起こったのか分からないまま光は消えて、芳子さんが突然倒れた。それと同時に私の身体のこわばりが解けて、私は星弌郎さんのそばに駆け寄った。

「み、未令さん……」

「星弌郎さん、私はここです。無事です。すぐ助けを呼びますから……！」

　私は星弌郎さんの手を握って、ひたすら呼びかけた。そうしてないと、星弌郎さんが意識を失ってしまいそうだったから。星弌郎さんは掠れた声で呟いた。

「まさか、こんなに早く、予言が実現するなんて……」

「うそ、嘘です！　星弌郎さんは死んだりしません！　だって、私結婚するって……私たち、結婚するって約束したのに……！」

　私は泣いていた。なぜ星弌郎さんが死んでしまうのか。予言なんて当てにならなくて、その前に死んじゃうなんて、あんまりだ。でも、星弌郎さんはなぜか微笑んでいた。

「いいんです……。もし、予言通りに、生涯の伴侶と出会わず、未令さんと出会わないで死ぬよりも……未令さんと出会って死ぬのなら……」

「いや、やめて！　死ぬなんて……一生私を幸せにしてくれるって言ったのに……！」

「人生で、貴女を愛せて、本当に幸せでした……。未令さん、貴方には、愛される資格があるってこと……忘れないで……」

　星弌郎さんはゆっくり目を閉じた。顔は真っ白になっていて、握っていた手から力が抜けた。

「星弌郎さん、星弌郎さん！」

　星弌郎さんの頬に、私の涙が零れ落ちた。作り物のような白い肌。揺さぶっても返事はない。私は星弌郎さんの口元に手を置いた。呼吸が止まっている。

「星弌郎さん……そんな……！」

　涙で何もかもがにじんで、私は星弌郎さんを抱きしめた。抱き返してくれるはずの腕は力なく地面に垂れ落ちた。

「お願い、星弌郎さん……死なないで……」

　星弌郎さんが僅かに笑った気がして、私は思わずその唇に触れて、キスをした。祈るようなキス。何か大きな、人間の理を超えた大きな力があるのだとしたら、それに縋るように、私はキスをしていた。

　小さく、何か唇に触れた気がした。私の唇に息が吹きかかって、唇の端を何かが濡らした。ホクロがある位置……。

「せ、星弌郎さん……？」

　唇が離れると、星弌郎さんは目を開けて、優しく目を細めて微笑んだ。頬に生気が戻っている。

「未令さんのワガママ……通じたみたいですね」

「通じた……？」

「宇宙に」

　星弌郎さんは弱弱しくウインクした。力はなかったけど、いつもの甘い笑みを浮かべてくれていた。

「星弌郎さん……」

　そのとき、階段の方からバタバタと足音が聞こえて、洋弌郎さんや佐野さんが助けに来てくれた。洋弌郎さんはすぐに何があったのかを察して、黒服の人たちに指示をした。

「おい、担架だ！　それと、倒れている女を連れていけ！」

「星弌郎様、しっかりなさってください」

　星弌郎さんが運ばれて行って、私はその場にへなへなと座り込んでしまった。すると、またチラチラと上から光が降り注いでくるのが見えた。

『未令さん』

（あ……！　この声……）

　見上げると、さっきの金色の光がふわふわと宙に浮いていて、そこに明さんの姿が見えた。

『未令さん、卜部の家を救ってくれて、ありがとう』

（明さん……もしかして、私が最初にこの家に来たときから、呼びかけてくれていたんですか）

『そう。私の魂は、ずっとこの神殿に残されたままだった。この神殿の存在は卜部家の者でもほんの一握りの者しか知らなかったのだけど……「予言」の条件を満たしたあなたなら気付いてくれると分かっていました。他所の人間に利用されているのを知らせたかったのです』

（さっき光で助けてくれたのも、明さんだったんですね）

『星弌郎をよろしくね、未令さん』

　光が弾けて、明さんの姿は見えなくなった。

（明さん……ありがとうございます）
















これが「運命」。







「ちょっ……星弌郎さん！」

　後ろから抱きすくめられて、私は声を上げたけど、そのままベッドに寝かされる。

「何やってるんですか！　まだケガ治ってないのに……それにここ、病室ですよ！」

　私の上に覆いかぶさった星弌郎さんは私の唇に人差し指を当てた。

「未令さんこそ、ここは病院なんですから、大きな声は出さないでください」

　星弌郎さんはニッコリ笑って、私の頬に手を滑らせる。

「そんなこと言って、手術が終わってまだ……んっ……」

　不意を突かれて唇を塞がれて、久しぶりのキスはゆっくりと、でも徐々に深くなっていった。唇で唇の感触を確かめるように柔らかく口づけて、お互いの唇の温度が溶け合ったところで、星弌郎さんの舌が下唇をゆっくりと濡らす。そうされている間、ベッドの上に投げ出されていた私の手を、指を絡めながらギュッと握ってくる。星弌郎さんの力と熱を感じて、改めて星弌郎さんが無事でよかったと思うと同時に、私の気持ちも昂ってしまう。

（もう、ずるいんだから……こんな風にされたら、抵抗できないよ……）

　星弌郎さんの舌が私の上唇をすっかりほぐして、私は星弌郎さんの舌を受け入れるようにゆっくり口を開いた。唇と唇から、舌と舌が絡み合って、お互いの熱い吐息が漏れる。穏やかな午後の病室に、キスの濡れた音だけがぴちゃっ、くちゅっ、と響いて、淫靡なムードに満たされる。唇が離れると、星弌郎さんは私の耳に口づけて、ゆっくり囁いた。

「ずっと未令に触れたかった……ほんの何日かしか離れていなかったけど、貴女が欲しくて仕方なかったんですよ」

　星弌郎さんの声はしっとりと濡れていて、深い欲求の色をまとっていた。

「私も……ひあっ！　ちょっ……あっ……」

　消えかかっていた首筋のキスマークと同じところを再び吸われて、思わず嬌声が漏れてしまう。

「ここは個室ですけど……一応病院なので、声、我慢してくださいね」

　またニヤリとイジワルな笑みを浮かべて、星弌郎さんは再び私の首筋を貪った。

「……っ！」

　首筋を吸われながら、背中に手を回されて、下着のホックを外される。星弌郎さんが顔を上げると同時に、私の服をまくり上げてお腹から胸元まですっかり露わになってしまった。

「やっ、恥ずかしい……」

　星弌郎さんは外気に反応してツンと立っている私の胸を、しげしげと眺めながら、そっと両手で掬うように触れた。

「病院で、私の目の前でおっぱい丸出しにされて、恥ずかしいですね」

　手のひらで揉みしだきながら、親指の腹で先端をクリクリと弄る。久しぶりに与えられる快感に、私は顔を背けて必死に声を殺した。

「恥ずかしいのに、こんな風にされると、気持ちよくなっちゃうんでしょう」

「ひゃんっ」

　親指が舌に変わって、焦らすように周りを舐めながら、乳首が反応するのを楽しんでいる。

「や、やだぁ……」

「イヤじゃないでしょう。腰くねらせて……もっと気持ちよくしてほしいって思ってるくせに」

　もう片方の胸も同じようにいじめられて、すっかり反応した胸をまた星弌郎さんは眺めて揉みしだいた。ねっちりした愛撫と言葉責めに、私は今すぐ星弌郎さんに激しく抱かれたい、挿入れてほしいと思ってしまった。ベッドの上で乱れたスカートの中が、どんどん熱くなっていく。

（やだ……私、この状況で興奮しちゃってる……）

　めくれたスカートから伸びる太ももを撫で挙げられると、そのままショーツの中に手が滑った。おしりをじかに揉みしだかれる。

「やっ、ちょ……ほんとに、だめ、です……こんな……」

　そうは言うけど、私も息が上がって、星弌郎さんの肩に自分からしがみついてしまっていた。

「着たままするって……犯してるみたいで、余計興奮する」

「やん、な、なに言って……んんっ」

　星弌郎さんの指が私の蜜壺にゆっくりと沈んで、くちゅっと音が立った。

「未令も、こんなことされてすごく感じてる。このまま……してあげましょうか」

「えっ、やっ、そんな、あっ……！」

　ショーツが下ろされて、星弌郎さんの濡れた指が、充血した私の突端をそっと撫で上げた。それだけで私はのけ反るくらい感じてしまった。

「んんっ……！」

　両手で口を塞いで何とか声は我慢したものの、スカートを履いたまま脚を開いてしまって、一番恥ずかしいところを星弌郎さんが指と舌で責め始めた。

「んうっ、んんんっ！」

　さっきのキスとは比べ物にならないくらい、くちゅっ、ぐちゅっ、と粘膜と体液が混じり合う音が病室に響く。自分の声を抑えるほど、私の秘部からは激しい水音が立つ気がした。

「未令のここ、すごくいやらしい匂いがする」

「い、いやっ、やめて、そんなこと……」

　私は必死に頭を振ったけど、星弌郎さんは喉の奥でククッと笑った。

「未令がイッたらやめてあげる」

（い、いじわるっ……！）

　膣内の浅いところを指の腹で擦られながら、愛液と唾液を擦りこまれるように熟した露頭を舌で舐められると、どんどん快楽の蜜が滴ってしまう。ゾクゾクするような、むずがゆさにも似た快感が足先からどんどん下半身全体を襲う。舌が離れたかと思うと、思い切り強く吸われる。じゅるっ、ちゅうっ……

「んううううっ!!」

　星弌郎さんの唇と自分の秘部がぴったりくっついて、脚の間から頭まで強い快感が走った。私は恥ずかしいくらいベッドを濡らしてしまい、そのまま果てた。身体中が快感でジンジンして、イッた後もエクスタシーが続いているようだった。

　私は何とか起き上がろうとしたけど、星弌郎さんはそのまま寝かせてくれた。

「星弌郎さんのお見舞いに……来たのに……」

　星弌郎さんはまた満足げに微笑みながら、私の髪を撫でた。

「十分、お見舞いしてもらいましたよ。未令さんのおかげで、すごく元気になりました」

「も、もう……！　私ばっかり……」

「私はほら、お腹を縫ったばかりですから、激しく動かない方がいいでしょう」

　一瞬でも、星弌郎さんに貫かれたい、なんて思った自分がすごく恥ずかしかった。
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　数日後。私は洋弌郎さんに呼ばれて、卜部邸に来ていた。例のごとく、最初に星弌郎さんのお父さんである鏡太郎さんの部屋に通された。鏡太郎さんが飲まされていた薬が毒だと判明し、神殿に残っていた粉を調べて治療を施したところ、目覚ましいスピードで回復したとのことだった。

「おお、未令！」

　初めて会ったときとは別人のように元気になっていた鏡太郎さんは、以前よりも派手な和服を着て、ベッドから起き上がって私を迎え入れてくれた。いきなり名前で呼ばれて緊張した私をよそに、鏡太郎さんはハグをした。

「聞いたぞ。誑たぶらかされていた儂を助けてくれたばかりではなく、星弌郎のプロポーズを受けてくれたとな。本当に、どう礼をしたらよいやら！」

「鏡太郎さん、すっかり元気になられて、何よりです」

　おずおずと挨拶をした私に、カッと目を見開いて心外といった表情をした。

「何を堅苦しいことを！　儂はもうお前の父なのだぞ」

「ええっ！　ちょっと、まだ籍を入れてもないので……」

「何を言っておるか！　儂の子どもの最初の結婚だぞ！　即座に、式の準備にとりかかる。星弌郎の誕生日だ！　星弌郎が退院次第、籍を入れに行け」

「父上、そんなに興奮されてはお身体に障ります。解毒できたとはいえ、血圧は高めのままなのですから」

　見かねた洋弌郎さんが間に入ってくれた。

「全く……元気になればなったで大騒ぎだからな」

「なんだと!?　洋弌郎、お前はいつまでも家業を言い訳にしてずっと独り身でいる気か！　儂が戻ったからには、お前もぐずぐずしとらんで、いい相手を探せ！」

「行きましょう、未令さん。こうなると長い」

「とにかく！　早く式の準備をするのだ！　未令、頼んだぞ！」

「は、はい！」

　洋弌郎さんに連れられて応接室に行くと、涙さんが待っていた。涙さんも私にハグをしてくれた。

「未令さん、この度は本当にありがとうございました」

「涙さんのアドバイスがあったからです。私も、自分の本当の気持ちに向き合えました」

　席に着くと、洋弌郎さんが私に頭を下げた。

「未令さんには、ずっと失礼な態度を取ってしまい、本当にすまなかった」

「いいんです。洋弌郎さんが駆けつけてくれなかったら、星弌郎さんを助けられなかったかもしれなかったんですから」

「あのとき、家に特殊な結界が張られていて、星弌郎は家の中で行方不明になっていた。涙がその結界を見つけて破ったときに、星弌郎がいち早くあの神殿への階段に気付いて、一人で先に向かったんだ」

「その結界も、あの人が……洋弌郎さんが警戒していた通りだったんですね」

「古角永子は、母を喪って弱っていた父を、医療行為と偽って暗示と薬物で操り、結婚までこじつけて、この家を乗っ取るつもりだった。全ては、あいつが古角家の者だと気付けなかったのは俺の手落ちだ」

　洋弌郎さんの沈痛な面持ちに、私は頭を振った。

「私、初めてこのお家に来たとき、迎え入れてもらえるのか不安だったんです。全然環境が違うし、何年も前に家族を亡くして、その感覚を忘れかけていたし。でも、今こうして卜部家のみなさんに受け入れてもらえて、それだけですごく嬉しいんです」

「未令さん……」

「そうね。星弌郎のお嫁さんになるということは、私たちの妹になるということですもの」

　涙さんは嬉しそうにしているけど、洋弌郎さんはまだ釈然としない顔をしていた。

「しかし、本当に未令さんの決断と行動には、何か礼を尽くしたい」

「もう、兄さまはやたら真面目なんだから。逆に気を遣わせてしまうわ。でも未令さん、私たちはもう家族なのだから、なんでも言って頂戴ね」

　私は少し思案して、何かあるか考えた。

「じ、じゃあ、一つお願いが……」
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　それから慌ただしく日々が過ぎて、星弌郎さんが退院した。

「未令さん！」

　病院の待合ロビーで待っていると、星弌郎さんが走ってきて、ぎゅっと私を抱きしめた。

「星弌郎さん、急に走ったりしたら危ないですよ」

　気遣いながらも、星弌郎さんが嬉しそうに私を見つめるのが、本当に嬉しくて私も顔がほころぶ。星弌郎さんはいつものように、優しく微笑んで、また私を抱きしめた。

「話は聞いてます。私の家のことや、父のこと、ありがとうございました。それに、一人で式の準備までさせてしまって……」

「いいんです。大体はお父さんが取り仕切ってますし、私はちょこちょこ要望を言うだけで……。それで、実は星弌郎さんにサプライズがあるんです」

「サプライズ？」

　私は星弌郎さんにルナティックランドのチケットを渡した。日付は入っていないけれど、デザインが少し新しくなったものだ。

「これは……」

「今回のことで、洋弌郎さんがどうしても私にお礼をしたいといってくれたので、卜部家より正式に、ルナティックランドの事業を再開してもらったんです」

「兄さんに？　あんな堅物な人が……信じられない。私が自分で再開発するつもりではいたのですが……」

　そう言いつつも、星弌郎さんの顔からは、嬉しさを隠しきれないように、笑みがこぼれていた。

「自分で運営してたら純粋に楽しめないと思って。私だけじゃなくて、星弌郎さんも、子どものころに戻って幸せになれる場所だから」

　私は星弌郎さんにもたれ掛かった。指輪をはめた手で、星弌郎さんの手をキュッと握る。

「ありがとう、未令さん。それに、私にとっては過去の思い出だけじゃない。未令さんとの新しい人生が、始まった場所でもあります」

「星弌郎さん……」

「ただ、あのお化け屋敷……ルナティックハウスはしばらくご免です。縁起が悪い」

　星弌郎さんは苦笑していたけど、私は星弌郎さんのお母さんのことを思い出した。

「そんなことないですよ！　ルナティックハウスあればこそ、私が星弌郎さんのお母さんと繋がることができたんですから」

「母さんと……？」

　不思議そうな表情をする星弌郎さんに、私はギュッと腕に抱きついた。

「それは、お家に帰るドライブの間、話しますよ。星弌郎さんが退院してから伝えようって決めてたんです。ＵＦＯに連れ去られるより、すごい話ですから……」

　星弌郎さんの誕生日、つまり私たちの結婚式まで、あと三日だった。
















宇宙意志？　アファメーション？　やっぱり溺愛されてます!!







　結婚式は卜部家ゆかりの神社で盛大に行われた。披露宴を開くには時間がなかったので、この日は式を挙げて、その後卜部邸で独自のお祓いのようなものを受けて、お開きになった。

「正式に結婚ができて、まるで夢のようです。母も安心していると思います」

　朝から儀式でガチガチになっていた私たちは、応接室でようやく寛いでいた。

「ほんとにどうなることかと思ったけど、無事式を終えられてよかった……。ただ、あまりにバタバタしていて、私たちが住む家はまだ用意できてなくて。星弌郎さんの意見も聞きたいと思ってたし」

「なんだ、そんなことだったら、また私の家に住めばいい。それに、私の予言だって、まだ有効です。今日が終わるそのときまで、未令さんにはそばにいてもらわないと不安だから、今日は私の家に二人で帰るつもりでしたよ。新婚初夜は二人きりで過ごしたい」

　星弌郎さんはニヤッと笑って、私は久しぶりに星弌郎さんと過ごした夜のことを思い出した。

（そういえば、前に「完全に私のものになったとき」抱きつくす、って言われた気がする……）

「未令さん」

「は、はい」

「今夜は寝かせませんよ。それに……もう手加減もしない」

「！」

　星弌郎さんの手が伸びてきて、私の髪の毛をかき上げた。首筋が露わになる。

「また、痕が消えかかってる。これからは、毎晩私のものだと分からせてあげますから」

　首筋をゆっくりと撫でられて、身体が震える。星弌郎さんに何度も責められたお腹の奥がキュンとなってしまう。私の反応が星弌郎さんに伝わったのか、星弌郎さんは低い声で囁いた。

「さぁ、帰りましょうか。私たちの家に」





＊　　　　　　　＊　　　　　　　＊






「きゃっ……！　星弌郎さ……」

　星弌郎さんは家の玄関に入るなり、後ろから私を抱きすくめた。あの甘い香りが漂って、耳元に唇を寄せられて、熱い吐息を吹きかけられる。それだけで火を付けられたように、身体が内側から熱くなってくる。

「ずっとおあずけだったから……。もう我慢できない」

　スカートをめくりあげられて、太ももを撫でられる。

「あっ……こ、こんなところで……だめ……」

「早くしたい？」

（星弌郎さんがこんなに興奮してるなんて……でも、私も期待しちゃってる）

　服の上から胸を揉みしだかれて、スカートの中の手はショーツと肌の間に滑り込んでくる。

「あんっ、し、したい、したいから……ベッドで……」

　縋りつくように星弌郎さんの首に腕を回すと、そのまま抱き上げられて、二階の寝室のベッドに押し倒された。私の上に覆いかぶさった星弌郎さんは、切なげに息をして、目元を熱っぽくさせていた。いつも優しい瞳が、今は妖しげにギラギラと光っている。

「もう、離れない。未令、愛してる」

　口づけはいきなり深く、唇を何度も吸われたかと思うと、星弌郎さんの舌がヌルリと入ってきて、私の歯列をゆっくりと舐った。口の粘膜を舌で愛撫されて、私もたまらなくなって星弌郎さんの背中に腕を回した。身体が密着すると、お腹に星弌郎さんの熱くて硬い感触がグッと押し付けられる。それだけで私の頭は何かがスパークしたみたいに、興奮してしまった。身体そのものが反応して、ショーツの中でとろりと蜜があふれる。

（星弌郎さんを感じるだけで、こんなに欲しくなるなんて……）

　星弌郎さんのキスに答えるように、私も自分から舌を絡めた。くちゅ、くちゅ……と、キスだけでいやらしい音が部屋に広がって、星弌郎さんは私のショーツを下した。

「んうっ……」

　服を着たまま、スカートをめくりあげられて下半身だけ露出している状態が恥ずかしくて、私はキスされたまま呻いた。そのまま星弌郎さんに舌を強く吸われる。

「んっ！　んん……」

　舌を吸われると、身体の力が抜けて、肩が勝手にビクビクと震えた。あまりの気持ちよさに、もう何も考えられなくなってしまう。ゆっくりと唇が離れると、星弌郎さんは舌なめずりをして、私の顔を楽しそうに眺めた。

「舌が弱いんだな。未令の感じてる顔、すごくいやらしい……。普段は愛らしいのに、今は発情している女の顔になってる」

「や、やぁ……」

　星弌郎さんの言葉攻めに顔を背けると、首筋を吸われる。

「んっ……！」

　一度強く吸ったあとに、位置を確かめるように舌先が耳の下から鎖骨にかけてゆっくりと下りていく。

「私の腕の中では、いくらでもいやらしくなっていい。もっと、未令が感じてるところが見たい」

　そしてまた強く首筋を吸われる。星弌郎さんの言葉通り、いつもより気持ちなることに貪欲になっている自分がいた。星弌郎さんは私の背中に手を滑らせると、下着を外して、露わになった片方の胸をやんわりと揉みしだいた。

「んっ、ああっ、はぁんっ……」

　すっかり胸の先は反応していて、星弌郎さんの指先でこねられてもすぐにピンと勃ってしまう。だんだん強く揉まれて、先端を指ではじかれる。首筋から唇を離した星弌郎さんは私の胸元を全部まくり上げて、ツンと上を向いた両胸をじっと眺めた。

「未令、とても綺麗だ」

　ため息交じりにそう呟くと、星弌郎さんは指でぷっくりと膨れさせられた乳首に唇を落とした。濡れた舌で弄られ、もう片方の胸もまた同じように、ゆっくり揉みしだかれていった。こんなにじっくりと弄られると、自分の胸がすごくいやらしくて、男の人を興奮させるものなのだと思い知らされる。

「あっ、あんっ……」

　胸全体が性感帯になったみたいに反応して、身体の奥の甘い疼きがどんどん強くなっていく。それをさらに刺激するように、星弌郎さんは私の露出した下腹部に自身を押し付けてきて、もっと気持ちいいことをされたいと望んでしまう。

　ちゅっ、ちゅうっ、じゅるっ……

「んっ、あああっ……きもちい……」

　胸を強く吸われながら、星弌郎さんの手が太ももを抑えた。抑えられて初めて、私は自分が脚をくねらせていることに気付いた。星弌郎さんが顔を上げて、愉しそうに笑った。

「こんなに脚を動かして……やっぱり、早くしたいんじゃないか」

「……っ」

　恥ずかしいけどその通りで、胸を弄られながら、脚の間が疼いて仕方なかった。星弌郎さんの指が、その部分をそっと撫でる。

「ひゃあんっ！」

　撫でられただけで腰が浮いた。星弌郎さんは濡れた指先を舐めると、服を脱いで、私の両脚を自分の肩に乗せた。星弌郎さんの目の前で脚を開かされて、私は恥ずかしくてまた顔を背けた。それなのに、丸見えになってしまっているそこは、そうされるのが嬉しいかのように、ヒクヒクして、愛液をシーツに垂らした。

「未令のいやらしいここも、もう全て私のものだ」

　まだそんなに触られてもいないのに、一番敏感なところが乳首よりぷっくりとと勃っているのが分かる。星弌郎さんはそこをゆっくりと舐めると、思い切り吸った。

「ああああんっ！　ひゃっ、あ、ああっ！」

　舌を吸われたときの何倍もの快感が、電流のように身体を走って一気に脳みそを突き抜けた。星弌郎さんの顔がそこにあるのに、どんどん蜜があふれてきて、舌で突端を転がされるととめどなく溢れた。

「やあっ、やだ、はずかし……やああっ……」

　止めたいと思っても、勝手に溢れてくる。それでも星弌郎さんは舌での愛撫を続けていて、熱い息がびしょ濡れになった恥部に吹きかかった。

「こんなに欲しがってくれるなんて……」

　星弌郎さんはうっとりと呟くと、私の太ももをぐっと広げて、猛りきった自身をそのまま私にピタリと押し付けた。

「あっ……！」

　初めて感じるむき出しの星弌郎さんに、私は一瞬ひるんでしまったけど、愛液は泉のようにトロトロと流れ出るのを止めない。星弌郎さんは私の頬を撫でて、安心させるように甘い声で言った。

「未令は私の妻になったのだから……。言ったでしょう。手加減はしないと」

「あ……」

　星弌郎さんの親指が私の唇のホクロを撫でた。そのまま唇をふにふにと弄られて、親指が口の中に入ってきた。私はされるがまま、その親指を咥えて、舌先で指の腹を舐めて、ちゅうと吸いついた。星弌郎さんが息を呑む。親指を離すと、私は熱に浮かされたような声で、星弌郎さんに囁いた。

「来て……」

　星弌郎さんは僅かに眉を顰めると、一気に私の中を貫いた。

「ああああああっ！」

　これまでとは全く違う感覚……熱くて硬くて、何もかも満たされるような大きさ。私の膣内は星弌郎さんのをきゅうきゅう締め付けてるのに、それ以上の力で押し入れられて、引き抜かれる。その摩擦がまた熱を持って、快楽となってジンジンと下半身を支配していく。

「未令、すごく……すごく気持ちがいい……」

　星弌郎さんは甘く濡れた声で、まるで独り言のようにぼんやりと呟いた。

「未令のナカ、すごく欲しがってる。私に甘えてるみたいに」

　星弌郎さんのペースは早く深くなって、一番奥を突かれると自然に声が出てしまう。

「あうっ、あんっ！　いい、いいよぉっ、奥っ……」

　膣内の一番奥を突かれると、子宮が揺さぶられるような感覚がして、身体全体に快感が走る。そんな強い刺激を与え続けられていると、女であることが剥き出しになって、雌そのものの本能を突き動かされる。

「ここが特にイイみたいだな。それと、ここ」

　一度入口付近まで引き抜かれて、先っぽで恥骨の方を擦りあげられると、星弌郎さんを受け入れたまま、恥ずかしいくらい濡らしてしまった。

「や、やだ……何これぇ……」

「もしかして……初めてなんじゃないですか、潮吹いたの」

「え……!?」

　私はてっきり粗相をしてしまったのかと、顔から火が吹きそうになっていた。

「私のお腹まで濡らして、よっぽど気持ちよかったんだな」

（こ、こんなことあるんだ……）

　呆然としている私に、星弌郎さんは優しくキスをした。

「まだまだ開発のし甲斐がありそうだ」

　繋がったまま、星弌郎さんは再び腰を動かした。

「あうっ……！　あんっ……！」

　ぐちゅ、ずちゅっ、ぐちゅっ……

　卑猥な音とお互いの息遣いが部屋を満たしていく。星弌郎さんはゆったりと気持ちよさそうな笑みを浮かべて、私を見下ろしていた。

「未令が蕩けていく表情……たまらなく興奮する」

「んうっ……！」

　星弌郎さんが中でより大きくなったような感じがしたと思うと、さらに律動が激しくなって、徐々に身体が絶頂に向かっていく。肌はゾワゾワと逆毛立つようで、身体はお腹の内側からふわふわと浮くようで、全身の神経が昂っていく。

「あっ、ああっ、せ、星弌郎さ、い、いく、いく、イッちゃうっ……！」

　星弌郎さんの身体に腕と脚を絡めて、私は全身を震わせて果てた。

　絶頂を迎えた瞬間、身体中がビクビクして、星弌郎さんをナカで強く締め付けたと思うと、徐々に力が抜けていった。頭がボーッとして、ぐったりとベッドの上に四肢を投げ出す。星弌郎さんが身体を起こして、ズルリと引き抜かれたときに、またトロッと中から愛液が零れた。私は呼吸を整えながら、星弌郎さんの方に目を向けた。星弌郎さんは優しく微笑んで、私の頭を撫でた。

「気持ちよかった？」

「う、うん……すごく……」

　少しクラクラしながら頭を少しもたげると、星弌郎さんの雄の部分がまだそびえ立っていた。

「せ、星弌郎さん……！」

　私の視線を感じたのか、星弌郎さんはふと視線を下した。

「ああ……あれくらいで、私が満足すると思わないでください。言ったでしょう、今夜は寝かせないと」

「私、てっきり今、中に……」

「いきなりは、さすがにしませんよ。私たちはまだ出会ったばかりだから……子どもはもう少し先かなって」

「う……確かに……」

　にこやかに笑う星弌郎さんを見るのがなぜか恥ずかしくて直視できなくて、私はちらと視線をベッドサイドに向けた。デジタル時計が零時一分を表示していた。私は思わず声をあげた。

「星弌郎さん！　日付が……！」

「三十五歳の誕生日が、終わった……」

　星弌郎さんは目をぱちくりさせて、時計を見つめていた。

「やったぁ！」

　私はベッドから飛び起きて、星弌郎さんを抱きしめた。星弌郎さんは眉を下げて、肩の荷が下りたようにはあっと息を吐いた。

「よかった……。やっぱり、予言は的中しましたね」

「的中？　でも星弌郎さんがこうして生きてるってことは、外れたんじゃ……」

「『三十五歳の誕生日までに生涯の伴侶と結婚できなければ、非業の死を遂げる』、これが最初の予言ですが、残り二つはそれを回避するためのヒントです。『宇宙の意志を解する女性となら結ばれる』『その女性は唇に黒点を有している』と。だから、私がこうして生きているのは……やはり未令さんと出会ったおかげなんです」

「そ、そっかあ。なんだかいまだに実感がないけど……」

「でも、私はもし明日死ぬとしても、やっぱり未令さんと出会えてよかったと思っています。その気持ちは、あの神殿で死にかけたときと変わらない」

　星弌郎さんはぎゅっと私の肩を抱いた。私は星弌郎さんの鼓動を確かめるように胸板に手を置いた。暖かく、手のひらに微かに心臓の動きを感じる。

「なんであのとき、星弌郎さんが生き返ったのか、今でも不思議です。もう本当に死んだかと思ったから……」

「私もあれから考えましたが、未令さんが心から願ったからだと思いますよ。なんせ、未令さんは宇宙意志を解する女性ですから」

「えーっ、そんなの、ほんとにあるかなぁ……」

　私の反応に、星弌郎さんは面白そうに声をあげて笑った。

「最初に出会った瞬間から、未令さんは特別な人だと思ったんですよ。私が『宇宙の意志』とか言っても、驚かなかったから」

「えっ！　そ、それは……それは私だって、星弌郎さんのこと、凄くカッコいいのに、おかしな人だと思いましたよ」

「そんなおかしな男のお嫁さんになったんですよ。さあ、未令さん、まだ夜は終わっていません。朝になっても、今日は私が満足するまで、寝かせませんから」

「朝になっても……!?」

　星弌郎さんに押し倒されて、また首筋を吸われる。

「せ、星弌郎さん……もしかして、結婚する前は、すごーく、私に遠慮してた……？」

　星弌郎さんは意外といった表情で、私の顔を覗き込んだ。

「そりゃあ、満足いくまで求めてしまって、未令さんが翌日仕事に行けなくなったりしたら、困りますから。でも、もう私と結婚したんです。全部私のものですよ」

「う……じゃあ、これからますます、たくさんエッチするってこと？」

「ええ。毎晩毎晩、おかしくなるくらい、愛してあげますよ」

　そうして、私たちは再びキスをした。全身をキスされて、まるで身体中全てが星弌郎さんを感じるための器官になったみたいで、ずっとずっと快感を与えられて、私はまた自分の身体が女性として目覚めていくのを感じた。何度もイカされているのに、星弌郎さんはずっと求めてきて、それが嬉しくもあったし、星弌郎さんに気持ちよくなってほしいという気持ちもあって、私も一生懸命に応えた。自分がますますエッチになっていく気もしたけど、そんな自分も前より抵抗なく受け入れられるようになっていった。

　もう何回目かの絶頂を迎えたあと、身体の重さを感じながらベッドに横たわっていた。真っ白になった頭が少しずつ冴えてきて、奥の方に埋もれていた考えが、不思議なタイミングでポロッと浮かんできた。

（そういえば……『三十三歳までに男に愛されないと一生独身で生きることになる』って、私の占い……あれは外れたよね。だって、もう私は愛されて、結婚までしたんだから……）

　もし私が宇宙の意志と通じていて、星弌郎さんの死を跳ね飛ばしたのだとしたら、自分自身に対する思い込みなんて、本当にちっぽけなもののように感じられた。

「未令さん？」

　星弌郎さんが心配そうに私の顔を覗き込む。いつの間にか私は涙を流していた。

「大丈夫？　無理させすぎた……？」

「ううん。違うの。私……私、もう独りじゃないんだなって、実感しちゃって……」

　私は涙を拭ったけど、なぜかどんどん涙が溢れてきた。身体は快楽を感じると濡れてしまうし、心は幸せで満たされると涙が出るんだ、なんて、ぐしゃぐしゃになりながら思った。そんなぐしゃぐしゃな私を、星弌郎さんはまるごと受け入れて、抱きしめてくれる。

「独りじゃない。ずっと一緒ですよ。これからも、ずっと」

「星弌郎さん……。大好き」

　涙がようやく止まって、私は星弌郎さんの頬っぺたにキスをする。

「私も、未令を愛してる。何があっても」

　私は頷いた。でも星弌郎さんは、少し眉をひそめて言った。

「まあでも、未令はまた何かと自信をなくしそうだから、こうして毎晩分からせてあげないと」

「んっ……！」

　また唇を塞がれて、長く甘い夜の続きが始まるのだった……。











絶倫ＣＥＯと予言婚!?




～男性経験ゼロなのに、ミステリアスな美形エリートに溺愛プロポーズされました～
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